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業務概要 

(ア) 業務の目的 

 持続可能な社会を構築する上で、国民、民間団体等が行う環境保全活動並びにその促進のための環

境保全の意欲の増進及び環境教育が重要であることに加え、これらの取組を効果的に進める上で協働

取組が重要となる。「環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律」（以下「環境教育等促進

法」という。）第 19 条において、「国は、国民、民間団体等が行う環境保全等を効果的に推進するため、

情報提供や助言、交流機会の提供等を行う拠点としての機能を担う体制の整備に努めること」とされ

ており、同法第７条で定める国の方針（以下「促進法基本方針」という。）により、環境省においては、

協働取組を構築・促進するための中核的な担い手として「環境パートナーシップオフィス（以下「EPO」

という。）」を全国に設置し、事業を実施しているところである。 

 また、「我が国における持続可能な開発のための教育（ESD）に関するグローバル・アクション・プ

ログラム実施計画（以下「ESD 国内実施計画」という。）」では、ESD 活動に取り組む様々な主体が参

画・連携し、地域 ESD 活動推進拠点（以下「地域 ESD 拠点」という。）の形成並びに地域が必要とする

取組支援及び情報・経験の共有を可能とするネットワーク機能の体制として ESD活動支援センター（全

国・地方）を整備することとされており、「ESD 推進ネットワークの構築に向けて（平成 28 年３月 ESD

活動支援企画運営準備委員会 文部科学省 環境省）」において、地方 ESD 活動支援センターの運営に

は、EPOを活用することとされている。 

 本業務は、環境教育等促進法の規定する国の役割及び ESD国内実施計画の規定する ESD推進ネットワ

ーク構築の役割を果たすため、全国の EPO・地球環境パートナーシッププラザ（以下「GEOC」とい

う。)及び ESD 活動支援センター（全国・地方）のネットワークを活用しつつ、中部地域の特性・事情

を踏まえて各種事業を企画し、それを実施することにより、市民、NPO/NGO、行政、企業等、社会を構

成する様々な主体による協働・連携の取組を広げ、効果的・効率的に環境保全活動等を活性化させる

こと、及び ESDを一層推進させることを目的に実施した。併せて、環境教育等促進法に定義する協働取

組として本業務を実施することにより、協働取組のあり方を示すことを副次的な目的として実施した。 

 さらに、｢第５次環境基本計画｣（平成 30 年４月閣議決定）では、今後の環境政策は経済社会システ

ム、ライフスタイル、技術などあらゆる観点からイノベーションの創出や、経済・社会的な課題の同

時解決を実現し、将来に渡って質の高い生活をもたらす「新たな成長」につなげていくこととなって

いる。その中で、地域の活力を最大限に発揮する「地域循環共生圏」の考え方を新たに提唱し、各地

域が自立・分散型の社会を形成しつつ、地域の特性に応じて資源を補完し支え合う取組を推進し、持

続可能な地域づくりを通じて、環境で地方を元気にしていくとともに、持続可能な社会を構築するた

めの創造に取り組むこととなっていることに留意し、実施した。 

 

(イ) 業務の内容 

 中部環境パートナーシップオフィス（以下「EPO 中部」という。）には、主に①持続可能な社会の実

現に向けた地域の協働取組モデルの創出・支援、②持続可能な社会の構築に向けた ESD・SDGsの推進、

③地域における中間支援機能の強化、④環境教育等促進法の普及・促進、⑤情報の提供・相談対応等

の５つの役割が地域において期待されている。 

 EPO 中部の第５期事業（平成 30 年４月から令和３年３月まで）においては、「動機づけ」と「見える

化」の視点を重視して、①協働コーディネーター育成事業の発展的展開、②地域における持続可能な

地域・社会の構築に向けた中間支援機能との連携強化を図ることとしており、このために「中部地方

の協働・ESD・SDGs（持続可能な開発目標）の活動支援に資するツールとシステムの構築」及び「活動

の質と量を拡充する EPO中部としての方策の確立」を達成目標とした。 

 今年度は第５期事業の３年目となることから、上記役割を踏まえた目標達成に向けて、第５期とし

ての達成目標及びその方針を明確にした上で、必要な業務を実施した。 
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(ウ) 実施業務 

（１）業務実施計画の作成及び公表 

①令和２年度業務計画（第５期事業計画等含む）の作成 

②達成目標・役割分担の設定 

③運営会議での協議 

④中部 ESD センター作成計画の実践 

⑤HP への掲載 

（２）運営会議の設置・開催 

①EPO 中部運営会議（８名） 

・開催準備及び取りまとめ 

・会議の開催・運営（２回） 

②中部地方 ESD 活動支援センター企画運営会議（６名） 

・開催準備及び取りまとめ 

・会議の開催・運営（２回） 

（３）基本業務 

ア．情報の収集・蓄積・発信に関する業務 

①ホームページの更新及び維持管理（月２回程度） 

・トップページの更新等 

②メールマガジンの作成及び発行（月１回程度） 

③リーフレットの作成及び配布（Ａ４フルカラー、1000 部） 

④地域ニーズの把握 

イ．相談対応及び対話の体制の構築に関する業務 

①照会・相談対応 

②対話の体制の構築 

③定例報告 

ウ．施設の維持・管理 

（４）協働取組の促進のための業務 

ア．協働コーディネーターと連携したフォーラム（対話の場）の開催 

イ．協働コーディネーターの遠隔地域における地元のネットワークを活用した環境教育の推進 

【富山地域】 

①多様な主体との協働 

②フォーラム又はワークショップの実施、事後調査 

③情報共有 

【福井地域】 

①多様な主体との協働 

②フォーラム又はワークショップの実施、事後調査 

③協議会の運営／ワークショップの実施 

④情報共有 

【活動の見える化】 

・上記イ．について｢見える化｣の取りまとめ、中間支援団体へフィードバック 

・事例のモデル化と発信／協働の取組方のモデル（基本的フロー/理想的モデル）のまとめ 

（５）中部地方 ESD 活動支援センター運営業務 

ア．ESD 活動を支援するための情報共有等 

①ESD のための SDGs チェックリストの活用及びパッケージ化 

②学生等を対象としたコンテンツ等の開発 
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イ．ESD 活動の支援等 

ウ．ESD 活動のネットワーク形成に係る業務 

①ESD 活動支援センター（以下、全国 ESD センター）開催会議等への出席 

ⅰ 全国 ESD センター企画運営委員会 

ⅱ ESD 活動支援センター（全国・地方）連絡会 

ⅲ 全国 ESD フォーラム 

②ESD 推進のためのダイアログ（対話の場）の開催 

③ESD／SDGs 推進ネットワーク地域フォーラムの開催 

④SDGs へ向けた ESD 推進のための教育現場の実態把握と連携強化 

エ．全国 ESD センター等との連携、地域 ESD 拠点登録支援等 

①全国 ESD センター及び地方 ESD 活動支援センターとの連携 

②地域 ESD 拠点登録支援等 

（６）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務 

ア．環境で地方を元気にする地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業 

①地域プラットフォーム支援等業務 

・採択団体（５団体程度）への各種サポート 

・過年度の地域循環共生圏プラットフォーム（採択）及び登録団体へのフォローアップ 

②地域循環共生圏プラットフォーム意見交換会等の支援業務 

③上記②の意見交換会（５団体）での見える化プログラム活用 

④環境省主催の情報交換会等への出席 

⑤担い手主体（団体等）の把握及びネットワーク形成の情報交換 

⑥地域循環共生圏プラットフォーム事業採択団体の行事のオンライン・サポート 

イ．地域課題の解決に向けた地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業 

①森川里海推進ネットワーク形成会合の開催 

・情報交換会の実施 

・次年度行事開催に向けたオンライン意見交換 

②地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業 

・情報交換会やワークショップ等の開催 

（７）EPO 中部のこれまで集積したネットワーク及びノウハウの整理及び公表 

・第４期までの EPO 中部が集積したノウハウ・業務等の整理、公表 

（８）環境基本計画に沿った環境教育支援業務 

・地域住民・市民等向けのワークショップ開催 

（９）関係主体との連携及び協働に関する業務 

ア．中部地方環境事務所との情報共有及び意見交換 

①定期的な打合せ（月１回程度）、日々の業務報告 

②外部評価委員ヒアリングへの対応（出席、資料作成等）、第５期中間報告とりまとめ 

③中部地方環境事務所主催行事への参加（白書を読む会、中部カンファレンス、全国ユース環境

活動発表大会の審査委員の選定） 

④EPO 中部の行事での記者発表対応 

⑤行事での学生参画企画で全国ユース環境活動発表大会の参加校等の積極的な登壇の考慮 

イ．全国の地方 EPO・GEOC・ESD 活動支援センター（全国・地方）との連携 

・GEOC 主催の全国 EPO 連絡会議に参加 

（10）年間報告書等（年間報告書、四半期報告書）の作成 

（11）外部資金を活用した事業 
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(エ) 業務の実施概要（2021年 3月 22日時点） 

 
 

1-1 業務実施計画の作成及び公表 作成済み

1-2 達成目標・役割分担の設定 作成済み

1-3 運営会議での協議、HPへの掲載 運営会議に諮問→ＨＰに掲載

2-1 EPO中部運営会議の開催・運営【2回】
第1回：6/1

議事録公開

第2回：1/22

議事録公開

2-2 中部ESD企画運営会議の開催・運営【2回】
第1回：6/5

議事録公開

第2回：1/20

議事録公開

3-1 HP（EPO、ESD）の更新維持管理 適宜実施

3-2 EPO中部HPのリニューアル 12/25リニューアル公開 https://www.epo-chubu.jp/

3-3 メールマガジンの作成・発行 適宜実施 毎月1回発行

3-4 リーフレットの作成・配布（印刷1,000部）
前年度残部300部

10月に500部増刷

（1月末現在、300部のス

トックあり）
2021.2月に500部増刷

3-5
地域ニーズの把握（次年度行事ニーズ、新規連

携の可能性）【1/7〆切】
地域ニーズを協働コーディネーターにヒアリング→1/7提出

3-6 照会・相談対応、対話の体制の構築 適宜実施

3-7 定例報告 適宜実施

3-8 施設の維持・管理 適宜実施

4-1
協働コーディネーターと連携したフォーラム開

催【信州で1回（3時間）】
11/10信州・地域循圏共生圏セミナーを開催

4-2-1
環境教育の推進（富山地域）

【フォーラム：2回（3時間）】

セミナー：8/20開催／

フォーラム：12/12開催

事後調査：報告書記載あ

り
業務報告書：提出

4-2-2
環境教育の推進（福井地域）【フォーラム：2回（3

時間）】【協議会：1回（2時間）】

ＷＳ：9/12開催／フォー

ラム：12/20開催
地域のエンディングノート 業務報告書：提出

4-3-1
活動の見える化（対象：4-2、4-3）とフィードバッ

ク

4-3-2 事例のモデル化と発信（対象：4-2） 上記をWebサイトで公開

5-1

SDGsチェックリスト活用ワークショップの開催

【東海で1回（2時間）→小規模で計4回】、パッ

ケージ公開

6/29に開催（オンライン）

5-2
ESD推進のためのダイアログ開催

【岐阜で1回（半日）／Ｕエコパーク等と協働】
11/15に白山ユネスコエコパークと連携開催

5-3
ESD推進ネットワーク地域フォーラムの開催

【中部で1回（半日）／学生参加促進】
2/14開催

5-4 学生等を対象としたコンテンツ等の開発
旅行会社と連携したツー

ルの原稿を作成

→ツアーで試行活用→

改訂
→デザイン原稿作成

5-5 教育現場の実態把握と連携強化

5-6 地域ESD拠点登録支援等 適宜実施 新規登録：1団体

5-7
全国ESDセンター運営会議【2回】、連絡会【3

回】、全国フォーラム【1回】等に出席・参加

運営会議：①7/27、②

3/8

連絡会：①6/2、②8/28、

③2/8
フォーラム：12/19

5-8
全国ESDセンター等との連携（情報提供、アン

ケート実施支援など）
適宜実施

実施・開催等の進行状況

1
業務実施

計画作成

3 基本業務

アクセス数（ページビュー数）：EPO495,659件／

ESDC12,796件（3月22日現在）

相談対応件数：41件／電話・メールでの相談・照会

件数：191件（3月22日現在）

来館利用件数：83件（来館者数：166人）

（3月22日現在）

事業実施日数：計256日（3月22日現在）

2 運営会議

仕様書業務項目 業務内容

4

協働取組

の促進の

ための業

務

4-2-1、4-2-2、ＰＦ事業：尾鷲、小布施、SDGs未来都市の3市

5

中部地方

ESD活動

支援セン

ター運営

業務

①8/20富山県高校教員向けセミナー参加者ヒアリング、②10/17愛知県ユネ

スコスクール交流会で愛知県教育委員会にヒアリング

参加者自主企画①7/29、②10/5、③10/28開催
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6-1 プラットフォーム採択団体の支援 適宜実施

6-2
プラットフォームの行事等のオンライン活用サ

ポート
適宜実施

6-3

プラットフォーム意見交換会（EPO主催）の支援

【各団体×2回】、とりまとめ報告、見える化プロ

グラム活用

ヒアリング：5/18-5/22に

かけて5団体実施（オンラ

イン）

6-4

森里川海推進ネットワーク形成会合（情報交換

会）の開催【三重で2回（3時間）、意見交換１回2

時間】

第1回：12/7 第2回：1/18 2/10DBJヒアリング実施

6-5

地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事

業（情報交換会・ワークショップ等）【中部で2回

（2時間）】

郡上：11/25 越前：1/26

6-6
担い手主体の把握・ネットワーク形成（応募の後

押し）【各半日、2事例】

①福井県小浜市事例に

ヒアリング2/6

②長野市エリアの取組に

ヒアリング2/4

6-7 環境省主催情報交換会の出席【2回（2泊3日）】
キックオフ7/2-3（オンラ

イン）

情報共有会議①9/1（オ

ンライン）
中間報告：12/1提出

7 Webサイトリニューアルに併せて作成コンテンツ等を公開

8
地域住民・市民向けワークショップの開催

【名古屋で1回（半日）／市役所と連携】
片平学区：11/14

9-1
事務所担当官と業務の責任者とで定期的な打

合せ・報告、資料作成対応
適宜実施 打合せ：毎月1回実施

9-2
外部評価ヒアリングへの出席、資料作成対応、

第５期中間報告資料のとりまとめ
2/10ヒアリング実施 第５期中間報告書を11/末に提出

9-3 中部地方環境事務所主催行事への出席・参加 白書：7/10（オンライン）
ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ：①12/9、②

2/27

中部ユース大会に審査

委員推薦

9-4 記者発表等報道対応

9-5
GEOC主催の全国EPO連絡会議【2回】、その他

関連会議等への参加・協力

①6/25会議、6/30研修

会に参加（オンライン）

8/5会議に参加（宮城県

仙台市）
②1/15、1/19

10 適宜実施

11-1
グリーン・ギフト・地球元気プロジェクト（イベント

開催支援）
三重：7/18、9/26開催 福井：8/1開催

11-2 地球環境基金 助成金説明会：10/22
中部ユース大会に審査

委員推進

11-3
愛知県コーディネート業務

【相談業務：5件／ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ業務：5件】
相談業務5件、コーディネート業務5件実施

12-1
環境省情報セキュリティポリシーの遵守及び情

報セキュリティ体制等の届出
4/1提出済み

12-2 情報セキュリティ対策の報告について 3/31納品時に提出

12-3
オフセット印刷又はデジタル印刷の工程におけ

る環境配慮チェックリスト
3/31納品時に提出

12-4 資材確認票 3/31納品時に提出

12 仕様書

9

関係主体

との連携

及び協働

に関する

業務

業務実施における旅費及び謝金等の支払い業務

11

外部資金

を活用し

た事業

8/20富山セミナー、11/14片平WSの新聞掲載

6

地域循環

共生圏の

創造推進

業務

意見交換会：郡上10/28、越前10/27、小布施

10/21、根羽10/14、尾鷲11/5

EPO中部のこれまでに集積したネットワーク及びノウハウの整理

環境基本計画に

沿った環境教育

支援業務

実施・開催等の進行状況仕様書業務項目 業務内容
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１ 業務実施計画の作成及び公表 

(1)令和２年度の業務実施計画の作成 

 業務概要 
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 業務スケジュール 

 

担当 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1-1 業務実施計画の作成及び公表 富田 実際のスケジュール反映 再掲載

1-2 達成目標・役割分担の設定 原

1-3 運営会議での協議、HPへの掲載 富田 修正→公開

2-1 EPO中部運営会議の開催・運営【2回】
清本、原、

富田

2-2 中部ESD企画運営会議の開催・運営【2回】
清本、原、

富田

3-1 HP（EPO、ESD）の更新維持管理 富田、小松  月２回以上の更新を適宜実施 

3-2 EPO中部HPのリニューアル 富田、小松

3-3 メールマガジンの作成・発行 小松  月1回以上の配信を適宜実施

3-4 リーフレットの作成・配布（印刷1,000部） 富田、小松 　適宜実施

3-5
地域ニーズの把握（次年度行事ニーズ、新規連携の可
能性）【1/7〆切】

清本、原、
富田

　イベント時等に適宜実施し、報告資料作成 最終とりまとめ→ 提出

3-6 照会・相談対応、対話の体制の構築
清本、原、

富田
　適宜実施し、記録及び報告

3-7 定例報告 富田 　毎月初めに報告資料を集計・作成、提出

3-8 施設の維持・管理 富田、小松 　適宜実施

4-1
協働コーディネーターと連携したフォーラム開催
【信州で1回（3時間）】

清本、原、
富田、小松

4-2-1 環境教育の推進（富山地域）【フォーラム：2回（3時間）】 清本、原 開催準備→ 開催準備→

4-2-2
環境教育の推進（福井地域）【フォーラム：2回（3時間）】
【ワークショップ：1回（2時間）】

清本、原 開催準備→ 開催準備→

4-3-1 活動の見える化（対象：4-2）とフィードバック 原 見える化Ｐヒアリング→作成

4-3-2 事例のモデル化と発信（対象：4-2） 原、富田 公開

5-1
SDGsチェックリスト活用ワークショップの開催【東海で1

回（2時間）→小規模で計4回】、パッケージ公開
原、小松 パッケージ公開

ファシリ育成ＷＳ

開催

①ファシリ実践

WS開催

②ファシリ実践

WS開催

③ファシリ実践

WS開催
公開

5-2
ESD推進のためのダイアログ開催

【岐阜で1回（半日）／Ｕエコパーク等と協働】

清本、原、

富田、小松
ダイアログ開催

5-3
ESD推進ネットワーク地域フォーラムの開催

【中部で1回（半日）／学生参加促進】

清本、原、

富田、小松

5-4 学生等を対象としたコンテンツ等の開発 原

5-5 教育現場の実態把握と連携強化 原 ヒアリング実施① ヒアリング実施②

5-6 地域ESD拠点登録支援等 原、小松  適宜対応

5-7
全国ESDセンター運営会議【2回】、連絡会【3回】、全国
ESDフォーラム【1回】等に出席・参加

原、富田  適宜実施

5-8
全国ESDセンター等との連携（情報提供、アンケート実施
支援など）

原、小松  適宜対応

3 基本業務

4

協働取組

の促進の
ための業

務

5

中部地方

ESD活動
支援セン

ター運営
業務

仕様書業務項目 業務内容

1
業務実施
計画作成

2 運営会議

モデリング（手順書）

事後調査実施

 ﾝﾃﾞｨﾝ ﾞ ｰﾄ作成

参画呼びかけ

協議会設置

事後調査実施

移行ウェブ・デザイナーによる作業
ウェブ・デザイ

ナーとの協議

準備

作成 EPO/ESD

運営会議へ
の提示

実
施
・対
応
結
果
等
と
り
ま
と
め

（
１
月
期
）
全
業
務
の
簡
易
報
告
書
提
出

（全
業
務
の
年
間
報
告
書
の
提
出

EPO①運営会

議に諮る

実
施
・開
催
結
果
報
告
と
り
ま
と
め

EPO②運営会

議に諮る

ESD②運営会

議に諮る

各連携主体に

ヒアリング
↓

企画案等を

作成

EPO①運営会

議に確認

資料作成、

開催準備・調
整

（
７
月
期
）
全
業
務
の
簡
易
報
告
書
提
出

（
10
月
期
）
全
業
務
の
簡
易
報
告
書
提
出

調整・準備

EPO②運営

会議に報告

関係機関との調整・準備

登壇者との調整・準備

資料作成、

開催準備・調整

リニューアル

公開

企画案等を作成 ツールの検討／コンテンツの作成
ESD①運営会

議に諮る

EPO①運営会議

開催（WEB）

ESD①運営会議

開催（WEB）

開催結果とりまとめ→公開

開催結果とりまとめ→公開

EPO②運営会議

開催

ESD②運営会議

開催

開催結果とり

まとめ→公開

開催結果とり

まとめ→公開

パッケージ活用事例として整理

フォーラム/WS

開催

フォーラム/WS

開催

協議会/

フォーラム
/WS開催

ヒアリング結果のとりまとめ

フィードバック

フォーラム開催

（6-2連携）

フォーラム開催
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担当 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

6-1 プラットフォーム採択団体の支援

6-2 プラットフォームの行事等のオンライン活用サポート

6-3
プラットフォーム意見交換会（EPO主催）の支援【各団体
×2回】、とりまとめ報告、見える化プログラム活用

6-4
森里川海推進ネットワーク形成会合（情報交換会）の開

催【三重で2回（3時間）、意見交換１回2時間】

清本、原、

富田

6-5
地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業（情報交
換会・ワークショップ等）【中部で2回（2時間）】

6-6
担い手主体の把握・ネットワーク形成（応募の後押し）【各

半日、2事例】

6-7 環境省主催情報交換会の出席【2回（2泊3日）】  適宜実施

7 富田、小松 HP公開

8
地域住民・市民向けワークショップの開催

【名古屋で1回（半日）／市役所と連携】
原

9-1
事務所担当官と業務の責任者とで定期的な打合せ・報

告、資料作成対応
 適宜実施（原則月1回以上の打合せ）

9-2
外部評価ヒアリングへの出席、資料作成対応、第５期中
間報告資料のとりまとめ

清本、原、
富田

 適宜実施
外部評価ヒアリ
ングに出席

9-3 中部地方環境事務所主催行事への出席・参加  適宜実施

9-4 記者発表の作成等 富田、小松  適宜実施

9-5
GEOC主催の全国EPO連絡会議【2回】、その他関連会議
等への参加・協力

清本、富田  適宜実施

10 小松  適宜実施

11-1 グリーン・ギフト・地球元気プロジェクト 清本  日本NPOセンターの枠組みに則り適宜実施

11-2 地球環境基金 清本  環境再生保全機構の枠組みに則り適宜実施

11-3
愛知県コーディネート業務

【相談業務：5件／ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ業務：5件】
清本、原  愛知県（環境局環境活動推進課）の仕様書に則り適宜実施

業務実施における旅費及び謝金等の支払い業務

11

外部資金

を活用した
事業

環境基本計画に

沿った環境教育
支援業務

6

地域循環
共生圏の

創造推進
業務

EPO中部のこれまでに集積したネットワーク及びノウハウの整理

9

関係主体

との連携

及び協働
に関する

業務

仕様書業務項目 業務内容

EPO①運

営会議に
諮る

企画案

作成

関係主体、協

働コーディ

ネーターへの

ヒアリング

EPO①運営会

議に確認
検索リストの作成、過去報告書のデータ整理

関係機関との調整・協議、ワークショップ案の作成・確認

各PFにヒアリング

実施

ヒアリング結果、支援ニー

ズ等のとりまとめ

落選団体、4-2連携団体、協働コー

ディネーター等へのヒアリング等

意見交

換会

情報交換

会①

6-1支援・連携

開催
6-2支援・連携

開催

情報交

換会②

リニューアルＨＰへの掲載作業

ワークショップ

開催

実
施
・開
催
結
果
報
告
と
り
ま
と
め

EPO②運営会議

に報告

各団体のサポート計画（スケジュール・意向等）に応じて適宜実施

サポート計画

づくり

中間報告

とりまとめ・

報告

PF５団体それぞれで意見

交換会開催

ＰＦとの調整／

見える化プログラムの作成
とりまとめ・報告

次年度展開の

事務局打合せ

関係団体との協議・調整 企画検討

関係機関等との調整

適宜、行事・会合でのオンライン配信等設営支援

第５期中間報告

の作成

フォーラム開催
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(2)定量的な達成目標の設定 

 

 

 

コンテンツ等、情報
の発信、記録

設備・システム・知
見など

参加者（数）、対象
者（数）など

アウトカム評価 評価
判定

1-1 業務実施計画の作成及び公表

・第5期計画改定作成

・当年度業務実施計
画作成

業務遂行計画として事業推進の

基準が見える化された。

B

1-2 達成目標・役割分担の設定
・目標一覧表作成
・ESDセンター活動方
針（案）作成

それぞれの業務についてアウト
プット、アウトカムの評価が可能
となった。

B

1-3 運営会議での協議、HPへの掲載
計画のHP掲載 計画のWebページ掲載により透

明性が確保された。
B

2-1
EPO中部運営会議の開催・運営【2

回】

記録作成 オンラインで2回開催

参加数
第1回8名
第2回8名

オンラインにすることにより多数

参加いただき有用な意見をいた
だいた。
座長の協働ワークショップ参

加、委員の業務への積極的な
参画を得て効果的な活動展開

に寄与いただいた。

A

2-2
中部ESD企画運営会議の開催・運営
【2回】

記録作成 オンラインで2回開催
参加数

第1回6名
第2回5名

オンラインにすることにより多数
参加いただき有用な意見をいた

だいた。
座長のフォーラム参加、委員の
ダイアログ企画に参加いただく

など、業務に積極的な参画を得
て効果的な活動展開に寄与い
ただいた。

A

3-1 HP（EPO、ESD）の更新維持管理

2月末現在
EPO116件
ESDC69件

FB管理 ページビュー数（2月
末現在）
EPO480千件

ESD12千件

記事の継続的掲載、情報の更
新をこまめに実施した。FBも活
用を継続している。ページビュー

数は昨年度より増加。

A

3-2 EPO中部HPのリニューアル

HPリニューアル終了 単なる事業情報発信から目的

別の構成となり、運営委員等よ
り好評をいただいている。

A

3-3 メールマガジンの作成・発行
月1回発行

記事数335

各月770部程度で推

移

順調に発行しており、否定的な

意見は現れていない。

B

3-4
リーフレットの作成・配布（印刷1,000
部）

作成 800部（2月末現在） 順調に配布しており、否定的な
意見は現れていない。

B

3-5
地域ニーズの把握（次年度行事ニー
ズ、新規連携の可能性）【1/7〆切】

試行実施、報告書作
成

8地域のニーズの掘
り起こしを実施

協働コーディネーター及び主催
イベントの参加者アンケートから
現実的なイベントに対するニー

ズを把握した。

A

3-6 照会・相談対応、対話の体制の構築

記録簿作成 ・相談対応27件（昨年
度同時期36件）、来

館者10件、電話メー
ル等185件、対話構

築115件（セミナー等
対応18件、打合せ等
96件）（2月末現在）

相談対応件数は前年度よりや
や低水準。コロナの影響等も考

えられる。コロナのため閉館した
こともあり来館者は少ない。

B

3-7 定例報告
報告文書を定例様式
で毎月作成

毎月、所定の書式で 中部地方
環境事務所へ提出、報告実施。

B

3-8 施設の維持・管理
良好な空間を維持 職員が快適に作業できた。来訪

者も快適に過ごせている。

A

4-1
協働コーディネーターと連携した
フォーラム開催
【信州で1回（3時間）】

実施記録を作成 ・参加49 名（現地参
加 20 名、オンライン

登壇 2 名 、YouTube
視聴27 名）
・長野県NPOセンター

と連携、協働

講演とワークショップを通じて地
域循環共生圏の普及啓発、理

解促進に貢献した。

A

4-2-1
環境教育の推進（富山地域）【フォー
ラム：2回（3時間）】

実施報告書を作成 第1回高校教員向け

SDGs教育導入セミ
ナー（WS）参加者22
名、講師1名

第2回フォーラム参加
者60名（オンライン）、
講師1名、話題提供4

名
ヒヤリング：高校1か
所、企業1か所

富山地域における企業、学校、

研究機関、教育委員会、学会な
ど様々なセクターと協働すること
により高校教育におけるESD推

進や、社会におけるSDGs認知
の拡大につながるとともに、新た
な交流に貢献した。

A

4-2-2

環境教育の推進（福井地域）【フォー

ラム：2回（3時間）】【ワークショップ：1
回（2時間）】

実施報告書を作成 食のまちづくりワーク
ショップ参加者12名
地域循環共生圏

フォーラム参加者50
名、講師1名

コロナ禍で参加者規模が縮小し
たものもあったが、小浜市のま
ちづくりと過疎対応に関する課

題が抽出され、今後の地域循環
共生圏づくりの基盤形成に貢献

した。

B

4-3-1
活動の見える化（対象：4-2）とフィー
ドバック

・4-2-1において団体
取組を分析、4-2-2に

おいてまちづくり条例
を視化しWSで活用。
・5-3で3事例、6-2で2

事例を分析活用

合計7事例の分析とフィードバッ
ク活用を実施し、分析活用事例

を蓄積。

A

4-3-2 事例のモデル化と発信（対象：4-2）
・基本フローを作成モ
デルをWeb掲載

上記とともに活用基本フローの
公開により活動可視化のSDGs

認識の拡大に貢献。

A

2 運営会議

3 基本業務

4

協働取組
の促進の

ための業
務

仕様書業務項目 業務内容
アウトプット アウトカム

備考

1
業務実施
計画作成
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コンテンツ等、情報
の発信、記録

設備・システム・知
見など

参加者（数）、対象
者（数）など

アウトカム評価 評価
判定

5-1
SDGsチェックリスト活用ワークショッ
プの開催【東海で1回（2時間）→小規

模で計4回】、パッケージ公開

スキルアップWS動画

の公開とともに、活用
WSに加え4事例の内
容をWeb公開

・スキルアップWS（オ

ンライン）コア参加者
4名、視聴27名、事後
視聴18名

・活用WSコア参加に
よる自主開催3回、各
40名、4名、32名

コロナ禍ではあったが、オンライ

ンワークショップを多用すること
により本業務のみで125名に訴
求。また他の業務4事例でも活

用し事例を蓄積。ツール活用の
拡大に貢献。

A

5-2

ESD推進のためのダイアログ開催

【岐阜で1回（半日）／Ｕエコパーク等
と協働】

WS開催記録を各回
作成、録画記録を
Web公開

・当日視聴29名、事
後視聴40名、専門家
3名、発表者6名

オンラインによる開催であったが
運営委員の尽力により多くの参
加が得られるとともにオンライン

ホワイトボードによるディスカッ
ション等の新たな試みによる
ESD交流の可能性が広がった。

A

5-3
ESD推進ネットワーク地域フォーラム
の開催

【中部で1回（半日）／学生参加促進】

開催記録を作成、録
画記録をWeb公開

・コア参加35名（内専
門家9名）、視聴32名

SDGs未来都市3都市の職員と4
大学14名の学生の交流をオンラ
インで実現。高等教育における

SDGsに向けたESDモデルを構
築。

A

5-4
学生等を対象としたコンテンツ等の開
発

2場面×2種類（事前

事後）、計4種類を作
成

4種類ガイドシート（ツ

アー名変更可）をデ
ザイン

2回のエコツアー（バ

ス）で検証第1回19名
参加第2回20名参加

「清流を見つめて編」「森のやく

わり編」のそれぞれに「はじめ
に」「ふりかえり」の計4種類を作
成し、汎用性の高いエコツアー

用ツールを作成、実証し今後の
野外ESDに貢献できる。

A

5-5 教育現場の実態把握と連携強化

ヒヤリング記録2件 現場の生の声を収集することが

でき、今後の支援に資する情報
が得られた。

B

5-6 地域ESD拠点登録支援等
現18拠点、昨年度よ

り1拠点増加

コロナ禍もあり支援が困難で

あった。

C

5-7
全国ESDセンター運営会議【2回】、連
絡会【3回】、全国ESDフォーラム【1
回】等に出席・参加

全国ESDセンター運
営会議【2回】、連絡

会【2回】、全国ESD
フォーラム【1回】等に
出席・参加（オンライ

ン）

コロナ禍であったがすべてオン
ラインで参加することができた。

ただし対面でないため効果的な
交流ができたとは言えない。

B

5-8
全国ESDセンター等との連携（情報
提供、アンケート実施支援など）

全国ESDフォーラム
（オンライン）において

四国センターと協働
で分科会を企画運営

当初想定されていなかった全国
フォーラムにおいて四国セン

ターと協働で「SDGsの取組を社
会実装するためのESD」を企画
運営することによりESDネット

ワーク活動に貢献。

A

6-1 プラットフォーム採択団体の支援

・5件の採択団体へ適
宜伴走支援、記録を

作成。

・5件の採択団体へ適
宜伴走支援(全25

件)、支援ノウハウ、
活動内容に関する支
援知見を集積

・他のイベントで知見
の共有を実施①小布

施の事例紹介を協働
コーディネーターと連
携したフォーラム（4

－1）へ登壇依頼2
名、②森里川海イベ
ント（6-4）に尾鷲の事

例紹介について登壇
依頼③SDGsフォーラ
ム（5-3）に富山大学

（前年度）が参加

採択5団体に対して特徴に応じ
た適切な伴走支援を実施。関係

者の聞き取りでは、新たな提案
や関係性が得られたの反応。お
おむね満足との評価を得る。

A

6-2
プラットフォームの行事等のオンライ

ン活用サポート

・郡上PF2回オンライ
ン配信サポート

オンライン配信により遠距離の
関係者も視聴参加するなど、関

係性強化に貢献した。

A

6-3
プラットフォーム意見交換会（EPO主
催）の支援【各団体×2回】、とりまと
め報告、見える化プログラム活用

・地域循環共生圏プ
ラットフォーム意見交

換会等開催記録
・ヒアリング結果記録

・意見交換会で見え
る化プログラム作成

活用2件、概念活用3
件

意見交換会（意見ヒ
ヤリング）参加者数

・根羽PF13名
・小布施PF10名
・尾鷲PF76名

・郡上PF20名
・越前PF20名

採択5団体それぞれの特性に合
わせた意見交換会を実施した。

参加者の反応は肯定的、生産
的であった。

A

6-4
森里川海推進ネットワーク形成会合
（情報交換会）の開催【三重で2回（3

時間）、意見交換１回2時間】

・森川里海推進ネット

ワーク形成会合記録

第1回

・参加者30名
・講師4名
第2回

・参加者42名
・講師3名

オンライン参加の他、録画した

動画をYouTubeに限定公開し、
欠席者及び関係者に案内する
など波及効果も含めネットワー

クが強化された。

A

6-5

地域循環共生圏パートナーシップ基

盤強化事業（情報交換会・ワーク
ショップ等）【中部で2回（2時間）】

・情報交換会、ワーク
ショップ開催記録

第1回郡上
・参加者49名
・講師2名

第2回福井
・参加者56名
・講師3名

これらをきっかけに今後の展開
についての情報収集のため、金
融機関（日本政策投資銀行）と

の情報交換を実施するなど、さ
らなるネットワーク形成が実施さ
れた。

A

6-6
担い手主体の把握・ネットワーク形成

（応募の後押し）【各半日、2事例】

・情報交換記録 情報交換会2団体各1
回実施

令和３年度プラットフォーム事業
への応募を検討していた２団体

を対象にヒアリングを実施し中部

地方環境事務所と共有するなど
ネットワークを形成。

A

6-7
環境省主催情報交換会の出席【2回

（2泊3日）】

・参加による情報共

有（オンライン20回）

多数の情報交換会に参加し情

報を共有、ネットワークを形成。

A

７

報告書をリスト化。過

去のイベント事例を
整理。登壇者を抽

出。

報告書をリスト化、過去のイベン

ト事例を整理、登壇者を抽出す
ることにより、今後の活動に資す

る知見を整理した。

B

5

中部地方

ESD活動
支援セン
ター運営

業務

6

地域循環

共生圏の
創造推進
業務

EPO中部のこれまでに集積したネットワーク及びノウハ
ウの整理

仕様書業務項目 業務内容
アウトプット アウトカム

備考
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コンテンツ等、情報
の発信、記録

設備・システム・知
見など

参加者（数）、対象
者（数）など

アウトカム評価 評価
判定

8

地域住民・市民向けワークショップの
開催
【名古屋で1回（半日）／市役所と連
携】

・ワークショップ開催
記録（1回片平学区）

片平学区参加者62
名、専門家1名

参加人数は目標を上回った。ま
た請負団体別事業が片平学区
の小学校ESDとの協働に発展。
全校生徒と教諭・約650名に校
内テレビによるクイズ放送が実
現。

A

9-1
事務所担当官と業務の責任者とで定
期的な打合せ・報告、資料作成対応

月次報告を各月作成 定常的に密な連絡と情報共有を
維持。円滑な運営に寄与。

A

9-2
外部評価ヒアリングへの出席、資料
作成対応、第５期中間報告資料のと
りまとめ

オンラインヒヤリング
に出席、対応

外部評価委員に適切なアドバイ
スをいただいた。

A

9-3
中部地方環境事務所主催行事への
出席・参加

中部事務所主催オン
ラインカンファレンス
に出席

現状の環境問題と環境省の施
策についてEPOスタッフの認識
を深めた。

B

9-4 記者発表の作成等

新聞取材1件（8）、テ
レビ取材1件（4-2-1）

マスコミ取材と報道により多くの
対象に情報発信できた。また新
聞取材のイベント（8）をきっかけ
として地元小学校のテレビ校内
放送を活用したESDの新聞テレ
ビ取材に発展し、大きな波及効
果となった。

A

9-5
GEOC主催の全国EPO連絡会議【2
回】、その他関連会議等への参加・
協力

GEOC主催会議（オン
ラインとリアル）各回
に参加

・九州、関東、GEOC
の交流会（リアル）を
中部で開催
・GEOCとの意見交換
会（ハイブリッド）を中
部で開催

・交流会5名参加
・意見交換会2名参加

GEOC事業に協力した他、見え
る化プログラムの認知拡大、地
域循環共生圏にかかる運営知
見の拡大に貢献した。

A

10 未評価

11-1
グリーン・ギフト・地球元気プロジェク
ト

未評価

11-2 地球環境基金 未評価

11-3
愛知県コーディネート業務
【相談業務：5件／ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ業務：5
件】

未評価

9

関係主体
との連携
及び協働
に関する
業務

業務実施における旅費及び謝金等の支払い業務

11
外部資金
を活用した

事業

環境基本計画に
沿った環境教育
支援業務

仕様書業務項目 業務内容
アウトプット アウトカム

備考
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(3)参画する各主体の役割分担の明確化 

⚫ 次図の通り、2020 年度開催のフォーラム、ダイアログ等主催イベントについて企画検討を行

い、イベントにどのような主体が登壇するかについても業務実施計画の一部として提示した。 

⚫ 主だった業務については、プロジェクト個票を作成し、業務の着手にあたって中部地方環境

事務所担当者と業務内容、進め方等についての確認を行った。 
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令和２年度計画 

個票№５－１ 

□EPO中部 ■ESD活動支援センター 
分類 ５中部地方 ESD 活動支援センター運営業務 

プロジェクト SDGs チェックリストパッケージ活用ワークショップと公表 

表番号 業務内容 

５－１ SDGsチェックリスト活用ワークショップの開催【東海で 1回（2時間）】、活用パッケ

ージ公開 

仕様内容 ○ESD のための SDGs チェックリストの活用及びパッケージ化 

企業、市民、NPO 等を対象としたワークショップを開催する。その際、SDGs の裾野が広がるような

活動とする（東海地域において計１回、50 名程度、２時間程度想定）。 

また、同チェックリストをパッケージ化し公表する。 

計画概要 

 

平成 31年度までに作成した SDGsチェックリストを活用したワークショップを開催する。ワークショ

ップ活動を通じて SDGs の裾野が広がることを念頭に、コロナ対策を考慮して少人数で EPO 中部 M スペ

ースを中核に用いて断続的に行う。そのため、ESD のキーマンなどの活用スキルの習得を目指したワー

クショップ 1 回（8 人程度）と実際に活用するワークショップを 3 回（各 15 人程度）実施する。また

ワークショップの結果を取りまとめて活用事例パッケージとして公開する。 

関係者 ・協働コーディネーター 

・EPO 中部、中部 ESDC 運営会議関係者 

・ESD 拠点関係者 

・これまで開催した SDGs イベント関係者 

活動内容 

プログラム・

構成・目次等 

 

（1）SDGs チェックリストパッケージ活用ワークショップ（1 回） 

平成 31 年度事業で作成したチェックリスト活用スキルを習得していただくための体験セミナーを開

催し、EPO 中部関係者や協働コーディネーターに呼びかけ参加していただく。参加者には（2）の「身

近な SDGs ワークショップ」の講師役を複数で務めていただく。 

場所：EPO 中部 M スペース 日時：6 月頃 平日午後 

プログラム案 

  ①SDGs チェックリストパッケージについて（説明） 

  ②チェックリスト、ワーキングシート体験 

  ③SDGs チェックリスト活用企画作成ワークショップ 

 

（2）身近な SDGs ワークショップ（3 回） 

上の③の結果をベースに参加者自身が講師として実施するワークショップを開催する。対象は企

業、NPO、一般市民などとし、一般からの他に講師の関係者などを中心に募集する。 

場所：EPO 中部 M スペース、講師が開催しやすい場所など 日時：7 月～10 月 

プログラム案 

①講師による話題提供 

②個人ワーク 個人ワークシート、チェックリストの記入 

③グループワーク 個人ワーク結果のグループ内共有、グループワークシートの作成 

④ワーク成果の紹介と発表 

 

（3）SDGs チェックリスト活用事例パッケージの Web 公開 

3 回のワークショップの結果を取りまとめて事例パッケージとして公開する。 

 

主要アウトプ

ット 

目標 

コンテンツ等、情報の発信 設備・システム・知見など 参加者（数）、対象者（数）など 

 SDGs チェックリスト活用事例パ

ッケージ 

ワークショップ参加者 50 名 

内活用スキル獲得者 8 名程度 

アウトカム 

目標 

SDGs を身近に感じられる活動の裾野が広がる。  

備考  
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令和２年度計画 

個票№５－４ 

□EPO中部 ■ESD活動支援センター 
分類 ５中部地方 ESD 活動支援センター運営業務 

プロジェクト 学生等を対象としたコンテンツ等の開発 

表番号 業務内容 

５－４ 学生等を対象としたコンテンツ等の開発 

仕様内容 学生等を対象としたコンテンツ等の開発 

コンテンツ、アプリ等の開発を検討し公表する。 

計画概要 

 

岐阜県の委託でエコツアー行っている日本旅行と協働し、体験ツアーで最も見てほしい事象につい

て、当地で説明を担う方にヒアリングした内容を元に、SDGs との関連性を説明するガイドシートを作

成するための、汎用シートフォーマット、及び具体的なシート事例を作成する。 

関係者 ○日本旅行（又は岐阜県庁）の現場をよく理解している担当者 

○現地の NPO など説明者や関係する専門家 

活動内容 

プログラム・

構成・目次等 

(1)コンテンツイメージ 

タイトル案：野外体験 SDGs ガイドシート～見つめる自然が地球につながる 

イメージ（A4 両面カラーコピー） 

  
(2)実施手順 

○汎用シートフォーマットのプロトタイプの作成 

○シート事例対象ツアーの選定（3 か所程度） 

○対象ツアーの現地説明者へのヒアリング 

○ガイドシート事例の作成（3 事例程度） 

○対象ツアーでのガイドシート活用と使い方ヒアリング 

○汎用シートフォーマットとガイドシート事例のとりまとめ、及び活用手引きの作成 

 

(3)協働方法の案 

○中部 ESDC 

・汎用シートフォーマットのプロトタイプを作成する。以後の手順の中で試行錯誤しながら修正す

る。 

・他の関係者とヒアリングや打合せしながら実際のガイドシート案を作成する。 

・ガイドシート事例活用とともにヒアリング等で使い方や効果をフィードバックする。 

・事例をまとめてガイドシートの作り方手引きを作成する。 

・ガイドシート事例と作り方手引きを Web 等で紹介する。 

○日本旅行（又は岐阜県庁）の現場をよく理解している担当者 

・シートに記載する内容を集めてもらう。現地の人にヒアリングする。 

・現地で大切にするものと人との関係、SDGs との関連を考えてもらう。 

・ガイドシートの修正、校正を行う。 

・コピーして体験ツアーに活用する。 

○現地の NPO など説明者や関係する専門家 

・事前のヒアリングで、その現場で特に見てもらいたい事象を指摘していただく。 

・その事象を保全するための条件、人との関わりについて示していただく。 

・ガイドシートを確認していただく。 

主要アウトプ

ット 

目標 

コンテンツ等、情報の発信 設備・システム・知見など 参加者（数）、対象者（数）など 

具体的なシート事例（3 事例） ガイドシート汎用シートフォー

マット、活用手引き 

エコツアー参加者 60 人程度 

アウトカム 

目標 

エコツアーにおける ESD の促進により SDGs の理解が広がる。  

備考  

野外体験SDGsガイドシート～
見つめる自然が地球につながる

SDGsってなんだ

EPO中部：原（2020）

野外体験SDGsガイドシート～見つめる自然が地球につながる

人々との関わり

ツアーの見どころ
素晴らしい自然のなかでも、清流の美しさ
を見ていただければと思います。

ツアー：（例）きれいな川を楽しむツアー

2020年○月

まもるために
大切にしなければならないこと

川岸がきれいなことが
重要です。ごみが捨て
られると困ります。

水が透明できれい
なことが重要です。

川岸の清掃活動を
しています。
ごみをすてないよう
にしましょう。

魚など済んでいる
生物が命をつなぐ
環境が重要です

水の量が豊富にあり、
でも洪水にならないよ
う、森を守らなければ
なりません

汚水を流さないよ
う法律などで決め
られています。

アユを取るのをお仕事に
している人がいます。とり
すぎないよう漁期がありま
す。放流もしています。

川の水を稲作や生活
用水に使います。使い
すぎないよう取り決め
があります
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(4)業務実施計画の公表等について 

(ア) 地域循環共生圏に関する反映 

⚫ 前項・業務実施計画では、業務全般において地域循環共生圏づくりプラットフォーム構築事

業の採択団体への支援、及び地域循環共生圏の普及・啓発を目的とした業務内容の企画を行

った。 

⚫ Web サイトのリニューアルでは、地域循環共生圏及び SDGs の各専用コーナーを新設した。

（「７ EPO中部のこれまで集積したネットワーク及びノウハウの整理」参照。） 

 

(イ) 運営会議での協議 

⚫ 業務実施計画については、６月１日に実施した EPO中部運営会議（第１回）、６月５日に実施

した中部地方 ESD 活動支援センター企画運営会議（第１回）に諮問しており、事後、委員か

らの意見を反映する形で修正等を行った。 

【中部環境パートナーシップオフィス運営会議】 

 開催日 協議の実施 

第 1 回会議 2020 年 6 月 1 日 
｢2020 年度業務及びスケジュール｣｢アウトプット目標｣等について協議を行

い、内容についての了解を得て確定とした。 

【中部地方 ESD活動支援センター企画運営会議】 

 開催日 協議の実施 

第 1 回会議 2020 年 6 月 5 日 
｢2020 年度業務及びスケジュール｣｢アウトプット目標｣等について協議を行

い、内容についての了解を得て確定とした。 

 

(ウ) ESDセンター計画の実践 

⚫ 本年度の業務計画書における ESD 業務については、昨年度（2019 年度）に作成した中部地方

ESD活動支援センターの展開方針案に基づく業務展開を盛り込んだ。 

【中部地方 ESD活動支援センターの活動方針についての検討資料（2019年度作成）より】 

 



 

17 

 

 

(エ) ホームページへの掲載 

⚫ 作成した 2020 年度の業務計画等については、EPO 中部ウェブサイト、中部地方 ESD 活動支援

センターウェブサイトにそれぞれ掲載・公開した。 

【EPO中部ウェブサイト】 

 

【中部地方 ESD活動支援センターウェブサイト】 
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２ 運営会議の設置・開催 

(1)EPO中部運営会議 

 第１回会議 

① 日時 

⚫ 2020年 6月 1日（月） 

13：30～16：30 

 

② 開催方法 

⚫ Web会議 

 

③ 出席者 

  （委 員）  

氏名 所属 役職 

加藤 義人 岐阜大学 客員教授 

新 広昭 金沢星稜大学経済学部 教授 

田辺 友也 認定 NPO法人まちづくりスポット 専務理事 

千頭 聡 日本福祉大学国際福祉開発学部 教授 

中里 茂 のと共栄信用金庫 顧問 

松井 真理子 四日市大学総合政策学部 教授 

山室 秀俊 （NPO法人）長野県 NPOセンター 事務局長 

山本 哲也 株式会社日本旅行 
名古屋法人営業支店副支店長 

兼 中部地方創生推進部担当部長 

  （事務局）      福井理事長、清本事務局長、原、富田、小松 

  （中部地方環境事務所）萩ノ脇課長、西田主査 

 

④ 議事次第 

 

１．ご挨拶 

２．運営会議設置要綱の確認 

３．地域循環共生圏について  環境省中部地方環境事務所 

４．EPO中部の 2020年度業務事務局案の説明 

 (1)2020年度業務計画（業務内容、スケジュール、設定目標等）について 

 (2)地域循環共生圏づくりの支援について 

 (3)主催イベントの開催について 

 (4)ウェブサイトのリニューアルについて 

 (5)｢活動見える化プログラム｣の活用について 

 (6)その他 

５．意見交換 

６．その他 
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⑤ 会議資料 

資料１：運営会議設置要綱（改訂案） 

資料２：2020年度業務計画（業務内容、スケジュール、設定目標） 

資料３：2020年度業務の事務局展開案説明資料 

資料４：協働コーディネーター連携事業の紹介資料 

参考資料１：地域循環共生圏について 

参考資料２：協働コーディネーターの紹介冊子（パンフレット） 

 

⑥ 開催結果の Webサイトへの掲載 

（第 2四半期報告書で報告済み） 

⚫ 運営会議委員の変更に伴い、EPO中部 Webサイトの委員名簿、規約を修正・更新した。 

⚫ 作成した第 1 回運営会議の議事概要を各委員に確認した上で、EPO 中部 Web サイトに公開し

た。 

 

 第２回会議 

① 日時 

⚫ 2021年 1月 22日（金） 

13：30～16：30 

 

② 開催方法 

⚫ Web会議 

 

③ 出席者 

（委 員）  

氏名 所属 役職 

加藤 義人 岐阜大学 客員教授 

新 広昭 金沢星稜大学経済学部 教授 

田辺 友也 認定 NPO 法人まちづくりスポット 専務理事 

千頭 聡 日本福祉大学国際福祉開発学部 教授 

中里 茂 のと共栄信用金庫 顧問 

松井 真理子 四日市大学総合政策学部 教授 

山室 秀俊 （NPO法人）長野県 NPOセンター 事務局長 

山本 哲也 株式会社日本旅行 
名古屋法人営業支店副支店長 

兼 中部地方創生推進部担当部長 

（事務局）      福井理事長、清本事務局長、原、富田 

（中部地方環境事務所）西田主査 

 

④ 議事次第 

１．ご挨拶 

２．2020年度業務の実施状況の説明 

(1) 地域循環共生圏づくりの支援について 

(2) 主催イベントの開催について 

(3) ｢活動見える化プログラム｣の活用について 

(4) Web サイトのリニューアルについて 
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３．第 6期（2021～2023年度）に向けて 

(1) コロナ下の EPO業務のあり方、EPO施設利用促進について 

(2) 地域循環共生圏づくりに取り組む地域の「支援」と「掘り起し」について（地域ビジネ

ス創発に向けた多様なステークホルダーの巻き込みについて） 

(3) リニューアル Web サイトの活用について 

(4) 地域ニーズに即した地域イベントの開催について（協働コーディネーターとの連携・協

力による業務／イベントの展開について） 

４．意見交換 

５．その他 

６．閉会 

 

⑤ 会議資料 

資料１：2020年度業務実施状況の説明資料 

資料２：「活動見える化プログラム」の 2020年度作成チャート 

参考資料１：地域循環共生圏づくりプラットフォーム構築事業採択団体（中間報告） 

参考資料２：2020年度 EPO中部業務の一覧表 

参考資料３：第 5期 EPO中部運営業務の中間報告（2020 年 12月時点報告資料） 

 

 会議開催結果のウェブサイトへの掲載 

(ア) 第１回 EPO中部運営会議の議事概要 

⚫ 運営会議委員の変更に伴い、EPO中部 Webサイトの委員名簿、規約を修正・更新した。 

⚫ 作成した第 1 回運営会議の議事概要を各委員に確認した上で、EPO 中部 Web サイトに公開し

た。 

【EPO中部 Webサイト】 
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(イ) 第２回 EPO中部運営会議の議事概要 

⚫ 作成した第２回運営会議の議事概要を各委員に確認した上で、リニューアル後の EPO 中部 Web

サイトに設置した「EPO中部運営会議」ページに掲載した。 

【EPO中部 Webサイト（リニューアルサイト）】 
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(2)中部地方 ESD活動支援センター企画運営会議 

 第１回会議 

① 日時 

⚫ 2020年 6月 5日（金） 

13：30～16：30 

 

② 開催方法 

⚫ Web会議 

 

③ 出席者 

  （委 員）  

氏名 所属 役職 

伊藤 恭彦 名古屋市立大学 大学院人間文化研究科 副学長 

加藤 隆弘 
北陸 ESD 推進コンソーシアム 

（金沢大学） 
ESD コーディネーター 

（准教授） 

杉浦 真理子 株式会社アクト 代表取締役 

戸成 司朗 一般社団法人中部 SDGs 推進センター 代表理事 

古澤 礼太 
中部 ESD 拠点協議会 

（中部大学国際 ESD センター） 
事務局長 
（准教授） 

水谷 瑞希 
信州 ESD コンソーシアム 
（信州大学教育学部） 

助教 

  （事務局）      福井理事長、清本事務局長、原、富田、小松 

  （中部地方環境事務所）萩ノ脇課長、西田主査 

 

④ 議事次第 

 

１．ご挨拶  環境省中部地方環境事務所 

２．企画運営会議設置要綱の確認 

３．地域循環共生圏について  環境省中部地方環境事務所 

４．中部地方 ESD活動支援センターの 2020年度業務の報告 

 (1)2020年度業務計画（業務内容、スケジュール、設定目標等）について 

 (2)SDGsチェックリストの活用について 

 (3)主催イベントの開催について 

 (4)その他業務について 

５．意見交換 

６．その他 

 

 

⑤ 会議資料 

資料１：企画運営会議設置要綱（改訂案） 

資料２：2020年度業務計画（業務内容、スケジュール、設定目標） 

資料３：2020年度業務の事務局展開案説明資料 

資料４：SDGsチェックリスト 

参考資料１：地域循環共生圏について 

参考資料２：センターの活動方針 
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 第２回会議 

① 日時 

⚫ 2021年 1月 20日（水） 

13：30～16：30 

 

② 開催方法 

⚫ Web会議 

 

③ 出席者 

（委 員）  

氏名 所属 役職 

伊藤 恭彦 名古屋市立大学 大学院人間文化研究科 副学長 

加藤 隆弘 北陸 ESD 推進コンソーシアム（金沢大学） ESDコーディネーター（准教授） 

杉浦 真理子 株式会社アクト 代表取締役 

古澤 礼太 
中部ESD拠点協議会 

（中部大学国際ESDセンター） 
事務局長（准教授） 

水谷 瑞希 
信州 ESD コンソーシアム 
（信州大学教育学部） 

助教 

※都合により戸成委員は欠席。 

（事務局）      福井理事長、清本事務局長、原、富田 

（中部地方環境事務所）西田主査 

 

④ 議事次第 

 

１．ご挨拶  環境省中部地方環境事務所 

２． 2020年度業務実施状況の報告 

(1) SDGsチェックリストについて 

(2) 主催イベントについて 

３．第 6期（2021～2023年度）に向けて 

(1) SDGsチェックリストの活用促進について 

(2) 主催イベントの展開について 

(3) センターに対する地域ニーズの拾い上げについて 

４．意見交換 

５．その他 

６．閉会 

 

 

⑤ 会議資料 

資料１：2020年度業務実施状況の説明資料 

資料２：ESDネットワークフォーラムの開催案内チラシ（2月 14日開催） 

資料３：作成した学生向けコンテンツ 

参考資料１：国の ESD円卓会議（12月 10日開催）資料 

参考資料２：2020年度 EPO中部／中部地方 ESD活動支援センター業務の一覧表 

参考資料３：第 5期 EPO中部運営業務の中間報告（2020年 12月時点報告資料） 
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 会議開催結果のウェブサイトへの掲載 

(ア) 第１回中部地方 ESD 活動支援センター企画運営会議の議事概要 

⚫ 作成した第１回企画運営会議の議事概要を各委員に確認した上で、中部地方 ESD活動支援セン

ターWebサイトに公開した。 

【中部地方 ESD活動支援センターWebサイト】 

 
 

(イ) 第２回中部地方 ESD 活動支援センター企画運営会議の議事概要 

⚫ 作成した第２回企画運営会議の議事概要を各委員に確認した上で、中部地方 ESD活動支援セン

ターWebサイトに公開した。 
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【中部地方 ESD活動支援センターWebサイト】 
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(3)業務における運営委員との連携（主催イベントへの登壇等） 

⚫ 今年度開催した主催イベントでは、下記の通り、運営会議委員に登壇等していただき、連

携・協力を得た。 

 

【EPO中部、中部地方 ESD 活動支援センター主催イベント一覧】 

※青字が運営委員の連携・協力を得て実施した事項。 
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３ 基本業務 

(1)情報の収集・蓄積・発信に関する業務 

 ホームページの更新及び維持管理 

(ア) 更新・維持管理の実施状況 

⚫ EPO中部及び中部地方 ESD活動支援センターの各ウェブサイトについて、下表の通り、記事

の投稿・掲載・更新を行った。 

【EPO 中部（http://www.epo-chubu.jp）更新実施表】 

 ①：Web リニューアル前／②：Web リニューアル後のコーナー名 

月 
更新回

数・計 

更新コンテンツ 
①EPO アク

シション 

①みんなの

アクション 

①スタッフあ

れこれ EPO 中部と

は 
②EPO 中部

がお手伝い 

②お役立ち 

ツール 

その他（メ

ルマガ掲載

等） 
②EPO 中部

のお知らせ 

②皆さんの

お知らせ 

②スタッフの

あれこれ 

4 月 10 3 5 1 0   1 

5 月 13 1 10 1 0   1 

6 月 18 5 9 1 2   1 

7 月 21 3 16 1 0   1 

8 月 12 1 9 1 0   1 

9 月 19 4 13 1 0   1 

10 月 8 1 5 1 0   1 

11 月 13 4 7 1 0   1 

12 月 11 6 3 1 0   1 

12 月 25 日 Web リニューアル公開（※リニューアルに伴う作業は日常更新作業から除外） 

1 月 19 4 12 1 1 0 0 1 

2 月 39 4 29 1 2 1 1 1 

3 月 45 1 40 0 1 1 1 1 

計 228 37 158 11 6 2 2 12 

【中部地方 ESD 活動支援センター（http://chubu.esdcenter.jp/）更新実施表】 

月 
更新回

数・計 

更新コンテンツ 
センターか

らのお知ら

せ 

企画運営会

議 

取材レポー

ト 

事業報告
(SDGs チェッ

クリスト含む) 

イベント＆ニ

ュース 

中部の地域

ESD 拠点 
その他 

4 月 10 1 0 1 1 2 2 3 

5 月 9 0 0 2 0 7 0 0 

6 月 7 3 1 0 2 1 0 0 

7 月 12 0 0 0 1 10 1 0 

8 月 7 0 1 1 1 4 0 0 

9 月 6 0 0 1 0 5 0 0 

10 月 4 0 0 1 0 3 0 0 

11 月 4 0 0 1 0 3 0 0 

12 月 10 0 0 0 5 4 1 0 

1 月 5 0 0 0 0 4 1 0 

2 月 4 0 1 1 0 2 0 0 

3 月 11 0 0 0 0 11 0 0 

計 89 4 3 8 10 56 5 3 

※ いずれも「3 月」の数値は 3 月 22 日時点で集計を行った。 
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(イ) ウェブサイトのアクセス数 

【下表の各項目について】 

⚫ 訪問者数：サイトに 1 回以上アクセスを行ったユーザー／閲覧した人の数（一人が 2 回ア

クセスした場合は一人として集計） 

⚫ 訪問件数：全ての訪問者が「サイト」にアクセスをした回数（一人が 2 回アクセスした場

合は 2 件として集計） 

⚫ ページビュー数：閲覧されたサイト内のページの総数 

⚫ ページビュー数の平均：ここでは訪問者 1 人あたりが閲覧したページビュー数を算定 

※ いずれも「2020 年度 3 月」の数値は 3 月 22 日時点で集計を行った。 

【EPO 中部ウェブサイト】 

 

本年度／2020 年度 
2019 年度 

ページ 

ビュー数 

2018 年度 

ページ 

ビュー数 

2017 年度 

ページ 

ビュー数 

訪問者数 

（ユニーク数） 

（単位：人） 

訪問件数 

（単位：件） 

ページビュー数（ページ） 

 
平均 

（ページ/人） 

4 月 2,900 6,721 66,930 23.08 59,319 19,311 32,869 

5 月 3,392 7,187 56,664 16.71 30,280 18,382 37,951 

6 月 2,959 7,609 61,297 20.72 29,150 20,060 27,827 

7 月 3,002 6,537 52,720 17.56 34,314 18,763 19,752 

8 月 3,054 6,086 43,742 14.32 38,479 17,688 25,807 

9 月 3,136 6,415 43,419 13.85 72,087 14,795 34,714 

10 月 3,193 5,452 42,768 13.39 75,127 16,176 24,051 

11 月 2,754 5,078 38,630 14.03 102,551 16,289 18,034 

12 月 2,919 4,988 35,352 12.11 182,209 31,808 23,287 

1 月 2,635 3,897 23,878 9.06 107,374 39,694 31,568 

2 月 1,464 2,550 14,677 10.03 61,384 21,378 35,860 

3 月 1,119 1,506 15,582 13.92 67,883 44,972 23,308 

計 32,527 64,026 495,659 14.90 860,157 279,316 335,028 

 

【中部地方 ESD 活動支援センターウェブサイト】 

 

本年度／2020 年度 
2019 年度 

ページ 

ビュー数 

2018 年度 

ページ 

ビュー数 

2017 年度 

ページ 

ビュー数 

訪問者数 

（ユニーク数） 

（単位：人） 

訪問件数 

（単位：件） 

ページビュー数（ページ） 

 
平均 

（ページ/人） 

4 月 289 382 1,165 4.03 618 595 未開設 

5 月 181 244 648 3.58 828 857 未開設 

6 月 313 487 1,620 5.18 955 1,301 未開設 

7 月 284 401 1,164 4.10 832 795 684 

8 月 227 295 827 3.64 1,111 1,144 298 

9 月 254 346 797 3.14 1,232 818 295 

10 月 366 518 1,179 3.22 1,192 904 366 

11 月 317 451 950 3.00 1,064 1,085 325 

12 月 312 547 1,420 4.55 1,139 879 287 

1 月 279 434 1,183 4.24 841 841 362 

2 月 261 390 1,080 4.14 1,181 641 1,343 

3 月 162 259 763 4.71 1,258 752 897 

計 3,245 4,754 12,796 3.96 12,251 10,612 4,857 
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(ウ) ＨＰ更新及びトップページの更新（Web サイトのリニューアル） 

⚫ EPO中部ウェブサイトのリニューアル実施に向けて、第 1回 EPO中部運営会議にリニューア

ルのコンセプト案資料を提示した。 

【第 1 回 EPO 中部運営会議に提示したリニューアル案】 

 
 

⚫ コンセプト案をもとに、Web デザイナーとのリニューアル構成、デザイン案等の検討を行

い、12 月 25 日付で全面リニューアルした新サイトを公開した。（※ドメインは従来の epo-

chubu.jp を継続した。） 

【新サイトトップページ紹介資料（第 2 回 EPO 中部運営会議資料より）】 
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 メールマガジンの作成及び発行 

⚫ 毎月第 2 火曜日に、メールマガジンを次表のとおり発行した。 

⚫ 発行済みメールマガジンのバックナンバーは、EPO 中部ウェブサイトからのリンク閲覧が

可能である。 

月 号 発行日 
発行部

数 
記事数・計 

掲載記事数 

冒頭部 
(事務所コラム

含む) 

イベント 

情報 
募集情報 その他情報 

4 月 
臨時号 4 月 6 日 775 部 1 1 - - - 

130 号 4 月 14 日 771 部 26 4 ※ 15 7 

5 月 131 号 5 月 12 日 772 部 25 3 ※ 16 6 

6 月 132 号 6 月 9 日 772 部 22 2 10 10 - 

7 月 133 号 7 月 14 日 773 部 32 1 14 17 - 

8 月 134 号 8 月 11 日 768 部 34 2 17 15 - 

9 月 135 号 9 月 8 日 768 部 33 2 17 14 - 

10 月 136 号 10 月 13 日 756 部 37 7 17 13 - 

11 月 137 号 11 月 10 日 754 部 29 3 17 9 - 

12 月 138 号 12 月 8 日 753 部 21 4 9 8 - 

1 月 139 号 1 月 12 日 754 部 24 2 16 6 - 

2 月 140 号 2 月 9 日 749 部 30 4 17 9 - 

3 月 141 号 3 月 9 日 747 部 21 0 12 9 - 

計 335 35 146 141 13 

※ 「冒頭部」の記事数は、中部地方環境事務所職員によるコラム記事（138 号で終了）を含めた、

環境省及び中部地方環境事務所関連のトピック記事（目次前に掲載した記事）の数となっている。 

※ 4月発行（130号）及び 5月発行（131号）は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため多くのイ

ベントが中止となっており、「イベント情報」の掲載を見合わせた。 
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 リーフレットの作成及び配布 

⚫ EPO 中部／中部地方 ESD 活動支援センターのリーフレットを前年度のストック 300 部と 10

月に増刷した 500 部を配布し、今年度は計約 800 部を配布した。 

⚫ また、2月末に 500部を増刷し、今年度内に印刷（増刷）したリーフレットは、計 1,000部

となっている。 

※ リーフレット原稿について：2018 年度に作成・発行。EPO 施設の開館時間変更等にあわせ

て改訂を行った。 

 

     
 

 地域ニーズの把握 

⚫ 9月末に協働コーディネーターを対象にした EPO中部の業務・イベントに対するニーズ調査

を実施し、12 月末時点で協働コーディネーターからの回答、及び主催イベントの参加者ア

ンケート結果を整理し、中部地方環境事務所へ提出した。 

 

【EPO 中部業務・主催イベントに対する地域ニーズ】 

対象エリア EPO業務（イベント・事業）に対する地域ニーズ、アイデア等の内容 記入者／引用等 

長野県 

富山のSDGs×探究の学びの高校の先生向けセミナーについては、長野でもで

きないかと思いました。というのも、探究的学びの授業の企画、運営を今年にな

って、ものすごい勢いでオファーがきており、高校で担当になった先生がとても悩

まれている状況が見えています。 

講師の佐藤先生には、地球環境基金の若手プロジェクトの中間コンサルでアド

バイスもいただきました。 

もし、富山のセミナー時の資料を提供可能であれば、ご恵与くだされば、さいわ

いです。 

11月のセミナーをきっかけに、循環共生圏構築にむけて舵をきる市町村がで

て、当方と協働関係をつくってもらえればと期待しています。 

何卒よろしくお願いします。 

協働コーディネー

ター 

富山県 

【テーマ】 

「学び」と「協働」のスパイラルによる地域循環共生圏づくり（各地域への協働実

践支援） 

【対象対象】 

地域プロジェクト実践（予定）者（過年度にEPO中部で関わった方や新規の方） 

【実施内容】 

①コア人材への協働スキル研修×１回（10名程度） 

→研修例：コミュニティー・オーガナイジング（http://communityorganizing.jp/） 

②2地域での協働支援：地域ステークホルダーの巻込み促進支援 

→コア人材との協働によるワークショップ企画・運営（1回×２地域） 

③情報交換会（オンライン成果発表会）×1回 

協働コーディネー

ター 
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対象エリア EPO業務（イベント・事業）に対する地域ニーズ、アイデア等の内容 記入者／引用等 

中 部 ・ 全

国 

環境活動に取り組んでいる会員が全国にいる一般社団法人日本環境NPOネッ

トワークの各地方ブロックと各EPOとの連携・情報交換をしていき、環境活動の

リーダー養成などを協働で進めていけるとありがたいです。 

協働コーディネー

ター 

三重県四

日市市域 

・四日市市内で見落とされがちな南西部（農村地帯で過疎化が進んでいる）工

業都市であり、そちらに視線が集中しがちで取り残されている感じがある。しか

し、地域の特産品もあり、内部川流域（鈴鹿川支流）で頑張っている地域の農業

者をつないで、点から線、そして面へと広げる地域循環共生圏を目指した活動

をしたい。 

協働コーディネー

ター 

三重県全

域、高等

学校 

長野県の要望は、三重県内でも聞くことが多くなっている。富山、長野で展開さ

れている内容があれば、三重にも提供してほしい。各校の校長、県教委に提供

したい。 

協働コーディネー

ター 

信州ほか 

・地域での地産地消となる発掘方法（調査）について知りたいです。 

・再生可能エネルギーの推進に関する内容（財産権と住民感情とのジレンマ等） 

・プラットフォーム事業の事例（より深く掘り下げる内容で） 

2020.11.10 信州の

地域循環共生圏セ

ミナーの参加者ア

ンケート結果より 

ＥＳＤ関係 

・地域とともにある学校の実践例 

・SDGｓと地域創生を紐づけにした活動内容 

・中学校でＳＤＧｓと関わらせながら学ぶ方法など（他校での実践） 

2020.11.14ESD ダ

イアログ（白山）参

加者アンケート結

果より 

岐阜県郡

上 エ リ ア

ほか 

・圏域別に事例を上げた取組みについてセミナーをお願いしたい。 

・事業のマッチングセミナー 

・仮題①人口「減」受入れセミナー、仮題②「脱」観光ビジネスフォーラム とか。 

・先進地の事例発表や視察研修 

・郡上の各地でなされている現場で体感するセミナーやワークショップとの連動

型のものをやりたい。 

・再エネ活用の事業化 

202011.25 基 盤 強

化：郡上会合参加

者アンケート結果

より 

 

(2)相談対応及び対話の体制の構築に関する業務 

 照会・相談対応 

⚫ 相談者との面談や資料・情報収集、マッチング作業、照会先との連絡・調整などを要した

照会・相談は、下記の通りである。 

⚫ 照会・相談対応については、中部地方環境事務所のフォーマットに則り、記入票を作成し、

定期的に中部地方環境事務所へ提出した。 

⚫ なお、2020 年４月～５月、2021 年１月～２月は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止

のため、EPO 施設内オープンスペースの一般開放を中止したが、相談対応は通常通り受付を

を行った。 

【2020 年度の照会・相談対応件数】 

相談に対し（広

報協力以外の）

支援対応等を

行った案件

（①） 

事例件数※1 

照会・相談対応

等の延べ件数 

 

来館件数 延べ件数※２ メール・電話に

よる相談、問合

せ、広報依頼等

（③） 

延べ件数※２ 

 

相談・照会、資

料配架依頼等

（②） 

会議利用 
その他情報収

集、資料収集等 

41 274 83 10 52 21 191 

※１）事例件数：最初の連絡から対応終了までの（その間の連絡・打合せ等を含めた）案件ごとに

カウントした数となっている。 

※２）延べ件数：同じ案件・用件での来館、メール・電話等であっても、個別に回数をカウントし

た数となっている。 

※ いずれも「3 月」は 3 月 22 日時点で集計を行った。 
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① 相談に対し（広報協力以外の）支援対応等を行った案件 

⚫ 相談に対し、EPO／ESD センターが何らかの支援対応等を行ったもの（及び後日に対応発生

が必要と予想されたものも含む）は下記の通りである。 

【相談方法・相談主体別の相談件数】 

 
相談件

数・計 

相談方法 相談主体の分類 

電話 メール 来所 その他 

初等・中等

教育関係機

関・ネットワ

ーク_社会教

育施設等 

高等教育機

関・学術研

究機関・ネッ

トワーク 

地方自治

体・行政_

首長部局 

公益法人

_NGO_NPO

等 

企業等 その他 

4 月 4 1 1  2 1  1 2   

5 月 2 2       1 1  

6 月 5 2  2 1   3 1 1  

7 月 2  2     1  1  

8 月 1 1         1 

9 月 5 2 2 1    2  2 1 

10 月 4 2 1  1   1 1 2  

11 月 2 1   1  1  1   

12 月 2    2    1 1  

1 月 5 2 2  1 1 1  1 1 1 

2 月 3 2 1      2 1  

3 月 6 2 2 1 1 1    3 2 

計 41 17 11 4 9 3 2 8 10 13 5 

 

【相談に対し EPO が行った支援内容の件数】 

 相談件数・計 

EPO による支援内容分類 

政府の ESD 関

連施策問い合

わせ 

教材・ツール

の紹介 

講師等人材紹

介 

研修・事業の

企画運営 

SDGs に関わる

相談 
その他 

4 月 4   3 1   

5 月 2   1   1 

6 月 5  3    2 

7 月 2      2 

8 月 1      1 

9 月 5   2 1  2 

10 月 4  2 2    

11 月 2   1  1  

12 月 2    1 1  

1 月 5     4 1 

2 月 3      3 

3 月 6    1 5  

計 41 0 5 9 4 11 12 
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【具体の相談内容と EPOによる対応内容】 
№ 受付日 相談者区分 相談内容 対応内容 事後報告 

1 
3 月 

8 日 
学校 

・新 1 年生に対する総合学習

の ESD 講師をお願したい。希

望時期 4/30（木）  

・3/6EPO中部職員を講師派遣して対応。愛知県環境学習コーディネート事業のマッチング案件とし

て取り扱い。 

・3/31EPO 中部に相談者来訪打合せ。 

・4/9 新型コロナウイルス対応のため中止連絡を受ける。再設定の場合は新たに相談しなおすとの

こと。 

 

2 

2019 年 

12 月

26 日 

その他 

4 月 18or19 日の気候変動ワ

ークショップの話題提供をして

ほしい 

・スタッフが話題提供者として対応することで了解。 

・テーマについて具体的に示してもらうよう依頼 

・日程を 4/18 日（土）で調整いただくよう依頼 

・コロナ禍影響でオ

ンラインで実施 

3 
4 月 

24 日 
NPO 

助成金説明会についてEPOと

連携したい。今年度の開催方

法について相談にのってほし

い。 

・4/24 に電話にて相談あり。地球環境基金説明会の例年の開催準備の進め方などについて情報

提供し、お互いに具体的な動きがあった際に、情報交換、連携の可能性などを連絡し合うことにな

った。 

・7/2 電話があり、先方の助成金説明会が 10/4 開催となること、広報協力をいただきたい旨を依頼

された。 

・8/31 電話、メールがあり、説明会の広報協力依頼があった。 

 

4 
4 月 

8 日 
自治体 

職員に ESD の研修を実施す

るので講師を依頼したい。 

・講師はスタッフが対応。 

・4/8 市役所で別件会合において 5/29 実施計画中の職員向け ESD 研修を去年実施したプログラ

ムでできないかとの打診あり。新型コロナの影響で開催が流動的との保留条件付き。 

・4/23 打合せで集合して実施することは困難との判断を伝えられる。資料を配布することで代替は

可能かとの打診。Web 開催または動画配信について提案。 

・5/8 打合せで動画収録と職員への配信の方針で講師を依頼される。5/29 収録。 

・収録完了 

5 
5 月 

22 日 

事 業 者 団

体・ネットワ

ーク 

SDGs をテーマにした Web セミ

ナーのパネリストとして登壇し

てほしい。 

・パネル出演はスタッフが対応。オンラインで実施。ZOOM を用いて 7/18 に収録予定。ユーチュー

ブで配信。 

・5/27 電話あり、収録日を変更 8 月以降に。 

・その後連絡なし 

 

6 
5 月 

26 日 
NPO 

温暖化防止センターの実績に

ついての問い合わせ 

・建築事業者から省エネ住宅セミナーが豊田市で開催されたと聞いたことに関し、愛知県地球温暖

化防止活動推進センターが関わっていたか。 

・愛知県センターに問い合わせ、10 年前に名古屋市で実施したことがあるとの回答を転送。 

 

7 
6 月 

4 日 

事 業 者 団

体・ネットワ

ーク 

就職希望の留学生・外国人を

対象にした SDGs ワークショッ

プを開催したいが、どのように

開催したらよいか教えてほし

・6/4 に来館し、ウェブサイトを見て、SDGs チェックリストを活用したワークショップを自団体で留学

生・外国人向けに開催したい、またチェックリストやワークショップ用Ｕ字シートの使用許可はどのよ

うに取ればよいかとの質問などをいただいた。 

・昨年度のチェックリスト活用ワークショップの様子などを紹介しながら、今年度も ESD センター主

・6/29 開催 SDGs チ

ェックリスト活用セミ

ナーにコア参加。 
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№ 受付日 相談者区分 相談内容 対応内容 事後報告 

い。SDGｓチェックリストやワー

クショップ用Ｕ字シートを使用

させてほしい。 

催によるチェックリスト活用ファシリテーター養成を目的としたワークショップを何度か開催すること

をお伝えしたところ、ぜひ、参加したいとのことだったため、開催が決定した際には、所属先団体に

連絡する旨をお伝えした。また、SDGs 関連の諸資料・パンフレットもお渡しした。 

・開催結果を報告していただければ、当センターWeb サイトに掲載して PR させていただきたい旨お

話しした。 

・6/5 に電話があり、前日に紹介していた「地域 ESD 拠点登録」について、申請方法の問合せをい

ただいた。 

・6/8 全国センターに確認の上、中部センターから申請書類等を送付した。 

8 
6 月 

4 日 
自治体 

ユネスコスクール支援会議で

紹介した SDGs チェックリスト

について教職員に紹介したい

がどうすればよいか。 

・CL が Web 上からダウンロードできることを伝える。 

・月末に活用セミナーを開催する予定なのでご案内する。興味ある先生にも聴講可能なように展開

いただければと伝える。 

 

9 
6 月 

9 日 
自治体 

「なごや環境大学 SDGs 未来

創造クラブ」を推進するにあた

って、SDGs に関わる情報交

換をしたい。 

・6/9 に来館して名古屋市の取組状況、EPO（ESD センター）の SDGs に関わる業務・取組等の情報

交換を行った。 

・特に SDGs チェックリスト活用ワークショップに関心をもたれていたため、6/29 開催ワークショップ

を紹介したところ、聴講したいとのこと。 

・そのほかどのような組織が SDGs に関心を持っており（相談に来るか）、どのような取組を展開し

ているかに関心をもたれていた。 

・当日中に御礼メールと共に、6/29 開催ワークショップへの参加（聴講のみ）申込をいただいた。 

・後日、主催イベント

の後援依頼をいた

だいた。 

10 
6 月 

11 日 

事 業 者 団

体・ネットワ

ーク 

地域循環共生圏プラットフォー

ム事業について教えてほし

い。 

・5/29 に伺いたいとの電話をいただいたが、新型コロナ感染拡大のため来館をお断りさせていただ

いた。地域循環共生圏プラットフォーム事業について質問したいことを整理しておくため、緊急宣言

解除後に改めて来館し回答対応いただきたいとのこと。 

・6/11 に来館されて、「関連する支援メニュー」「プラットフォーム」「里山と地産地消の該当性」につ

いて質問され、回答した。具体的には、過去の加速化事業（竹鶏物語）採択団体の関係者であり、

同事業の取組が地域循環共生圏の事業として応募ができそうか、関係者の中で検討しているとの

ことであった。（来館された方は難しいのではという所感を持たれているようであった。） 

 

11 
6 月 

15 日 
自治体 

デザインのことでナッジを活用

したい。概要について教えて

ほしい。 

・6/19 に来所いただき、ナッジについて情報提供、情報交換する。 

・6/19 来訪。COOL CHOICE 普及啓発の考え方など全般について意見交換を実施 
 

12 
7 月 

2 日 
自治体 

片平学区の来年度の活動で

イオン環境財団を利用する案

が出ているが情報はないか 

・活動対象が自然環境であること、確定した計画が助成対象であることを考慮しての申請が必要と

電話で助言 

・関係 Web ページと資料をメールで送付 

 

13 
7 月 

3 日 
企業 

昨年度講演した省エネ家電取

組大会の活動報告をお知らせ
・報告に感謝し、内部で共有する旨返信  
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№ 受付日 相談者区分 相談内容 対応内容 事後報告 

いただく。 

14 
8 月 

24 日 

事 業 者 団

体・ネットワ

ーク 

名刺に SDGs ロゴを使用して

活動のＰＲを行いたいが可能

か。 

・電話で相談され、可能であると回答した。また、ネットで検索すると名刺に SDGs ロゴを記載した活

用事例があることを紹介した。 

・また、地元新聞に、関係者による昨年の台風被災からの復興関連記事掲載についての紹介があ

った。 

 

15 
9 月 

8 日 
その他 

この度たちあげた団体につい

て、環境方面からの支援やア

ドバイスをいただきたい。 

・資料を送付するのでそれを見て来所日を調整したい（9/8） 

・送付された資料を確認後（9/14）電話で調整。9/30、10 時来所予定。（10/1 来訪に変更） 
 

16 
9 月 

16 日 
企業 

ESD・SDGsに関わる取組企画

について相談したい 

・来訪日程をメールで調整、9/30 の 13：30～とした（9/17）。 

・防災トイレの出前授業の実績があるが横展開する方法はないかとの相談に対し、以下のアドバイ

スを行った。 

・トイレ自体は生活と SDGs をつなぐ格好のアイテムなので、持続可能社会におけるトイレの貢献性

から話をおこし、レジリエンスが求められる現代での防災トイレの話につなげたらどうか。 

・講座開催については、なごや環境大学など既存の環境学習プラットフォームを用いる方法があ

る。 

・学校現場への出前教室は工場見学が行われている常滑市でまず実績作りをしたらどうか。 

 

17 
9 月 

18 日 
自治体 

ナッジを活用したデザインを作

成したので意見がほしい。 

・来訪日程を調整、9/24、10 時より来訪とした。 

・愛知県で作成中のチラシを題材にナッジ活用の意見交換を実施。有意義な意見交換となった。 
 

18 
9 月 

28 日 
企業 

オンライン小学生講座で温暖

化問題を講義する講師を紹介

してほしい。 

・愛知県地球温暖化防止活動推進センター事務局次長を講師として紹介。メールと電話にて当人

に依頼、了承を得る。 
 

19 
9 月 

28 日 
自治体 

県主催市町村職員向け研修

で講演してほしい。 

・講師派遣を了承。10/1 に担当者来訪、趣旨説明と依頼内容について打合せ。 

・事前にアンケートを実施する内容を 10/20 に来所打合せ。 
 

20 
10 月 

7 日 
企業 

SDGsチェックリストと企業での

使い方について教えてほしい 

・Web掲載の PDF版は自由に使ってもらってよい。Excel 版については改変内容と活用場所の報告

を前提に提供は可と回答。 

・ワークショップの実施活用等については同じく Web 上の活用ガイドを参考にしてほしいと紹介。 

・「気づき」のためのツールとして作成したので、企業内活用においては、初期段階の教育に使って

いただけると助言。 

 

21 
10 月 

8 日 
NPO 

理事をしている NPO法人事業

のあいち環境塾の卒業生に

対する SDGs 講座開設計画の

講師を頼めないか 

・内容が整合すれば講師派遣は可能。来年度計画が具体化したら再度相談する。  

22 10 月 自治体 SDGs 職員研修の講師を派遣 ・講師派遣を了承。趣旨説明と依頼内容について打合せ。  
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№ 受付日 相談者区分 相談内容 対応内容 事後報告 

9 日 してほしい 

23 
10 月 

19 日 
企業 

所属先企業の SDGs研修で活

用できそうな資料を紹介して

ほしい。 

・「SDGs チェックリスト」と国連の資料を紹介した。  

24 
11 月 

26 日 
学校 

学内教職員向け SDGs・ESD

講演の講師を紹介してほしい 
・対応を了承。メールベースで内容検討と提案を行うこととする（12/01）  

25 
12 月 

9 日 

事 業 者 団

体・ネットワ

ーク 

豊田市の鉄鋼会の勉強会で

来年度 SDGs と省エネについ

て話題提供してほしい 

・対応を了承。EPO から派遣する方向で返答。 

・4/15 に開催予定。 
 

26 
12 月 

1 日 
その他 

COOL CHOICE 普及啓発で子

ども対象の省エネ教室プログ

ラムを実施してほしい 

・対応を了承。X 博士キャラクタープログラムを片平小学校と平沢トワイライトスクールで実施

（1/6）。 
 

27 
11 月 

10 日 
その他 

省エネプラットフォーム事業の

セミナーで SDGs の話題提供

講師を派遣してほしい 

・対応を了承。豊田市（11/30）、みよし市（12/1）、岡崎市（12/3）に EPO から派遣。  

28 
1 月 

7 日 
その他 

石ヶ瀬会館の来年度市民向

SDGｓ講座の講師を派遣して

ほしい 

・対応を了承。ESDC から派遣、5/23 予定について了解。事前に打合せを設定予定。  

29 
1 月 

8 日 
その他 

SDGs AICHI EXIPO 2020 内で

2/6に開催するフォーラムで取

組を発表してほしい 

・対応を了承。EPO 中部 ESDC の取組を発表することについて登録。  

30 
1 月 

13 日 
その他 

地球温暖化問題と地域の町

づくりを関連させ、人間と自然

が共生するライフスタイルの

提案をしたいが、参考となる

情報やヒントを得たい。 

・次の 3 点についてメールにより返信（1/15）。 

1）岐阜県地球温暖化防止活動推進センター及び地域の未来・志援センターのホームページのご

案内 

2）EPO 中部における各種団体資料・パンフレット等の配架案内、情報収集を目的とした施設利用

のご案内 

3）メールマガジン登録による情報提供のご案内 

・1/21 にメールによる返信あり（メールの御礼、コロナの状況をみて EPO 訪問意向ある旨等） 

 

31 
1 月 

21 日 

事 業 者 団

体・ネットワ

ーク 

四国の中小企業同友会所属

の経営者による SDGs 勉強会

においてワークショップを実

施。その中で SDGs チェックリ

ストを活用したい。 

・自由に活用いただける旨を案内。 

・勉強会では四国環境事務所長、四国 EPO も講演登壇予定であるとのこと。 
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№ 受付日 相談者区分 相談内容 対応内容 事後報告 

32 
1 月 

26 日 
企業 

金融機関としてCL活用など今

後 SDGs に取り組んで行くに

当たり情報を得たい。 

・2/3 に来訪、意見交換を実施実施。 

・来年度の事業にて後援依頼、講師派遣依頼をする可能性あり。具体化したらまた相談したい。 
 

33 
2 月 

3 日 
NPO 

同時解決事業・飯山林福連携

事業についてヒアリングさせて

ほしい。 

・2/3 に電話があり、NPO と協力して林業の生業づくりに取り組む予定があり、林福連携事業に取

り組んだ飯山市での同時解決事業の内容について、オンラインでヒアリングをしたいとのこと。先方

内で日程調整の上、改めて連絡をいただけることになった。 

・2/9 にメールがあり、ヒアリング日を 2/18 に設定。 

・2/18 に中部の NPO2 名、近畿の NPO 3 名が参加してヒアリングを実施。同時解決事業・飯山林

福連携事業の概略やステークホルダー、その後の状況等について紹介した。また、地域経済循環

分析ツールの循環構造図に記載の数字の積算方法について質問されたため、環境省ウェブサイト

の該当ページに記載の問合せ先にお尋ねするようお伝えした。 

・2/19 に御礼メール

をいただいた。 

34 
2 月 

3 日 
企業 

北陸の脱炭素の取組に関す

る情報交換をお願いしたい。 

・2/3 にメールがあり、1/26 主催フォーラムに登壇した方から、全社的に脱炭素への貢献を検討し

ており、北陸における取組状況、事例等についての情報交換をオンラインでお願いしたいとの連絡

をいただいた。中部地方環境事務所にも同席を依頼し、日程調整を行った結果、2/10 にオンライン

打合せを行うことになった。 

・2/10 にオンラインで本省環境計画課、金融室、中部地方環境事務所が同席して金融機関との情

報交換会合を実施した。 

・終了後、御礼のメールと共に、北陸の取組自治体 2 市の担当部署についての問合せがあり、回

答メールを送付した。 

・2/15 に御礼メール

をいただき、早速自

治体側に連絡を取

られるとのこと。 

35 
2 月 

18 日 

事 業 者 団

体・ネットワ

ーク 

留学生向けに SDGs チェックリ

ストを活用したワークショップ

を開催予定。修了者に証明書

等を発行予定であり、発行名

義に ESD センターを記載でき

ないか。 

・名義申請については、全国センターが一括して受け付けているため、後援申請に倣う形で、全国

センターに問合せいただくようお伝えした。 
 

36 
3 月 

8 日 

事 業 者 団

体・ネットワ

ーク 

北陸３県の環境活動を行う団

体の情報提供をお願いした

い。 

・3/8 にメールで依頼があり、一般社団法人 PEC とやま、NPO 法人 WAC おばま、そのほか地域

ESD 拠点等の紹介を行った。 
 

37 
3 月 

11 日 
企業 

個人事業が SDGs の取組が

どのようにできるか相談した

い。 

・3/10 にメール連絡があり、3/10 に日程を設定、3/22 に来館することになった。  
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№ 受付日 相談者区分 相談内容 対応内容 事後報告 

38 
3 月 

11 日 

事 業 者 団

体・ネットワ

ーク 

北陸圏内の方から SDGs・

ESD に関するご相談を EPO

中部に繋いでもよいか 

・大歓迎と返事。 

・具体的な話になったら、つないでいただく。 
 

39 
3 月 

15 日 
企業 

SDGs のロゴの使用方法、企

業の登録制度について知りた

い。 

・使用方法については、国連のロゴ規定を案内した。 

・企業の登録制度については、愛知県の登録制度はないが、各省庁で SDGs の表彰制度等がある

ことを案内した。 

 

40 
3 月 

15 日 
企業 

来年度の親子ツアーの岐阜

県事業企画について今年度と

同様な支援が受けられないか 

・コンテンツは公開されるので使っていただきたい。 

・EPO に来ていただければ、レクチャーできる。 

・現場に行くのは検証調査という形ではないので難しい。 

 

41 
3 月 

15 日 
学校 

知り合いに中学校教諭がお

り、市教委からの SDGs 企画

募集の相談は可能か 

・内容の詳細が必要。 

・EPO で詳細の相談ができるので日時調整が必要。 
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② 来館による相談・照会、資料配架依頼等 

月 件数 相談・問合せ内容 

4 月 -  

5 月 -  

6 月 4 

・就職希望の留学生を対象にした SDGs を学ぶためのワークショップ開催について 

・自治体と情報交換（SDGs 関連） 

・過去の加速化事業の関係者から地域循環共生圏についての相談 

・自治体から温暖化対策広報におけるナッジ活用方法についての相談 

7 月 1 ・自治体がイベント広報チラシの配架依頼 

8 月   

9 月 1 ・企業と SDGs について情報交換 

10 月 3 

・任意団体の ESD 活動に対する助言・相談等 

・自治体と研修会講師依頼打合せ 

・自治体から環境活動に関する相談 

11 月 -  

12 月 -  

1 月 -  

2 月 1 ・金融機関から顧客に対する SDGs 普及促進に関わる情報収集の相談 

3 月 -  

計 10件 

 

③ メール・電話による相談、問合せ、広報依頼等 

月 件数 相談・問合せ内容 

4 月 18 

・NPO 団体からグリーンギフトについて相談の電話 

・地域 ESD 拠点から WEB セミナーの講師依頼メール（2 件） 

・自治体から環境イベント実行委員会招聘についての電話 

・自治体からユネスコ支援会議委員依頼についての電話 

・自治体から招聘されていた環境イベント実行委員会書面会議についての電話 

・地域 ESD 拠点主催 4/18 開催 WEB ワークショップへの登壇に関する設営確認 

・Web 会議に関わる連絡調整 

・ほかの地方 EPO から運営会議の開催方法に関する質問メール 

・ほかの地方 EPO から勤務体制・施設運営に関する質問の電話 

・地域 ESD 拠点からワークショップ（オンライン開催）の広報依頼 

・同時解決採択団体からの事業報告、資料に関する問合せの電話 

・自治体からパブコメ募集の周知依頼 

・NPO から主催する助成金説明会の企画運営に関する相談の電話 

・自治体から PF 事業について電話 

・自治体からパブコメ募集に関する周知依頼のメール 

・自治体から Web 掲載記事について御礼のメール 

・SDGs セミナー参加企業から環境型商品の案内についてのメール 

5 月 16 

・他地方 EPO から勤務体制・施設運営に関する質問の電話 

・公益財団から講座開催延期についての手紙 

・EPO 来館による資料収集の可否の問合せの電話 

・生物多様性、地域循環共生圏に関する資料について問合せの電話 

・自治体から Web 会議試行テストについて電話 

・NPO から講座参加者募集広報の依頼メール 

・NPO から Web 掲載についての御礼メール 

・自治会団体から勉強会に関する打合せについてのメール 

・JC から Web セミナーのパネリスト依頼の電話 

・自治会団体による勉強会打合せについてのメール 

・自治体から EPO に委員招聘依頼に関する電話 

・自治会団体による勉強会企画についてメール 

・一般の方から EPO 中部の長野県内における環境活動について問合せの電話 

・シンクタンクから地域循環共生圏について質問の電話 

・自治会団体による勉強会の日程等についてのメール 

・全国 ESD センターから助成金・イベント等の広報協力依頼メール 
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月 件数 相談・問合せ内容 

6 月 23 

・自治体から環境関連資料送付依頼についての電話 

・全国 ESD センターから企画競争（公募）について広報協力依頼メール 

・一般社団から ESD 拠点登録手続きについて問合せの電話 

・環境省から配架資料について提供依頼の電話 

・一般社団から ESD 拠点登録手続きについて資料受取のメール 

・自治体（SDGs 担当）から情報交換を目的とした訪問についての電話 

・環境省からコンテスト広報依頼についてのメール 

・環境カウンセラーから資料について問合せ及び送付希望の電話 

・環境省から表彰事業について募集開始案内についてのメール 

・環境カウンセラーから資料受取の御礼の電話 

・財団からインターン募集について広報依頼のメール 

・自治体から資料照会と資料受取の御礼の電話 

・一般社団から主催セミナーについて申込と問合せのメール 

・地域 ESD 拠点から主催セミナーについて問合せの電話 

・一般社団から主催セミナーについて問合せの電話 

・自治体から環境イベント業務の委託先に関する相談の電話 

・自治体から SDGs チェックリストのワークショップでの使用の問合せ 

・自治体から EPO 運営委員について問合せの電話 

・自治体からイベントの後援依頼についてのメール 

・自治体から ESD センター後援申請手続についての確認メール 

・NPO から主催イベントについて広報依頼のメール 

・環境省（受託企業）から主催イベントについて周知依頼のメール 

・環境省（受託企業）から主催イベント掲載について御礼のメール 

7 月 28 

・他地方 EPO から PF 事業の進め方についての問合せ電話 

・企業財団から環境助成金制度の広報依頼電話 

・公益社団から助成団体募集について広報依頼のメール 

・公益社団から助成団体募集について広報御礼のメール 

・NPO から助成金セミナーについての問合せ・広報依頼の電話 

・中部 ESD 拠点団体から塾生募集について広報依頼のメール 

・公益財団法人からメンバー募集の広報依頼についてのメール 

・公益財団法人から広報協力について御礼のメール 

・NPO からセミナーについての電話 

・自治体からワークショップ打合せについてのメール（2件） 

・NPO からセミナー企画について問合せのメール 

・自治体から学生向けコンテンツ（アンケート）についての電話 

・自治体からセミナー及びワークショップの後援依頼についてのメール 

・自治体からワークショップ企画内容について相談のメール 

・一般の方から PCB 蛍光灯について問合せの電話 

・中部 ESD 拠点団体からセミナー広報依頼のメール 

・NPO からイベント広報依頼のメール 

・NPO からイベント広報協力の御礼のメール 

・自治体から協議会解散についてのお知らせ（郵便） 

・自然環境保全団体から講座募集についてお知らせのメール 

・NPO からボランティア募集について広報依頼のメール 

・公益財団法人からイベントについて広報依頼のメール 

・NPO から募集掲載について御礼のメール 

・公益財団法人からイベント掲載について御礼のメール 

・自治体からワークショップ開催見送りについてのメール 

・NPO からイベント広報について依頼のメール 

・自治体から EPO・ESD センター後援イベントの御礼と広報協力依頼メール 

8 月 12 

・中学校から校外学習中止についての電話連絡 

・中部 ESD 拠点団体からイベントの広報依頼についてメール 

・環境カウンセラーから配架資料について発送要望の電話 

・GEOC から Web サイトの広報協力依頼 

・公益財団法人からイベント周知依頼についてのメール 

・環境カウンセラーから資料受取の御礼の電話 

・他地方 EPO から PF 事業についての電話 

・GEOC から「脱炭素チャレンジカップ 2021」エントリー募集開始の広報依頼メール 

・地域 ESD 拠点から講座の周知依頼のメール 

・NPO からイベント広報について依頼のメール 

・NPO からセミナー広報について依頼の電話 

・企業から助成金募集について広報依頼のメール 
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月 件数 相談・問合せ内容 

9 月 25 

・NPO から活動参加協力者募集広報の協力依頼メール 

・学校関係者からコーディネート業務について問合せ 

・NPO から広報協力御礼のメール 

・NPO 団体から事業について支援要望についての電話 

・NPO 団体から ESD 資料について在庫及び送付希望の電話 

・公益社団法人から参加者募集の広報協力依頼のメール 

・公益社団法人から広報協力について御礼のメール 

・ESD 拠点から講座案内のメール 

・NPO 団体から活動支援について相談の電話 

・企業から ESD/SDGs の取組について相談のメール 

・企業から ESD/SDGs の取組について相談日程のメール 

・NPO からイベント広報依頼についてメール 

・自治体から地球温暖化関連事業についての電話 

・NPO 団体からオンラインセミナーについての広報協力依頼のメール 

・公益財団法人から自然保護活動コンテストの広報依頼メール 

・環境イベント実行委員会からイベントの広報依頼メール 

・NPO 団体から来館日程の調整の電話 

・行政からイベント周知依頼の電話 

・行政から広報協力御礼のメール 

・NPO 団体から広報協力御礼のメール 

・企業から助成金広報協力依頼の電話 

・行政から Web 掲載記事の問合せ先修正依頼のメール 

・企業からオンライン授業（小学生）について相談のメール 

・行政から Web 掲載記事修正対応の御礼のメール 

・企業からオンライン授業の講師紹介についてメール 

10 月 11 

・企業から SDGs チェックリスト活用方法に関する電話 

・自治体からセミナー・ワークショップの広報依頼のメール 

・ESD 拠点団体からシンポジウム等の広報依頼のメール（2 件） 

・自治体から広報協力に対するお礼のメール 

・自治体からセミナー広報協力依頼の電話・メール（2 件） 

・自治体から広報協力に対するお礼のメール 

・自治体からイベント参加御礼とイベント登録機関紹介の電話 

・協働コーディネーターから SDGs 研修で使用できる資料紹介の相談メール 

・NPO 団体の方から主催行事について照会の電話 

11 月 13 

・参加申込者から主催イベントについて照会の電話 

・教育関係団体からイベントについて後援依頼のメール 

・一般の方から粗大ごみについて問合せの電話 

・主催イベントについて問合せの電話 

・主催イベントについて問合せのメール 

・一般社団法人から SDGs イベントについてご案内メール 

・自治体からイベント広報依頼の電話 

・企業から助成金募集の広報依頼についてメール 

・自治体から広報協力について御礼のメール 

・企業から広報協力について御礼のメール 

・行政から事業について広報協力依頼のメール 

・企業からイベントの web 掲載内容の変更について依頼・お礼のメール（2 件） 

12 月 11 

・教育機関から SDGs 講師紹介依頼についてのメール（2 件） 

・東海財務局から 12/7 伊勢志摩情報交換会のオンライン視聴の EPO 利用の依頼の電話 

・一般の方から汚水処理についての問合せ電話 

・地球環境や資源についての電話照会 

・協働コーディネーターから EPO との今後の連携・協力についてメール連絡 

・SDGs チェックリスト活用についての問合せ 

・林野庁からイベント参加募集の周知依頼についてのメール 

・自治体から環境施策アンケートの中身について相談のメール 

・NPO からイベント周知依頼のメール 

・イベント参加募集の協力について御礼のメール 

1 月 8 

・過去に EPO が作成・発行した印刷物の活用について協力した NPO からの問合せ電話 

・東海財務局から SDGs ワークショップの開催方法について問合せ電話 

・NPO から助成金募集広報依頼のメール 

・一般の方から地球温暖化と町づくりを考えるにあたっての情報提供依頼の手紙 

・自治体からイベント案内のメール 
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月 件数 相談・問合せ内容 

・SDGs チェックリストを四国の経営者勉強会のワークショップで使用したいとの電話連絡 

・企業から顧客に対する SDGs普及促進の支援方法について相談の電話 

・公益財団法人からイベント広報依頼のメール 

2 月 18 

・環境カウンセラーから NPO関連冊子について要望の電話 

・自治体のシンポジウム広報協力についての電話 

・自治体イベントの広報協力について御礼のメール 

・NPO から同時解決事業（林福連携）についての情報提供依頼の電話 

・金融機関から北陸エリアにおける脱炭素の取組についての情報交換の依頼メール 

・環境カウンセラーから資料受取の御礼の電話 

・自治体イベントチラシ設置の御礼のメール 

・地域循環共生圏 PF 事業応募について問合せの電話 

・NPO から活動紹介についてのメール 

・公益財団法人からイベント広報依頼の電話 

・公益財団法人からイベント広報協力依頼のメール 

・一般財団法人から助成金広報について依頼のメール 

・NPO からイベント周知依頼のメール 

・地域 ESD 拠点から SDGs チェックリストを活用したワークショップの終了証でセンター名義使用

について問合せの電話 

・NPO からイベント広報協力御礼のメール 

・PF 事業応募申請に関わる連絡メール 

・ESD 拠点から活動報告書送付についての相談のメール 

・ESD 拠点からメルマガ掲載希望記事についてメール 

3 月 8 

・企業から意見交換会出席者の連絡調整依頼 

・一般の方から企業向け SDGsの相談のメール 

・NPO からプロジェクト公募の広報協力についてメール 

・一般の方から個人事業についての相談のメール 

・個人事業における SDGs の相談の来訪連絡 

・JICA から今後の連携についての協力依頼 

・一般の方から国立公園について問合せの電話 

・企業から SDGs 推進の登録制度について問合せの電話 

計 191件 

 

 対話の体制の構築 

(ア) 会議等の招聘・委嘱 

⚫ EPO 中部／中部地方 ESD 活動支援センターが協力依頼への対応を行った地域の各種会議や地域

活動等は次の通りである。 

⚫ 会議出席のほか、講師としての登壇などのほか、業務に伴う打合せを適宜実施したほか、セ

ミナー等開催の機会に併せて関係自治体を訪問し、意見交換等を行った。 

【会議・セミナー等地域活動への対応】 

 県 主体 名称 開催日 対応 

1 愛知 名古屋市 
「なごや環境デー」実行委員会 

※書面会議 

①4 月 20 日 

②6 月 8 日 
委員 

2 愛知 日本体験学習研究所（JIEL） 
第 1 回私たちの暮らしを考えるワークショップ 

※ウェビナー 
4 月 18 日 講師 

3 愛知 日進市 職員向け ESD 研修 5 月 29 日 講師 

4 福井 
福井県地球温暖化防止活動

推進センター 

推進員研修でのセミナー「あなたの普及啓発活動は、

GOOD or BAD？」 
7 月 14 日 講師 

5 三重 
三重県地球温暖化防止活動

推進センター 

推進員研修でのセミナー「あなたの普及啓発活動は、

GOOD or BAD？」 
8 月 4 日 講師 

6 岐阜 郡上市地域共生圏協議会 第 1 回勉強会 8 月 28 日 
ファシリテータ

ー 

7 愛知 日進市立東小学校 SDGs 出前教室 10 月 29 日 講師 
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 県 主体 名称 開催日 対応 

8 愛知 豊田市 
省エネ実践セミナー 

企業の省エネ対策と S D G s の取り組みについて 
11 月 30 日 講師 

9 愛知 みよし市 
省エネ実践セミナー 

企業の省エネ対策と S D G s の取り組みについて 
12 月 1 日 講師 

10 愛知 岡崎市 
省エネ実践セミナー 

企業の省エネ対策と S D G s の取り組みについて 
12 月 3 日 講師 

11 愛知 
愛知県地球温暖化防止活動

推進センター 

COOL CHOICE 普及啓発実務者のための「ナッジ活

用チェックノート」 活用＆検証ワークショップ 
12 月 10 日 講師 

12 愛知 愛知県環境活動推進課 
環境学習等行動計画普及・定着事業 市町村職員向

け研修 
12 月 11 日 講師 

13 愛知 
愛知県教育委員会生涯学習

課 
ユネスコスクール支援会議 12 月 18 日 委員 

14 愛知 大府市環境課 職員向け環境研修 12 月 21 日 講師 

15 愛知 大府市環境課 職員向け環境研修 12 月 24 日 講師 

16 愛知 名古屋市立片平小学校 X 博士と学ぶ 地球との約束 1 月 6 日 講師 

17 愛知 
名古屋市白沢トワイライトス

クール 
クールチョイスでおうちの省エネ大作戦！ 1 月 6 日 講師 

18 愛知 
愛知県地球温暖化防止活動

推進センター 
気候変動フォーラム 1 月 29 日 講師 

19 愛知 東海学園大学 教職員研修会 3 月 11 日 講師 

 

【そのほか業務に伴う打合せや地域との意見交換等の実施】 

 県 日付 主体 担当部署等 同席者等 実施内容 

1 中部 4月27日 中部地方環境事務所 
伊勢志摩国立

公園事務所 

中部地方環境事務所環境

対策課 
森里川海業務の進め方打合せ 

2 岐阜 4月24日 日本旅行 
日本旅行岐阜

支店 
 学生向けコンテンツ作成連携依頼 

3 愛知 5月8日 日進市 日進市環境課  職員向け ESD 講座オンラインの打合せ 

4 福井 5月13日 WAC おばま  小浜市関係課 
環境基本計画に沿った環境教育支援業務計画打

合せ、小浜市連携依頼 

5 中部 5月14日 中部地方環境事務所 環境対策課 
中部地方環境事務所の各

課 PF 事業担当者等 

PF 事業支援の進め方、事務局打合せ・ヒアリング

の実施内容についての説明・確認 

6 愛知 5月26日 名古屋市片平学区 

名古屋市片平

学区連絡協議

会 

学区関係者 3 名、名古屋

市コミュニティサポーター2

名 

学区の学習会とのすり合わせ、要望の確認 

7 三重 6月3日 三重県 

農林水産部み

どり共生推進課

自然公園班 

－ 
森里川海業務の説明、伊勢志摩国立公園エコツ

ーリズム推進協議会への協力依頼 

8 岐阜 6月4日 岐阜県 環境企画課 － 学生向けコンテンツ業務説明、連携依頼 

9 中部 6月9日 中部地方環境事務所 
環境対策課、

野生生物課 
－ 

PF 事業の次回打合せの進め方等についての確

認 

10 長野 6月17日 協働コーディネーター 
長野県 NPO セ

ンター 
－ EPO 主催・協働フォーラムについての企画打合せ 

11 岐阜 6月16日 
郡上市地域共生圏協

議会 
 中部地方環境事務所環境

対策課 
PF 事業打合せ② 

12 長野 6月17日 
⼀般社団法⼈スマー

トテロワール協会 
 中部地方環境事務所環境

対策課 
PF 事業打合せ② 

13 長野 6月22日 根羽村  中部地方環境事務所の

PF 根羽村担当者 
PF 事業打合せ② 

14 福井 6月23日 
越前市イノベーション

研究会 
 中部地方環境事務所の

PF 越前担当者 
PF 事業打合せ② 

15 三重 6月24日 
尾鷲ＳＥＡモデル協議

会 
 中部地方環境事務所の

PF 尾鷲担当者 
PF 事業打合せ② 
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 県 日付 主体 担当部署等 同席者等 実施内容 

16 岐阜 7月2日 
岐阜県、可児市、日

本旅行 

日本旅行岐阜

支店 

岐阜県 2 名、可児市 2

名、めだかの楽校 3 名 

8/9 実施予定エコツアー内容の調整、学生コンテ

ンツ内容について 

17 中部 7月10日 
中部地方環境事務

所、なごや環境大学 
  環境白書を読む会に参加 

18 福井 7月15日 WAC おばま WAC おばま  今年度活動の流れとスケジュールについての打合

せ 

19 愛知 7月22日 名古屋市 

環境局 

工場課、環境

学習センター、

総務課 

 南陽工場ワークショップ打合せ 

20 福井 7月28日 
越前市イノベーション

研究会 
 （オンライン参加：中部地

方環境事務所、MURC） 
PF 事業打合せ③ 

21 岐阜 7月29日 
郡上市地域共生圏協

議会 
 

中部地方環境事務所 

（オンライン参加：本省環

境計画課、MURC） 

PF 事業打合せ③ 

22 長野 8月3日 松本市 
環境部環境政

策課 
長野県 NPO センター 11/10 開催信州セミナーの企画打合せ 

23 愛知 8月5日 名古屋市片平学区 

名古屋市片平

学区連絡協議

会 

学区関係者 3 名、名古屋

市コミュニティサポーター2

名 

企画原案についての検討、スケジュール 

24 愛知 8月6日 中部大学 
中部高等学術

研究所 
中高研研究者 2 名 ネットワークフォーラム素材作成研究内容 

25 長野 8月7日 
中部 COOL CHOICE

普及啓発促進研究会 
 

中部 7 県１市の地域地球

温暖化防止活動推進セン

ター担当者 

地球環境基金ナッジ活用実証研究 

26 愛知 8月11日 
中部 COOL CHOICE

普及啓発促進研究会 
 専門家 WG 会議メンバー 

地球環境基金ナッジ活用実証研究ガイドブック企

画 

27 愛知 8月12日 
片平コミュニティセンタ

ー 
 

学区関係者 1 名、名古屋

市コミュニティサポーター2

名 

ワークショップ会場現地確認 

28 愛知 8月18日 中部大学 
中部高等学術

研究所 
中高研研究者 2 名 ネットワークフォーラム素材作成研究内容 

29 全国 8月22日 日本環境教育学会 

第 31 回年次大

会（オンライン）

実行委員会  

学会員 学会口頭発表、シンポジウム聴講参加 

30 全国 8月23日 〃 〃 学会員 学会口頭発表聴講参加 

31 福井 8月26日 WAC おばま － － 業務打合せ 

32 愛知 8月31日 中部大学 
中部高等学術

研究所 
研究者等 7 名 ネットワークフォーラム開催計画等 

33 岐阜 9月5日 岐阜県環境計画課 
日本旅行岐阜

支店 
岐阜県の親子 川に親しむ森里川海エコツアー 

34 中部 9月8日 財務省東海財務局 財務部総務課 中部地方環境事務所 
パートナーシップ基盤強化業務に関わる説明と協

力依頼 

35 全国 9月8日 ESG 金融セミナー － － セミナー参加 

36 全国 9月8日 
九州 EPO、GEOC、関

東 EPO 
－ － PF 事業そのほか EPO 業務についての情報交換 

37 三重 9月10日 

伊勢志摩国立公園エ

コツーリズム推進協

議会 

SDGs 実現部会 

事務局：三重県

農林水産部み

どり共生推進課 

－ 
基盤強化・森里川海業務の会合に関わる地域ニ

ーズの確認打合せ 

38 長野 9月14日 
小布施市・スマートテ

ロワール協会 
－ 

本省環境計画、パシフィッ

クコンサルタント、ETIC、中

部地方環境事務所 

※支援事務局本部が設営 

PF 小布施の支援チーム派遣に関する打合せに出

席 

39 長野 9月14日 
小布施市・スマートテ

ロワール協会 
－ 中部地方環境事務所 

※EPO 中部実施打合せ 

PF 事業・意見交換会についての事務局打合せ 

40 三重 9月16日 
おわせ SEA モデル協

議会（尾鷲市） 

尾鷲市企画調

整課 
中部地方環境事務所 PF 事業・意見交換会についての事務局打合せ 

41 中部 9月18日 アール・エ北陸 －  PF 郡上、PF 越前の事務局コンサルとの打合せ 
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 県 日付 主体 担当部署等 同席者等 実施内容 

42 愛知 9月18日 
中部 ESD 拠点協議

会 

中部 ESD 拠点

協議会事務局

（中部大学国際

ESD/SDGs セ

ンター） 

構成会員 第 13 回中部 ESD 拠点協議会総会への参加 

43 愛知 9月23日 中部大学 
中部高等学術

研究所 
研究者等 2 名 ネットワークフォーラム関係資料の打合せ 

44 岐阜 9月29日 
郡上市地域共生圏協

議会 
 中部地方環境事務所 PF 郡上・第 2 回勉強会に参加 

45 中部 10月1日 中部地方環境事務所 － 中部地方環境事務所 インターン学生に EPO の紹介 

46 愛知 10月1日 
中部 COOL CHOICE

普及啓発促進研究会 
 専門家 WG 会議メンバー 

地球環境基金ナッジ活用実証研究ガイドブック検

討 

47 愛知 10月2日 日進市立東小学校  環境創研１名、他の講師１

名 
SDGs 出前授業打ち合わせ 

48 三重 10月5日 
東海財務局津財務事

務所 
総務課 

尾鷲市 2 名、中部地方環

境事務所 1 名 
PF 尾鷲・意見交換会への協力依頼打合せ 

49 富山 10月5日 PEC とやま  地元企業、環境活動者 SDGs チェックリスト WS 

50 福井 10月6日 
越前市イノベーション

研究会 
 中部地方環境事務所 PF 越前・第 1 回勉強会に参加 

51 三重 10月7日 

伊勢志摩国立公園エ

コツーリズム推進協

議会 

SDGs 実現部会 中部地方環境事務所 
基盤強化・森里川海業務の会合に関わる地域ニ

ーズの確認打合せ 

52 愛知 10月9日 中部大学 
中部高等学術

研究所 
研究者等 2 名 ネットワークフォーラム関係資料の打合せ 

53 愛知 10月9日 大府市環境課 環境係 環境課スタッフ 職員研修の依頼と打ち合わせ 

54 愛知 10月10日 
中部 COOL CHOICE

普及啓発促進研究会 
 専門家 WG 会議メンバー 

地球環境基金ナッジ活用実証研究ガイドブック検

討 

55 長野 10月12日 根羽村 総務課 MURC1 名 PF 根羽・意見交換会 10/14 の事前打合せ 

56 愛知 10月15日 
㈱よしもとエリアアク

ション 

取締役東日本

本部長（中部エ

リアマネージャ

ー、東海支社

長） 

中部地方環境事務所 地方創生に関わる取組の紹介、意見・情報交換 

57 福井 10月16日 
越前市イノベーション

研究会 
－ － PF 越前・意見交換会 10/27 の事前打合せ 

58 愛知 10月17日 
愛知県ユネスコスクー

ル支援会議 

愛知県教育委

員会生涯学習

課 

愛知県内のユネスコスク

ールの教職員、生徒、保

護者等 

愛知県ユネスコスクール交流会への参加（名古屋

市内ウィルあいちにて開催） 

59 愛知 10月20日 
愛知県環境活動推進

課 

環境活動推進

課 
愛知県職員 

愛知県内職員研修内容確認と合わせて行うアン

ケート項目の打ち合わせ 

60 長野 10月22日 長野県庁 
環境部環境政

策課 
中部地方環境事務所 11/10 信州共生圏セミナーについての打合せ 

61 長野 10月22日 長野県庁 
県民文化部県

民協働課 
中部地方環境事務所 

2019 年度福井 SDGs セミナー登壇についての御

礼と挨拶 

62 愛知 10月22日 中部大学 
中部高等学術

研究所 
研究者等 2 名 ネットワークフォーラム関係資料の打合せ 

63 長野 10月24日 
信州 ESD コンソーシ

アム 

信州大学教育

学部事務局 
コンソーシアムメンバー 通常総会参加 

64 三重 10月28日 
ネクストステップ研究

会 
 地元企業、環境活動者 SDGs セミナー 

65 愛知 10月29日 日進市立東小学校  児童 SDGs 出前教室 

66 岐阜 11月3日 岐阜県環境計画課 
日本旅行岐阜

支店 
岐阜県の親子 木に親しむ森里川海エコツアー 

67 愛知 11月11日 
片平コミュニティセンタ

ー 
 

学区関係者 2 名、名古屋

市コミュニティサポーター2

名、学識者（オンライン） 

ワークショップ開催打合せ 

68 愛知 11月16日 GEOC  GEOC1 名 地域循環共生圏 PF 等意見交換 
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 県 日付 主体 担当部署等 同席者等 実施内容 

69 福井 11月18日 
越前市イノベーション

研究会 
－ 中部地方環境事務所 PF 越前・第 3 回研究会の事前打合せ 

70 福井 11月27日 
越前市イノベーション

研究会 
 中部地方環境事務所 PF 越前・第 3 回研究会に参加 

71 福井 11月27日 
越前市イノベーション

研究会 
 越前市、中部地方環境事

務所、アールエ北陸 

PF 事業の今後の方向性等についての事務局打

合せ 

72 愛知 11月27日 名古屋市 環境企画課 - 
2/14 開催 ESD ネットワーク地域フォーラム参加依

頼打合せ 

73 富山 12月4日 富山市 環境政策課 - 
2/14 開催 ESD ネットワーク地域フォーラム参加依

頼打合せ 

74 石川 12月4日 金沢市 企画調整課 - 
2/14 開催 ESD ネットワーク地域フォーラム参加依

頼打合せ 

75 愛知 12月4日 
名古屋市立片平小学

校 
  子ども向け環境教育プログラム実施の打合せ 

76 中部 12月9日 中部地方環境事務所 － － 地球温暖化に関する中部カンファレンスに参加 

77 岐阜 12月16日 
郡上市地域共生圏協

議会 
 郡上市、中部地方環境事

務所、アールエ北陸 

PF 事業の今後の方向性等についての事務局打

合せ 

78 福井 12月17日 
越前市イノベーション

研究会 
 中部地方環境事務所 PF 越前・第 4 回研究会に参加 

79 石川 12月17日 金沢星稜大学  － 
2/14 開催 ESD ネットワーク地域フォーラムでの学

生登壇の依頼打合せ 

80 愛知 12月18日 中部大学   2/14 開催 ESD ネットワーク地域フォーラムでの学

生登壇の依頼打合せ 

81 愛知 1月8日 中部大学 
国際 GIS センタ

ー 
 2/14 開催 ESD ネットワーク地域フォーラムでの学

生登壇の依頼打合せ 

82 愛知 1月25日 東海学園大学  東海学園関係者 3 名 3/11 講演会講師依頼の対応と打合せ 

83 愛知 2月6日 
中部 ESD 拠点協議

会 

中部 ESD 拠点

協議会事務局

（中部大学国際

ESD/SDGs セ

ンター） 

中部 ESD 拠点 2021SDGs

フォーラム参加者 

中部 ESD 拠点 2021SDGs フォーラムにて EPO 中

部、中部 ESD センター取組発表 

84 長野 2月6日 
信州 ESD コンソーシ

アム 

信州 ESD コン

ソーシアム事務

局 

発表会参加者 令和 2 年度成果発表会で発表 

85 北陸 2月10日 日本政策投資銀行  
環境省環境計画課 2 名、

金融室 2 名、中部地方環

境事務所 2 名 

北陸エリアにおける脱炭素の取組の情報交換 

86 中部 2月27日 中部地方環境事務所 － － 地球温暖化に関する中部カンファレンスに参加 

 

(イ) EPO中部のイベント後援名義使用 

⚫ イベント等での EPO中部の後援名義使用について、下記の４イベントから依頼があり、イベン

ト企画書等を中部地方環境事務所の担当官と共に確認のうえ、使用を許可する対応を行った。 

※ 中部地方 ESD 活動支援センターによる後援については、全国センターが申請先となるため、

「5(4)ア.全国 ESDセンター及び地方 ESD活動支援センターとの連携」の項目で整理した。 

申請主体（行事主催者）：「なごや環境大学」実行委員会、名古屋市（※依頼は名古屋市環境局環境企画課） 

申請行事：SDGs まちづくりプロジェクト in 錦二丁目 

行事開催日：第 1 回…2020 年 8 月 19 日／第 2 回…2020 年 8 月 26 日 

開催方法：オンライン 
 

申請主体（行事主催者）：北陸 ESD コンソーシアム・石川県ユネスコ協会 

申請行事：2020 年度北陸ユネスコスクール交流会 

行事開催日：2020 年 12 月 13 日 

開催方法：オンライン 
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申請主体（行事主催者）：なごや環境大学実行委員会（※依頼は名古屋市環境局環境企画課） 

申請行事：SDGs まちづくりプロジェクト【報告会】 

行事開催日：2021 年 1 月 20 日 

開催方法：オンライン 
 

申請主体（行事主催者）：愛知県地球温暖化防止活動推進センター 

申請行事：気候変動対策交流フォーラム 

行事開催日：2021 年 1 月 29 日 

開催地：愛知県名古屋市、及びオンライン 

 

 定例報告 

⚫ 前項の対話の構築等に関わる EPO 中部が関わる審議会・委員会・検討会・会議等（他の団体

が主体のもの）への出席状況や相談対応状況のほか、EPO 施設の運営・利用状況については、

毎月、所定の書式で中部地方環境事務所へ提出、報告を行った。 

 

(3)施設の維持・管理 

 オフィスの防火・防災管理及び解錠・施錠管理 

⚫ 防火・防災管理については、法規定に則り、2018 年度に常勤スタッフが「防火・防災管理者」

講習を受講した上で消防計画書等を作成の上、管轄消防署への届出を行った。 

⚫ 防火・防災に関わる身のまわりのチェックを定期的（週 2 回程度）に実施しているほか、7 月

17 日にはビル内一斉の防火・防災検査が実施され、ビル管理会社を通して、中部地方環境事

務所による押印済みの検査結果書類を 9月 3日付で消防署へ提出した。 

⚫ いずれの届出書類も「防火管理台帳」による保管を行っており、また、各種届出等関係書類

は、中部地方環境事務所へも提示・確認を行った。 

【防火・防災点検結果報告書】 
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 施設・設備の維持管理 

⚫ 当施設の本年度の来館件数とメール・電話による問合せ件数の合計は次の通りであった。 

※ 2020 年 4 月・5 月、2021 年 1 月・2 月は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、

EPO施設内オープンスペースを短時間利用に限定した。 

※ いずれも「2020年 3月」の数値は 3月 22日時点で集計を行った。 

【施設の運用状況・使用状況等】 

 
業務実施

日数・計

（日） 

開館日

数・計

（日） 

来館者数・計（人） 来館件数・計 
メール・電話による

問合せ件数（件） 
スタッフ体制・計 

 日平均 

（人/日） 
 日平均 

（人/日） 
 日平均 

（件/日） 
 日平均 

（人/日） 

4 月 22 21 4 0.2 3 0.1 18 0.9 63 2.6 

5 月 18 18 6 0.3 2 0.1 16 0.9 61 2.5 

6 月 22 22 15 0.7 10 0.5 23 1.0 72 2.0 

7 月 22 21 16 0.8 10 0.5 28 1.3 61 2.2 

8 月 21 17 16 0.9 5 0.3 12 0.8 55 2.0 

9 月 24 20 23 1.2 10 0.5 25 1.3 67 2.4 

10 月 23 23 21 0.9 13 0.6 11 0.5 72 2.0 

11 月 26 20 16 0.8 6 0.3 13 0.7 84 2.2 

12 月 23 19 12 0.6 6 0.3 11 0.6 85 2.5 

1 月 19 19 16 0.8 9 0.5 8 0.4 81 3.1 

2 月 21 18 14 0.8 6 0.3 18 1.0 68 3.1 

3 月 15 15 7 0.5 3 0.2 8 0.5 44 2.9 

計 256 233 166 0.7 83 0.4 191 0.8 813 3.5 

【(参考)前年度・2019年度の実績】 

 
業務実施

日数・計

（日） 

開館日

数・計

（日） 

来館者数・計（人） 来館件数・計 
メール・電話による

問合せ件数（件） 
スタッフ体制・計 

 日平均 

（人/日） 
 日平均 

（人/日） 
 日平均 

（件/日） 
 日平均 

（人/日） 

4 月 20 20 22 1.1 10 0.5 32 1.6 60 3.0 

5 月 19 19 21 1.1 13 0.7 22 1.2 61 2.7 

6 月 22 19 25 1.3 17 0.9 33 1.7 68 2.8 

7 月 24 22 34 1.5 14 0.6 22 1.0 80 3.0 

8 月 18 18 37 2.1 17 0.9 12 0.7 68 2.6 

9 月 22 19 28 1.5 13 0.7 20 1.1 75 3.4 

10 月 21 21 23 1.1 14 0.7 13 0.6 79 3.3 

11 月 25 21 27 1.3 15 0.7 15 0.8 88 2.6 

12 月 24 20 19 1.0 17 0.9 16 0.8 72 2.9 

1 月 19 19 11 0.6 8 0.4 25 1.3 57 2.5 

2 月 20 18 16 0.9 5 0.3 21 1.2 50 2.4 

3 月 22 22 32 1.5 13 0.6 14 0.7 60 2.7 

計 256 238 295 1.2 156 0.7 245 1.0 818 3.4 

 

 オフィスの運営 

⚫ オフィスの運営及び業務実施に必要な機材・消耗品等を揃え、その使用料の支払、EPO 中部

及び中部地方 ESD センターの HP・メールアドレス・固定 IP の維持管理費用の支払等、維持

管理に必要な事務を適宜実施した。 

 





 

53 

 

４ 協働取組の促進のための業務 

(1)協働コーディネーターと連携したフォーラム(対話の場)の開催 

① 日時 

⚫ 2020年 11月 10日（火）13：00～16：30 

 

② 開催場所 

⚫ Mウイング／松本市中央公民館（長野県松本市） 

⚫ 一部プログラムを YouTubeで配信 

 

③ 出席者 

⚫ 49名（現地参加 20名、オンライン登壇 2名、YouTube視聴 27名） 

 

④ プログラム 

 〇ごあいさつ 

 〇情報提供・話題提供 

長野県気候非常事態宣言―2050ゼロカーボンへの決意― 

長野県環境部環境政策課企画係長 龍野 真一 氏 

今こそエコツーリズム・ワーケーション！～中部山岳国立公園における取組も交えながら～ 

環境省中部山岳国立公園管理事務所所長 森川 政人 氏 

〇地域循環共生圏とは（環境省事業の紹介） 

地域循環共生圏 

環境省中部地方環境事務所環境対策課主査 西田 清紀 氏 

〇地域循環共生圏づくりプラットフォーム構築事業採択地域の取組 

根羽村〔活動エリア：根羽村及び矢作川流域〕 

一般社団法人スマート・テロワール協会〔活動エリア：小布施町及び北信〕 

質疑応答 

〇ワークショップ 

「エコロジカルシンキング・ワーキングシート」で信州･地域循環共生圏を仮想してみる！ 

ファシリテーター：EPO中部 
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⑤ 開催案内チラシ 

 
 

⑥ 参加者アンケート結果 

⚫ 回答者数が少なかった（6 名のみの）ため、他のイベントの参加者アンケートとあわせて集計

した結果を「11.今後に向けて／エ．イベント参加者アンケート結果より」に整理した。 
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(2)協働コーディネーターの地元ネットワークを活用した環境教育

の推進【富山地域】 

 多様な主体との協働 

(ア) 共催・後援名義申請を通じた告知集客等への協力依頼 

① 実施概要 

今年度事業（セミナーとフォーラム）の実施に際しては、いずれもより効果的な告知集客等につ

ながるよう戦略的な後援名義申請を行った。 

⚫ 協働団体 

 高校教員向けセミナー：【後援】富山県教育委員会（高校教育管轄のため、うまく協力を

得られれば全高校に伝わる）※私学に向けては企画調整室私学振興担当を通じてメール

による県内全私立高校への周知を依頼した。 

 フォーラム：【共催】日本環境教育学会中部支部（全国周知につながる）【後援】富山県

教育委員会、富山県、富山市、北陸 ESD推進コンソーシアム、北日本新聞社 

 

② 結果 

⚫ 高校教員向けセミナー：富山県教育委員会を通じて、富山県下の全県立高等学校へチラシ配

布していただいた。私学には企画調整室私学振興担当より県下全私立高等学校へメール周知

していただいた。その結果、県立高校 11校、私学 2校、計 13校 22名の集客につながった。 

⚫ フォーラム：共催・後援依頼した団体を通じて広くチラシ配布等事前周知が行われ、オンラ

イン配信のリアルタイム視聴者が約 60 名となった。公開を続けている録画動画は翌日には再

生回数が 100を超えた（2021.2.4 16:45現在 再生回数 408）。 

 

(イ) 事業の協働運営 

① 実施概要 

今年度事業（セミナーとフォーラム）の実施に際しては、様々な主体と今まで構築した関係性を

元にしつつ、新たな団体も加えながら準備から当日に至るまで協働実施した。 

⚫ 協働団体 

 高校教員向けセミナー：富山県立大学（清水准教授）、北日本新聞社、富山テレビ（BBT

放送）、富山市、富山県教育委員会 

 フォーラム：【登壇】富山市環境政策課、北酸株式会社、黒部市社会福祉協議会、富山県

立砺波高等学校、【スタッフ協力】富山県立大学、松本大学、富山国際大学、sound 

ETHNOS（音響機材提供） 

 

② 結果 

⚫ 高校教員向けセミナー 

 富山県立大学（清水准教授）：富山県内の多くの高校と関係性を築いている清水氏の協力

により、セミナー企画時における高校への事前ヒアリングが実現し、高校の年間スケジ

ュールを勘案した日程決めやニーズに合わせたセミナー内容の調整が実現できた。集客

においても、各高校へのチラシ直接配布等で協力いただいた。当日は、講師のサポート

も引き受けていただき、参加した教員とすでに築かれた関係性から、セミナーを打ち解

けた状態で開催することができ、浸透度等をより充実させることができた。 

 北日本新聞社、富山テレビ：両社の SDGs 普及意向とタイミングが合い、北日本新聞は記

事に、富山テレビはその日の夕方のニュースで取り上げてもらうに至った。 
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⚫ フォーラム 

 多様なセクターの登壇者：それぞれの所属元に対する当該企画の認知につながり、より

多方面に伝えることができた。また登壇者同士が直接つながる機会にもなり、新たなパ

ートナーシップ構築にもつながった。 

 

 多様なセクターの運営協力：オンライン配信のテクニカルサポートを、関係のあった富

山県立大学の情報系の研究室・学生に依頼したことで、学生にとっては実地経験の場と

して、主催側には金額的な面で相互利益が生じる結果となった。また、関係する団体

個々人の特性や能力を反映した役割分担によって全員で作り上げたフォーラムという一

体感が生まれたと、事後の振り返りコメントで多く寄せられた。 

  

 

(ウ) 考察及び今後の展望 

今回の多様な主体との協働を経て、協働による次のようなメリットを実感するに至った。 

⚫ 協働する団体それぞれに主体性があるので、個で実施するよりも少ないインプットでより大

きな効果が得られる（例：集客数、伝搬範囲等）。 

⚫ 協働する団体それぞれが持つコネクションもさらに加味されることがあるため、雪だるま式

に多様な主体の巻込みが図られ、上記のような効果がさらに大きくなる。 

⚫ 異なる分野主体で 1つの事業に向き合うことで、相互の気づきが起点となるパートナーシップ

マインドが醸成される。 

 

今後は、このような協働によるメリットを理解したうえで、戦略的な協働促進・マネジメ

ントを行い、協働件数の増加を図り、多様な主体間での学び（環境教育・ESD 等）と協働のス

パイラルが生じることで、複雑な課題の根本解決（SDGs 達成）に繋がるような支援活動を展

開したい。 
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 フォーラム又はワークショップの実施 

(ア) 高校教員向け SDGs 教育導入セミナー（ワークショップ） 

① 実施概要 

⚫ セミナータイトル：高等学校教員向け SDGs教育セミナー 『「総合的な探究の時間」における

SDGs教育』 

⚫ 主旨： SDGs（エス・ディー・ジーズ：持続可能な開発目標）をテーマに探究学習を行う方法

を、ワークショップ形式で学び合う。 

⚫ 日程：8月 20日（木）13:30～16:30 

⚫ 場所：富山県民共生センター サンフォルテ 307室（3密を避けた広めの部屋） 

〒930-0805 富山県富山市湊入船町 6-7 TEL：076-432-4500 

⚫ 講師：佐藤真久（さとうまさひさ）氏：東京都市大学大学院環境情報学研究科教授 

⚫ 対象：SDGs教育に関心のある富山県内の高等学校教職員 

⚫ 定員：30名 

⚫ 内容（構成）：①SDGs の基礎知識、②高校の探究の時間における SDGs教育の実際 

⚫ 後援：富山県教育委員会 

⚫ 使用テキスト： 

①「探究×SDGs－地域課題解決のコツ－」②「未来の授業 私たちの SDGs探究 BOOK」 

⚫ チラシ 
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② 結果 

i) 参加者 

県立高校 11校（県内全 43校）、私学 2校（県内全 10校）、計 13校 22名 

→県内約 1/5の高校へインプットが図れた。 

  

 

 

 

 

ii) 実施内容 

⚫ グループ対話：これからの時代と 2050年の日本社会についての意見交換 

⚫ レクチャー①これからの時代と 2050年のありうる日本社会 

⚫ グループワーク（カードを用いたワークショップ） 

➢ 日本の社会課題（3つ選択） 

➢ 選択理由を共有 

➢ 社会課題どうし関連性を議論 

➢ SDGs との関連づけ 

⚫ レクチャー②： 

➢ 正解のない問いと共に生きる時代～「学び」の作戦変更～ 

➢ 教育改革に見られる探究モードへの挑戦～持続可能な社会の担い手づくり～ 



 

59 

 

➢ 探究の高度化・自律化：「国連・ESD の 10 年」、SDGs、観察に基づく発想 WW 型問題解

決モデル、思考ツールを活かす、グローバルな視点へ視座を高める、学習スタイルを活

かす、“問い”を作ることから“問いかけ”（社会化）へ 

➢ 事例紹介：横浜市 ESD 推進コンソーシアムの経験－公立学校における ESD の取組を主と

して－ 

 

  

 

iii) アンケート結果（回答者 24名） 

⚫ 満足度（大変満足・満足・やや不満・不満の 4段階） 

 

 
⚫ 良かった点/不満な点 

➢ 「探究」での学びに必要であるとわかった。本来ならば校長をはじめ管理職、教務主任

向けにやるべきと思った。 

➢ 17 の目標に目が行きがちであったが具体的にどのように生徒へ提示しようか参考になり

ました。 

➢ SDGs がツールで考える視点を持つために使うことができるということがわかった。企業

も本気で SDGsに取り組んでいることを知り学校だけではないことがわかった。 
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➢ SDGs と地域理解はつながらないものと考えていましたが密接につながっているというこ

とが理解できました。 

➢ SDGsについてたくさんの新たな視点が得られました。 

➢ SDGs について知らなかったことをたくさん知ることができたが内容レベルがやや高くす

ぐ実践できないことも多かったかなと思う。 

➢ SDGs に関する探究学習の方法を知ることができたし、SDGs の解決が個々ではなく総合的

解決の必要があることが分かった。いろいろな物事を繋げ社会を捉え直して自分を変え

て社会を変えていくということの大切さを感じた。 

➢ SDGs に対する理解が間違っていたことが分かった。単なる問題解決ではないことがわか

った。SDGs が目標とすることを正しく理解することができとても有意義なセミナーだっ

た。 

➢ SDGs の取り組み方や SDGs のイメージを大まかに掴むことができ大変勉強になりました。

ありがとうございました。 

➢ SDGsをツールとして自分ごとに落としていく体験がよかった。 

➢ 自分自身の理解が深まる機会となりました。変わっていくことの大切さを感じました。 

➢ SDGs を活用する本質的な授業プランを考えるのに役立ちました。新しい知見を頂きあり

がとうございました。ＷＷ型のアプローチが特に有効だと思いました。 

➢ SDGs を自分ごとにするための考え方や方法のヒントが得られました。また、問題解決の

時は問題解決最適化の視点を取り入れることが大切であることに気づかせていただきま

した。 

➢ これまでの教育では about in forのトライアングル重視であったが、これからは asが加

わり変容 transformが大切と知れた。また、変容も自他ともにということなので教師とし

て生徒だけでなく自分も変わっていこうと思った。 

➢ 学校現場ですべきことがわかりました。 

➢ まずは SDGsを知ること。つながりを作ることが大切だということがわかりました。 

➢ 現場の先生と生の意見交換ができたことは大変有意義だった。探究学習はスタートであ

り、聞かれたものとして大人にとっても継続的に実践していくことが重要。その意味で

様々なステークホルダーが集まったこのイベントは今後ますます重要なものになってい

くと感じた。 

➢ 考え方として重要な部分について共有できてよかったと思う。 

➢ 行政の立場での参加だったが、生徒教員だけでなく SDGs を広める必要があるように感じ

た。探究の方法についてもっと詳しく聞きたかった。 

➢ 今まで遠い存在だと思っていた SDGsを少し近くに考えることができた。 

➢ 佐藤先生の話、資料がとても分かりやすく 3時間があっという間だった。グループでの話

し合いは参考になり講義そのものが自分ごととして考えることができた。探究の時間で

授業しながらもやっとしていたことがストンと落ちた。 

➢ 「社会を変える。自分が変わる。」が印象に残った。 

➢ 探究のアプローチについてわかりやすく実践的に学ぶことができた。 

➢ 探究活動への SDGs の活用の手法やどのような力を伸ばしてくことが必要なのかなど詳し

く学ぶことができ大変有意義な研修でした。 

➢ 本質的かつ実践的な話を聞かせてもらった。ワークショップを交えることにより理解を

深めることができた。 

➢ SDGs の必要性が腑に落ちた。これまでも考えていたことでしょう？と思っていたがつな

がりが大切。ラベルだけでなく中身の変容を本気で求めていかなければいけないと思い

ました。 
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⚫ 今後実践したいと思う点 

➢ 「総合の時間で探究がなぜ必要なのか」について教員の意識レベルに差がある。校内研

修を行いたいと思いました。 

➢ SDGsに関する生徒向けの講座 

➢ SDGsの事柄を自分ごとにするための取組を行ってみたい。 

➢ SDGsの探究の進め方の例があったので 1学年 2学年 3学年を通した取組にしたい。 

➢ カードを使ったグループ活動、話し合い。 

➢ ゲームファシリテーターであるがゲームからさらに深めた探究であるべきだと考える。 

➢ ともに総合を担当する教員に総合的解決が SDGsのポイント！！と伝えたいと思います。 

➢ とりあえず“SDGs”の基本的なことを生徒たちとともに学びたい。また、少しでも統合

化自分化できるような声かけをしていきたい。 

➢ マルチステークホルダーの連携を一層強化していくことが大切と感じた。探究学習での

気づきをアクションとつなげていくための仕組みづくりを行っていきたい。 

➢ 課題をつなげていく導入から。探検を取り入れて生徒と共にわくわくできる活動をして

いきたいです。 

➢ 具体的な構想を与えていただいたと思います。連携のあり方も様々あるということがわ

かりました。 

➢ 現 1年生の課題研究→探究の時間につなげていきたいと思います。 

➢ 講座等で生徒に話す際の参考にしたい。 

➢ 授業ですぐにとはいかないが部活（美術部）で遊び探究しながら生徒たち自らが行動を

起こしていけるようにできたらと思います。カードを使い考えさせることは授業として

取り組みやすいかもしれません。考えていきたいです。 

➢ 新聞を使ってシステム思考をさせること。 

➢ 生徒は教科ごとにすべて別のものとして区別している。様々な問題を学習したことと関

連付けられるような考え方を個人変容、社会変容と関連させていければと思いました。 

➢ 探究活動のプロセスを「総合的な探究」の時間に活用したいと考えています。 

➢ 知る、理解することから実践していくためにまずは自分、地域で何が課題であるかを問

い直してみたい。 

➢ 日本の課題と SDGs を結び付け自分ごとに結び付けさせるカードを使用したグループワー

ク。 

➢ 魅力発見（まず現場）から課題発見につなげる。 

➢ 課題の同時解決へのアプローチ 

➢ 遊び（探検）をまず大切にしたいと思った。「課題を見つけよう」といっても問題意識

がない生徒が多くテーマが設定できない。探究プロセスがよくわかり生徒も明示するこ

とで進めやすくなると思う。 

⚫ 今後希望すること 

➢ PEC のスタンスは環境に立ち位置を持ちながら SDGs の同時解決を市民目線で取り組んで

いることが最大の特徴であり魅力だと思っている。これからも自立的な運営を期待した

いと思うとともにできることを協力したい。 

➢ セミナーに加え一般の皆さんも参加できるようなイベントの開催、協力ができればと思

います。 

➢ とりあえず“PEC とやま”について知識を入れたい。 

➢ またこのようなセミナーを開いていただければ幸いです。 

➢ またメールなど頂けたらと思います。 

➢ 学校での生徒及び教員を対象としたセミナー 

➢ 学校との連携をとる活動も行ってもらいたい。 
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➢ 私立高校であまり外部との交流がない。校内の生徒研修をお願いできるとありがたいで

す。 

➢ さまざまな活動をもっと幅広く多くの人にアピールしてください。知らない人が多いの

で。 

⚫ その他 

➢ いろいろなアプローチのヒントがありよかったです。 

➢ オブザーバーでの参加だったが実際にグループに参加させていただき大変勉強になった。 

➢ お忙しい中でしたがありがとうございました。 

➢ とても有意義な講座だったと思います。 

➢ 大きな方向性をいただきました。 

➢ 大変参考になりました。ありがとうございました。 

➢ 本日はとてもためになる勉強会でした。 

 

(イ) フォーラム 

① 実施概要 

⚫ タイトル：EPO 中部/PEC とやま主催 SDGs フォーラム 2020（オンライン開催）『SDGs 時代の

パートナーシップ ～「学び」と「協働」のスパイラルで未来を拓く～』 

⚫ 主旨：気候変動、新型コロナウイルスの世界的感染拡大等、SDGs 時代の“複雑な問題”を解

決するための、既存の枠組みや、従来の分野・領域を超えた、多様な主体のパートナーシッ

プによる「学び」と「協働」の繰り返し（スパイラル）手法について、富山の各主体による

事例をつなぎながら参加者と共に学び考える。 

⚫ 日時：2020年 12月 12日（土）13:30～17:20 

 開催方法：オンライン（Youtube Live）、学会からの参加者：Zoom、一般：youtube 

 登壇者及びスタッフ：サンシップとやま 604室（発信基地）or Zoom 

⚫ 講師：佐藤真久氏（東京都市大学大学院環境情報学研究科教授） 

⚫ 共催：環境教育学会中部支部 

⚫ 後援：富山県教育委員会、富山県、富山市、北陸 ESD 推進コンソーシアム、北日本新聞社 

⚫ 備考：環境教育学会中部支部大会の一般公開特別シンポジウム枠にて開催 

⚫ 当日参加 URL：https://youtu.be/ntCcwpdyTqY 

⚫ 当日プログラム 

➢ 13:30～13:40 オープニング 

➢ あいさつ：日本環境教育学会、環境省中部地方環境事務所 

➢ 特別シンポジウム概要：EPO事業の振り返り（2018～2020：PECとやま 堺） 

➢ 13:40～14:40 基調講演 

➢ 14:50～15:50 富山の事例紹介（主体別）： 

 富山市環境政策課 課長代理：東福光晴氏 

 北酸株式会社 アグリ・バイオマスグループ グループリーダー 藤井晃氏 

 黒部社会福祉協議会 経営戦略係長 小柴徳明氏 

 富山県立砺波高等学校 教諭 齊藤左世子氏  

➢ 16:00～17:00 パネルトーク『垣根を越えた「学び」と「協働」のスパイラルの実際』 

パネラー：事例発表者 コメンテーター：佐藤真久氏 

➢ 17:00～17:20 クロージング 
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⚫ チラシ 

 

② 結果 

i) 参加者 

⚫ リアルタイム参加者 82名：YouTube 31名、Zoom+会場 51名（スタッフ含む） 

 

⚫ 事後の動画再生回数（YouTube） 419回（2021.2.6 17:00現在） 
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ii) 実施内容 

※YouTubeにて当日の動画公開中（期限付き）：https://youtu.be/ntCcwpdyTqY 

⚫ オープニング 

➢ 日本環境教育中部支部大会実行委員長挨拶：田開寛太郎（松本大学） 

➢ 日本環境教育学会学会長挨拶：朝岡幸彦（東京農工大学） 

➢ フォーラム開始挨拶：堺 勇人（PECとやま） 

➢ 環境省 EPO中部挨拶：西田清紀（環境省中部地方環境事務所） 

➢ 本会の位置づけ説明：堺 勇人（PECとやま） 

  

⚫ 第 1 部：基調講演 『SDGs 時代のパートナーシップ～「学び」と「協働」のスパイラルで未来

を拓く～』 講師：佐藤真久氏（東京都市大学大学院環境情報学研究科教授） 

【要旨】これからの時代と 2050 年のありうる日本社会は不確実性の高い状況となり、それら

の解決には正解のない問いと共に生きるという「学び」 の作戦変更と、求められる統合的問

題解決と価値共創のための「協働」 の作戦変更が求められる。そのためにはパートナーシッ

プの多義性（手段、目的、権利として）を捉える必要がある。そのような実践例として、ロ

ーカルベンチャー推進協議会や環境省 SDGs を活用した環境・社会課題同時解決支援事業など

が挙げられる。VUCA時代・ SDGs 時代のサステナビリティを築くには、「学び」×「協働」の

相乗効果を生み出す関係性が不可欠で、SDGs という同じ星を見ながら、実践共同体・学習共

同体（協働して実践し、共に学び、共に愉しむ）、協同的探究（継続的で集合的な探究プロセ

ス）、コミュニケーション的行為（対話、問いかける）といった点を重視して実装を進める必

要がある。 

   

  

 

⚫ 第 2部：富山の事例紹介「変容を促す多様なチャレンジ」 

➢ 富山市環境政策課 主幹：東福光晴氏 

「SDGs未来都市が実践するパートナーシップ」 
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➢ 北酸株式会社 アグリ・バイオマスグループ グループリーダー：藤井晃氏 

「101 年目の朝に向けた SDGs の取り組み」：ガス業界としての再生可能エネルギーへの変

革プロセスと SDGsを標榜しつつも地域課題解決に根差した新たなビジネス創出について 

  

 

➢ 黒部市社会福祉協議会 総務課長補佐 経営戦略係：小柴徳明氏 

「５GOALS for 黒部」：地域課題解決目標を多様な住民同士で話し合い決め、SDGsになら

って分かりやすいアイコンで表示し、住民主体で地域を良くしていこうとする実践事例

について 

  

➢ 富山県立砺波高等学校 教諭：齊藤左世子氏 

「総合的な探究の時間」を通じた SDGsへの取組：地域関係者と協働して SDGsも絡めなが

らの探究活動を実践する中で得られた経験や生徒の変容について 

  

⚫ 第 3 部：パネルトーク「これまで/これからのパートナーシップ～前提のシフトと多義的な見

方～」 

➢ 要旨： 

➢ 佐藤氏の事例発表を受けた統括：皆さんがパートナーシップの場を作るチェンジエージ

ェントの役割を果たしていることを実感した。 

➢ 問１：SDGs をツールとしての使い勝手は？異なる者同士の横の連携がとりやすい、持続

不可能な社会が迫っていることを教えてくれる、アイコン化され見える化されているこ

とで一緒に取り組める、学校では教材そのものとして使える。 
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➢ 問２：コロナ禍をどう捉えていますか？統合解決しなくてはいけないことに気付かされ

る。線形な取組では解決できない。コミュニケーション方法（オンライン活用等）は手

探り、世界がつながっていることが自分ごとになった、福祉領域で触れ合わない・集ま

らないで支えなくてはという難しいなぞなぞを突き付けられている、地域の行事など来

年どうするかを本質的に考えることになっている、自分ゴトになる教材というプラス面

も実感している 

➢ 佐藤氏：SDGsは矛盾の産物、17ゴール個々でなく、矛盾そのものに SDGsの繋がりを捉え

ながら対応することの必要性、そして一人一人の在り方・向かい合い方が重要になって

いることを実感した。SDGsは達成するものでなく意思。 

➢ 問３：異なる動機を持つ主体と協働するメリットは？気づかなかったところに気付ける、

自分にないものが集まることで個では不可能だったことが可能になることを経験しつつ

ある、集まることが先でなく、一人でできなくなったときに必要な人を巻き込むのがい

い、あとから加われるようにあえてスペースを開けて物事を始める、生徒が学ぶだけで

なく教員も学び、地域も学ぶ相互学習体制ができる。 

➢ 問４：これからのパートナーシップとは？SDGs を標榜した自治体間でのパートナーシッ

プ、組むことで互いの存在意義に気付き組むメリットをお互いに実感することでパート

ナーシップも促進される、SDGs をキーワードにつながるステークホルダーを広く捉えた

い、SDGsを通じた取組が結果的に 1つ動くと何かにつながる。 

➢ 佐藤氏：前線で活躍されている方々だからこそのコメントは力強く富山のファンになり

ました。同時解決型のアプローチをこれからも一緒に。 

 
 

iii) アンケート結果：回答数 12名 

⚫ 満足度（大変満足・満足・やや不満・不満の 4段階） 
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⚫ 感想等 

➢ 佐藤さんのわかりやすいお話、また事例紹介の方の具体的なお話、どれも素晴らしかっ

たです。SDGs を知ることにより、たくさんの素晴らしい方の活動を知ることにつながる

のが、何よりも自分のプラスになっていると感じています。学びを深め、少しでも役立

つ活動ができるようになりたいと思います。ありがとうございました。 

➢ SDGsの取組が伺え参考になりました。今後の活動に繋げていきたいです。 

➢ 基調講演から全体の流れがとても良かったです。 

➢ 今回のシンポに参加させていただき、大変勉強になりました。私は中国からの留学生と

して、日本の学校、NPO、企業、行政などの事例を見ながら、母国の状況や社会背景など

比較し、日本の方がものすごい SDGsの推進に力が入れ、top-down と bottom-up 双方向

に連携しています。中国の方はやはり top-down 一方通行ですが、トップの意識はまだ届

いてないそうです。その結果は民間事業がなかなかやる気もない気がします。SDGs は日

本の方が世界で一番進んでいるのではないか。もう一つ考えたのは、partnership は 

leadership と citizenship 合わせて考えなければならないですね、SDGsの目標はやは

り行動できる人と繋がり、地域の課題や社会問題でもリーダーたちが SDGs 意識を持たな

いとなかなか連携しづらい気がしました。また、それぞれの立場、目的が違い団体は如

何やら cooperation と collaboration、重要な課題だと感じました。コロナ中はこういう

ような WEBシンポに参加して色んな角度から学習ができて、ありがとうございました。 

➢ 佐藤先生が編纂された『SDGs とまちづくり』の執筆に参加させていただきました市川享

子（東海大学）です。グローバルと現場（ローカル）を SDGs とパートナーシップでつな

ぐロジックがシャープかつ明確で、大変刺激を受けました。 

➢ 私は黒部市社会福祉協議会（小柴氏がリーダー）5goals for kurobe に関わらせていた

だいていますが、グローバル issues とローカル issues の連関のビジョン／モデルを、

本日の佐藤先生がお示しくださいました、パートナーシップ論でダイナミックに立ち上

がっていましたこと、素晴らしかったです。 

➢ 黒部の取組がどう SDGsにつながっているか、可視化する機会になったと思います。 

➢ 大変楽しい深い会合でした。すばらしかったです。 

➢ 今回は非常に良い場でした。 

➢ 富山の様々な取組をお伺いでき、大変勉強になりました。環境教育でも、持続可能な開

発の議論に関連して、「教育」とは何かと問い直す議論がなされてきました。社会変革

に向けた行動に繋げるための教育の役割を、引き続き、見つめていきたいと思います。

理論と実践の両輪を回す上でも、環境教育学会中部支部とのパートナーシップを、ぜひ、

宜しくお願いいたします！ 

➢ 本日は堺さんの司会進行が素晴らしかった、この一言に尽きると思います。 

➢ 準備段階では正直不安もありましたが、始まってみるとその不安が消えました。 

➢ 今後の学会大会のひとつの形として定着させたいですね。 

➢ とてもよかったです！ 

➢ 本日はありがとうございました。環境教育における ICT活用を専門として研究している立

場としても、考えを深めるヒントをたくさんいただいたと感じています。 

➢ 社会課題の時空間スケールが拡大するにあたり、デジタル技術・情報通信技術の活用は

ますます重要になると思います。ただ、これらの技術は身体性の欠如により「自分ごと

化」に対してはネガティブに作用する可能性も考えられます。デジタル・情報通信技術

の活用における自分ごと化への配慮も重要になってくると思いました。 

➢ また、「見える化」のインパクトは非常に大きい一方で、往々にして何かを削ぎ落とし

て単純化する「見えない化」の側面もあります。佐藤さんの「安全と安心」のお話にも

あったように、客観的に「見える化」されたものに対する、削ぎ落とされがちな個々の

感情を置き去りにしない配慮が重要になるのかと思いました。 
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(ウ) 事後調査 

① セミナーの事後調査の実施 

i) 調査概要 

⚫ 調査対象：富山県立砺波高等学校 教諭 齊藤 左世子 氏 

⚫ 調査日時：2020年 11月 20 日（金）15:00～16:00 

⚫ 調査方法：高校へ訪問 

 

ii) 調査結果： 

校長先生と共にご対応いただいた。本セミナーが契機となり下記のような変容につながったと

お答えいただいた。 

⚫ 当校から 3名参加したことで、研修内容を広く共有することができ、実際の現場に取り入れる

ことにおいては、生徒の主体性を重視する点や地域との協働関係を築くこと等が特に参考に

なった。 

⚫ セミナーのご縁から、富山県立大学の清水先生から SDGs に関するレクチャーを 1 コマしてい

ただくことにもつながった。 

⚫ （後述のセミナーへの事例発表を引き受けていただくことを受けて）当日午前中に当校の探

究学習成果発表会があり、その発表を経て午後のフォーラムへ登壇します。生徒たちが実施

してきたことの SDGs意識づけを強化する意味でがんばって発表したい。 

 

② フォーラムの事後調査の実施 

i) 調査概要 

⚫ 対象者：北酸株式会社 藤井晃氏 

⚫ 調査日時：2021年 1 月 21 日（木）14:30～15:00 他 

⚫ 調査方法：訪問等 

 

ii) 調査結果： 

藤井氏と事後複数回お会いする中で、次のような変

容が認められた。 

フォーラムを経て手段にとどまらないスループット

（目的）としてのパートナーシップの重要性につい

ても認識し、事後はその認識を社内にも共有しなが

ら、意識的なパートナーシップによる事業開発を行

うようになった。また、本フォーラムの 1 か月後に

行われた富山県主催の SDGs フォーラムに藤井氏が事

例発表者として登壇した際には（下方写真）、発表内

容がパートナーシップの重要性を強調するものであ

ったため、社内のみならず社外にも広く伝搬する役

割を担うに至っていることを確認した。 
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 情報の共有 

(ア) ３カ年のまとめ 

⚫ 本事業は、富山県内を中心とする北陸・信州地域における第５次環境基本計画に沿った環境

教育支援業務として下記のようなスキームにて実施してきた。 
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⚫ ２年目までスキーム通りの事業を行うことができ、３年目となる本年度は、具体的には下記

紺色の注釈にある事業を展開し、既述のような成果を得ることができた。 

 

 

 

(イ) 「活動見える化プログラム」を活用した情報共有 

⚫ 本業務での取組内容を「持続可能で包摂的な社会実現に向けた中間支援的アクション」とし

て、PEC とやまと EPO 中部による活動見える化プログラムのチャート図を作成した。（作成し

たチャート図は、次項「（４）活動の見える化」に掲載。） 
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(3)協働コーディネーターの地元ネットワークを活用した環境教育

の推進【福井地域】 

 多様な主体との協働 

地域循環共生圏と食のまちづくりを掛け合わせた協働推進 

(ア) 「食のまちづくり」の現状と課題 

① 小浜市のこれまでの取組 

小浜市では平成 14年から「食のまちづくり条例」が施行されている。「御食国（みけつくに）」と

しての歴史風土や海山川に恵まれた豊かな自然環境に基づき、“食”を核に環境・社会・経済の

地域循環を市民協働で目指した、正に地域循環共生圏に相当する内容である。主に行政的取組と

しては幼児期からの食育の義務化、地場産の全校自校式給食、食文化の掘り起こしやアーカイブ

などの社会教育事業を強く推進してきた経緯がある。 

 

② 地域の課題と食のまちづくりの現状 

約 20年近くに及ぶ市を挙げた取組によってでも、地域循環が達成されているとは言い難い現状に

ある。依然として過疎化が深刻で地域は衰退傾向にあり、学校給食の調理師の成り手不足といっ

た食のまちづくりの基幹事業まで揺らぐ形として影響が広がってきている。地場産業においては

放棄地や獣害が増え、食を育む自然環境そのものも荒廃が進んでいる。 

 

(イ) 協働による食のまちづくりの見直し：地域循環共生圏の観点から図りなおす 

地域循環共生圏の概念からすれば、小浜市はそれを先駆けて取り組んできた自治体とも言えるが、

（ア）①で述べたような現状がある。これまでは小浜市独自の取組として差別化戦略的位置づけ

や内部評価に依っていたが、現在においてその理念や概念は、SDGs や地域循環共生圏という形で

一般化されてきている時代にある。そのため、そのような世界的な指標及び国の指標に基づいて

現在の行政取組や市民活動との整合性や適性を分析し、食のまちづくりの見直しを図った。 

 

 フォーラム又はワークショップの実施 

(ア) 地域循環共生圏 in 小浜市～食のまちづくり 2.0～における SDGs・地域循環共生圏 

活動見える化ワークショップ 

① ワークショップの実施 

2020年 9月 12日（土）に実施し、計 12名が参加した。EPO中部が開発した SDGsの「活動見える

化シート」を活用して、事前に行政や市民活動（企業含む）の取組を記入して集め、食のまちづ

くり条例の内容を SDGsの指標に分類し、取組を当てはめる分析を行った。食のまちづくりと地域

循環共生圏の相性は良く、取組との整合性や関係性に大きな逸脱はなかったが、社会面における

条例と一部の市民活動との関係性の弱さが少し目立った。 
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② ワークショップの感想 

ワークショップによって小浜市の食のまちづくりは地域循環共生圏に当てはまり、あらゆる取

組がそれに準じていることが分かったと同時に、20 年近くに及ぶ小浜市の取組によってでも地

域循環共生圏を達成できていないという現実も浮き彫りとなり、問題提起の根本的な修正の必

要性を感じた。また、一部の市民活動との関係性の弱さでは、過疎地区における自主的なコミ

ュニティタクシーの運営といった「衰退上にある地域ニーズ」の取組に対して拾い上げられる

ような条文が見受けられなかったことから、現在の地域が求めているものと小浜市が求める地

域の姿との間にギャップを感じた。 

 

③ ワークショップ後に直面した事態 

同年 10 月に小浜市の上根来集落が居住ゼロにより行政区から消滅するという市にとって初の事

態が起きた。上根来集落は元住民や NPO や地元高校などが協働して、深刻な過疎地における地

域やコミュニティの持続可能な在り方を探りながら地域活動を支えてきた集落である。ワーク

ショップで浮かび上がってきた課題とこの実例が後押しとなり、活性化の文脈だけではなく、

地域の持続可能性について止まらない人口減少を前提とした“縮小していく地域社会に適応す

る地域づくり”の重要性を再認識し、その観点から食のまちづくりと地域循環共生圏を掘り下

げることにした。 

 

(イ) 小浜市地域循環共生圏フォーラム 

① フォーラムの実施 

「人口減少社会における地域の課題と食のまちづくり」をテーマに 2020 年 12 月 20 日（日）に

実施し、計 50 名が参加した。基調講演に「撤退の農村計画」著者で金沢大学准教授の林直樹氏

による講演を行い、講演内容に沿った実例として上根来集落の経緯や取組を NPO 法人 WAC おば

まから事例紹介を行った。その後、上根来の元住民団体や EPO 中部を含めてパネルディスカッ

ションや会場との意見交換を行った。フォーラムの参加対象として小浜市市民協働課の協力を

仰ぎ、小浜市各地区の「まちづくり推進協議会」のメンバーから動員をかけた。 

 

② フォーラムの感想 

“縮小していく地域社会に適応する地域づくり”は、ともすれば地域の切り捨て議論になりか

ねず不安要素が大きかったが、現実に起こった上根来の事態と林直樹氏による丁寧な学術的な

観点からの補強により、大きな混乱もなく地域の方々と共有できたことは大変意義深く、参加

者も肯定的に捉えた意見が多かったのも印象的であった。地域づくりは１つの方向性に依りか

かるのではなく、幾つもの選択肢を想定して選び判断を下すところに地域の自主性が生まれ、

持続可能な地域社会を築く土台になっていくものと感じた。 
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(ウ) 事後調査の実施 

① ワークショップに関する事後調査 

小浜市市議会議員 K・H氏 

SDGs の重要性の理解がより深まった。またワークショップによって俯瞰的に見て小浜市の「食の

まちづくり条例」がローカル SDGsと言われる地域循環共生圏との相性が良いことも分かった。た

だ、食のまちづくりも現実には様々な課題があるため、具体的にどうやって地域循環共生圏を実

現していくのかはこのワークショップではまだ見え難いと感じた。 

 

② フォーラムに関する事後調査 

まちづくり協議会 O・T氏 

地域づくりにおいてこれからのキーワードは“持続可能性”や“地域循環”であると思った。ま

た、地域の“撤退論”はおそらく 10年くらい前の自分では受け入れられなかったと思うが、実際

に地域の現場においては人口減少であらゆる役務が少数の個人に集中してきているし、地区もイ

ベント地獄のようになっていて活性化どころか疲弊してきている現実があるため、今の自分には

その必要性が共感できてよく理解できる内容であった。 

 

 協議会の運営 

(ア) 小浜市地域循環共生圏協議会 

① 行政との協議（縦割り行政の課題） 

まず昨今のコロナ禍においての対応で協議会の調整が困難を極めた。そのため、前半においては

主に NPO 法人 WAC おばまと行政間のみの最小体制でワークショップの前後に細かく時間を設けて

協議を行った。小浜市人口増未来創造課（企画課）・環境衛生課・市民協働課・食のまちづくり

課と小浜市における地域循環共生圏について意見を擦り合わせた。課題としては SDGsや地域循環

共生圏、そして食のまちづくりのような幅広く横断的な概念を主体的に受け持ち率先して進める

ような部署がどこも当てはまらず、また元より部署間の連携の希薄さもあり、テーマの焦点を絞

り込む必要性を感じた。 

 

② 上根来集落との協議（フォーラムに向けての聞き取り調査） 

フォーラムに向けてテーマを絞り込むきっかけとなった上根来集落では近い将来に廃村になる場

合に備えて、今年度に元住民たちと「地域版エンディングノート」の制作ワークショップを行う

予定でいたが、コロナの影響と 10月に行政区から消滅した理由である最後の住民の上根来区長が

7 月に逝去されるという不幸が重なり実施は叶わなかった。そのため、フォーラムで事例紹介す

る形で、元住民団体（百里会）に上根来の過去から現在に至るまでの経緯について聞き取り調査

を行い、地域の了承を得た。 

 

③ まちづくり推進協議会との協議（コミュニティセンター化事業と地域循環共生圏） 

今事業で見えてきた“縮小していく地域社会に適応する地域づくり”に対する課題として、小浜

市の中で深く関わってくる事業と想定されるのが「地区公民館廃止からのコミュニティセンター

化」であったため、1 月 26 日（火）に NPO 法人 WAC おばま・小浜市市民協働課・3 地区のまちづ

くり推進協議会代表者による 9 名で協議会を行った。上根来のように集落単位の維持が難しくな

ってきた現代において、地区単位まで範囲を広げて地域の運用を考えるコミュニティセンターの

動きは必然と言えるが、地域の理解が難しくコミュニティセンター化は停滞している現状にある。

地区側の意見としては、今の地域が求めているのは活性化のコンテンツよりも、人材が減ってい

る中でも地域活動の数は増え続けて重荷になっている状況についての訴えが大きく、組織体制の

スリム化や地域活動の整理や統合を求める声が目立った。また、そのような議論を内部から起こ
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すのは難しいため、きっかけづくりや緩衝材になる中間組織の必要性も挙がり、地域循環共生圏

のプラットフォーム構築との合致点も見られた。 

     

 

 情報共有 

(ア) 本事業における『地域版エンディングノートの作成』の検討 

① 地域版エンディングノートの経緯について 

地域版エンディングノートは小浜市で最も過疎化が深刻な山間地域の上根来地区（集落）で実施

する予定であった。上根来地区は当法人（NPO 法人 WAC おばま）が 10 年に渡り地域活動を支援し

てきた地域である。実質的な居住者はいないが地域から離れても元住民によるコミュニティ（元

住民団体「百里会」）が存続し、外から通う形で地域の保全や維持が今もなされている特異な地

域性に注目してきた。 

地域住民と外部の NPO や地元高校との協働連携による様々な取組活動で地域を支えてきたが、誰

もが近い将来に廃村になり得ることは感じていたため、保険的な取組として「地域の何を諦め、

何を残すか」を整理する地域版エンディングノートを当法人から提案し、2019 年度から上根来区

長及び百里会と検討を重ね、本事業のフォーラムで基調講演を頂いた金沢大学准教授の林直樹氏

を招いてワークショップを行う計画を進めていた。 

コロナによる４月からの緊急事態宣言を受け、事業の性質上密を避けられないため日程を延期し

た。その後７月に上根来区長の突然の訃報が届き、住民感情的にも事業を行える状況ではなくな

った。そして、上根来区長が最後の住民票を持っていため、10 月をもって上根来は行政区から消

失する事態となった。 

 

② 聞き取り調査 

報告書で述べたように上根来のような現実を踏まえて本事業の主軸を「縮小していく地域社会に

適応するまちづくり」に移行し、林直樹氏が提唱する「撤退の農村計画」に着目した。撤退の議

論は非常にデリケートでセンシティブな内容を含むが、現実に起きた上根来の実例が訴求力にな

ることが判った。 

11 月には上根来では“これから”のことを考えられる状態にはまだなかったため、改めて歴史的

な経緯を含む“これまで”のことを百里会中心に聞き取り調査を行ったところ、今も上根来が維

持されている大きな要因として、百里会の現役世代の親世代が戦略的に描いた結果にあることが

分かった。経済発展や外材の輸入によってあらゆる地場産業が衰退してしまった上根来において、

地域の生き残りをかけた最後の産業が大規模畜産業であったが、それと同時に保険的にコミュニ

ティを維持したまま麓への集落移転を画策していた。結果的に平成初期の食肉輸入自由化が致命

傷となり廃業に至ったが、コミュニティは生き残って今の通う形で地域が保全される状況を生み

出すことに成功していた。 

 

③ 小浜市地域循環共生圏フォーラムに向けて 

12 月 3 日には金沢大学に出向いて林直樹氏とフォーラムに向けて情報共有と意見交換を行い、上

根来の経緯や状況は「撤退の農村計画」においても理想に近い形で進んでいることが理解できた。 



 

75 

 

 

④ 今後について 

行政区から消えても上根来の取組は続く。しかし依然として、現在の中心となっている世代から

次の担い手となると厳しい現状にあるため、「地域の何を諦め、何を残すか」の問いは今後も必

要であるが、このような問題は一つの地域といった“点”による視点だけでは解決し得ないもの

であると考えられることから、本事業によって小浜市全体で共有できた事実は希望に思う。 

 

(イ) 本事業を終えての感想：地域づくりには複数のシナリオを 

① 苦慮した点 

今回の事業において一番苦慮したのは、仕様書に「食のまちづくり」と「地域版エンディングノ

ート」というキーワードが同時に並べられていたことである。どちらも方向性が違うため、これ

まで住み分けて取り組んできていたことを一緒に混ぜて考えるというのに当初は混乱したが、最

終的にはその混乱にあたる理由の部分がヒントになり前進したとも思える。 

ワークショップで分かったのは、「小浜市の食のまちづくりは SDGs や地域循環共生圏に当てはま

る」という“ただそれだけ”の事実であったが、“だから良い”ではなく、深刻なのはそれに 20

年近く取り組んできて尚衰退傾向にある地域の現実の方にあると思われた。 

当初は自分自身“住み分けて考えていた”というように、食のまちづくりを活性化の観点から捉

えていたため、足りないところを補強するようなイメージでいた。しかし担い手不足で喘いでい

る地域の現状から考えれば、それを“誰が”やるのか他力本願的な期待にしか思えず、根本的な

ところから考えを改め直す必要に迫られた。 

 

② 地域循環共生圏に求めること 

地域づくりにおいては、活性化の文脈を用いたコンテンツが持て囃される風潮が感じられる。食

のまちづくり然り、地域循環共生圏も地方創生を引っ張っているため活性化の文脈が目立つよう

に見受けられる。確かにそのような活性化による上向きのベクトルの地域づくりも大切ではある

が、一方で地方の現実としては人口減少という間違いなく右肩下がりが続く要素を特に考慮しな

ければならないと思う。そこには本事業で見出した“縮小していく地域社会に適応する地域づく

り”のように地域の撤退シナリオを含めた保険的な地域づくりの必要性を大いに感じた。また、

そのようにシナリオを複数用意して戦略的に同時進行させることは、地域づくりに柔軟性と多様

性が生まれるようになると思われる。 

本事業ではそのような地域に潜在していたニーズを顕在化できたことに大変意義があるように思

えた。おそらくまだこのような観点は一般化されていないと想像できるが、これからの時代では

より顕著に現れてくるのは確かだと思われる。可能であれば環境省の地域循環共生圏の中にも共

有して頂きたい事柄であり、またこの小浜市でそれを示すことができるように努力していきたい

と思う。 
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(4)活動の見える化 

(ア) ｢活動見える化プログラム｣のチャート図作成 

⚫ 2018 年度から構築に取り組んできた「活動見える化プログラム」のチャート図を、前項・富

山地域業務、福井地域業務や、地域循環共生圏づくりプラットフォーム構築事業の採択団体

である PF 尾鷲（おわせ SEA モデル協議会）、PF 小布施（北信スマート・テロワール協会）の

事例において作成した。 

⚫ また、ESD業務（次項で詳述）において実施した「ESDネットワーク地方フォーラム」のイベ

ントで SDGs未来都市としての取組発表を行った富山県富山市、石川県金沢市、愛知県名古屋

市について、取組内容を「活動見える化プログラム」のチャート図に整理した資料を作成、

提示し、イベント内で学生とのディスカッションを実施した。 

 

【2020年度作成チャート】 

 事例名 活動団体／活動エリア 備考 

① 
持続可能で包摂的な社会実現に向

けた中間支援的アクション 
PEC とやま／富山県 協働コーディネーター連携業

務（ワークショップでの検討

材料資料等として作成） ② 
福井県小浜市『食のまちづくり』

条例第 5 章が求める活動 
福井県小浜市 

③ おわせ SEA モデル 
おわせ SEA モデル協議会／三重県

尾鷲市 地域循環共生圏 PF 事業へ

の支援（意見交換会への提

示資料として作成） ④ 種の図書館プロジェクト 

OBUSE 食と農の未来会議、一般社

団法人スマート・テロワール協会

／長野県小布施町 

⑤ 
コンパクトシティ戦略による持続

可能な付加価値創造都市の実現 
富山県富山市 ESD ネットワーク地方フォ

ーラムで SDGs 未来都市の

取組を発表（ディスカッシ

ョン資料としてチャート作

成） 

⑥ IMAGINE KANAZAWA 2030 石川県金沢市 

⑦ 
なごや環境大学 SDGs未来創造クラ

ブ 
愛知県名古屋市 

 

※ ①：前項「(2)協働コーディネーターの地元ネットワークを活用した環境教育の推進【富山地域】」

で開催したセミナー、フォーラムにおいて協議、フィードバックを行ったうえで、コアとなる事

業についての「活動見える化プログラム」チャートを作成した。 

※ ②：前項「(3)協働コーディネーターの地元ネットワークを活用した環境教育の推進【福井地域】」

で実施したワークショップ、フォーラム、協議会において協議、フィードバックを行ったうえで、

コアとなる事業についての「活動見える化プログラム」チャートを作成した。 

※ ①～⑦の実際に作成したチャート図については、次頁以降を参照。 
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① 持続可能で包摂的な社会実現に向けた中間支援的アクション（PECとやま／富山県） 
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② 福井県小浜市『食のまちづくり』条例第 5章が求める活動（福井県小浜市） 
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③ おわせ SEAモデル（おわせ SEAモデル協議会／三重県尾鷲市） 
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④ 種の図書館プロジェクト（OBUSE食と農の未来会議、一般社団法人スマート・テロワール協会／長野県小布施町） 
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⑤ コンパクトシティ戦略による持続可能な付加価値創造都市の実現（富山県富山市） 
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⑥ IMAGINE KANAZAWA 2030（石川県金沢市） 
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⑦ なごや環境大学 SDGs未来創造クラブ （愛知名古屋市） 
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(イ) ｢活動見える化プログラム｣の活用 

① 地域循環共生圏づくりプラットフォーム構築事業での活用 

⚫ 作成した活動見える化プログラムのチャート図については、作成過程で各団体による確認工

程を経て、作成後は各団体で活用いただけるようフィードバックを行った。 

⚫ 地域循環共生圏づくりプラットフォーム構築事業の PF 尾鷲、PF 小布施については、チャー

ト図を事業の一環として実施した「意見交換会」で活用した（「６．地域循環共生圏の創造

に資するための推進業務」参照）。 

 

② Webサイトでの公開 

⚫ 「活動見える化プログラム」の概説及びチャート図を、EPO 中部 Web サイト（リニューアル

公開後）に掲載し、2019年度作成の３つのケーススタディの事例チャートと共に、2020年度

作成チャートを公開した。 

⚫ また、Webサイトでの公開については、EPO中部による協働プロジェクト、地域循環共生圏関

連事業の事例として、チャートの形に整理して継続的に事例蓄積を行うこととした。 

【EPO中部ウェブサイトの「活動見える化プログラム」コーナー】 

https://www.epo-chubu.jp/tool/mieruka-program 

 

https://www.epo-chubu.jp/tool/mieruka-program
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③ 作成フロー・基本モデルの提示 

⚫ 「活動見える化プログラム」のチャート図は、これまでのプログラム構築のためのケースス

タディ等において、事例の取組団体へのヒアリング、分析表への記入等の過程を経て、次チ

ャートを現時点の基本モデルの完成形としている。 

【活動見える化チャートの基本モデル】 

 
 

⚫ チャート図の作成方法（チャート作成事例の取組団体へのヒアリング事項、作成過程で記入

する分析表等）について整理し、次スライドにとりまとめて解説資料として公開、活用して

いる。 
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５ 中部地方 ESD活動支援センター運営業務 

(1)ESD活動を支援するための情報共有等 

 ESD のための SDGsチェックリストの活用及びパッケージ化 

(ア) SDGsチェックリスト活用セミナーの開催 

① 日時 

⚫ 2020年６月 29日（月）13：30～16：00 

 

② 開催方法 

⚫ オンライン開催（YouTubeライブ配信、後日公開） 

 

③ 参加者（及び視聴者） 

⚫ 計 49名 

⚫ ライブ参加…31名（コア参加：４名／聴講（YouTube 視聴）：27名※ユニーク視聴者数） 

⚫ 開催後の録画配信…視聴者 18名（※６月 29日～７月８日公開期間中のユニーク視聴者数） 

⚫ その後も YouTube で公開中（https://youtu.be/etIuTlXFz3Q） 

 

④ プログラム 

 開会／挨拶とご案内（オリエンテーション）／コア参加者紹介 

【第 1部】体験しよう！実は身近な SDGs 

「SDGsってなんだ？」SDGs内容に関する話題提供、クイズ、質疑 

「身近な SDGsを考えてみよう！」SDGsチェックリスト、ワークシートの記入体験、 

 コア参加者の発表 

【第 2部】SDGsチェックリスト活用ファシリテーター講座 

「ツールパッケージについて」各ツールの内容と想定する使用場面の説明、質疑 

「コア参加者ワークショップ」SDGsチェックリスト活用企画ワークショップ、 

ディスカッション、まとめ 

 終了挨拶 

 〔進行〕原 理史（中部地方 ESD活動支援センター） 

 

⑤ 参加者アンケート結果 

⚫ 今回のセミナーに対し、アンケー

トに回答した 9名のうち、5段階評

価【5=たいへん良かった／1=良く

なかった】において、［5］または

［4］を選択した方が 7 名、［1］を

選択した方が 1名となっている。 

 

  

https://youtu.be/etIuTlXFz3Q
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⚫ セミナーの内容理解について、アンケートに回答した 9 名のうち、5 段階評価【5=たいへんよ

く理解できた／1=全くわからなかった】において、［5］を選択した方が 5名、［4］を選択した

方が 4名で、［1］・［2］・［3］を選択した回答者はいない。 

 

 

⚫ SDGs チェックリストの活用方法について、アンケートに回答した 9 名のうち、「ワークショッ

プやセミナーなど催事のワーキングで活用」を選択した方が 7名で最も多く、続いて「所属先

の研修や勉強会などでワーキングに活用」を選択した方が 4 名いる。「会議などで参考資料と

して配布」および「授業・講義、講座などで活用・配布」はそれぞれ 2名いる。 

 

 

⚫ SDGs や ESD（持続可能な開発のための教育・人づくり）についてのセミナー、フォーラム等

で、参加してみたい、開催してほしい催事等については、「オン・オフラインを混ぜたワーク

ショップのノウハウについて」「企業と市民団体が参加して、協働して学ぶセミナーがあれば

参加したい」「今回は環境に詳しい方が多かったが、いろんな分野の方がいるセミナーに参加

してみたい」といった記述がある。 
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⚫ SDGsチェックリストに対する意見、セミナーの感想などについては、7名が回答しており、そ

の他 1名がメールで感想を送付している。 

 

🔻その他メールで寄せられた感想 

――研修会に、聴講参加させていただきました。途中中抜けを余儀なくされましたが、それでも大変勉強になりました。

中でも、お風呂のくだりで、日本の価値観とバクさんの香港の価値観の違いに大いに気づきがありました。日本から湯

舟をはった入浴をとることは不可能だと思いますので、互いの文化を理解するということの大切さ、そうすると自国の

ために経済を優先させようとする国々の動きとも重なり、大いに議論の余地があると感じました。海外から見ると日本

の入浴文化は不経済に感じるように、当該国の立場に立った視点が大切かと。また、本日はチェックシートの使い方と

のことで、このチェックシートは、小中学校でも大いに参考になると個人的に関心を持たせていただいていました。

SDGs にかかわっているかという視点で、2 種類のワークシートは有効だと思いましたし、子どもたちにも分かりやす

い文章に変換したうえで実施させたいと思いました。また、平和な日本の学校の子どもたちや、日本の事業所にはあて

はまらない項目がいくつもあると思います。そのうえで、16 の目標について、その環境にあったものをいくつでもいい

ので、自ら作成、共有し、実践していくスタイルもありかと感じました。（所属／行政機関） 

 

(イ) セミナー参加者による自主企画ワークショップ 

⚫ 上記の SDGs チェックリスト活用セミナーに参加した地域 ESD 拠点等による自主企画の SDGs

チェックリスト活用ワークショップが開催されており、それぞれ開催報告が提出された。 

【自主企画ワークショップの実施状況】 

セミナー参加・自主企画実施団体 実施日 備考 

一般社団法人 

グローバル愛知 
7 月 29 日 

SDGs チェックリストについての問合せをきっかけ

にセミナー参加、その後に地域 ESD 拠点にも登録 

一般社団法人 

環境市民プラットフォームとやま 
10 月 5 日 

地域 ESD 拠点登録団体 

※EPO 中部・協働コーディネーター所属団体 

一般社団法人 

ネクストステップ研究会   
10 月 28 日 

地域 ESD 拠点登録団体 

※EPO 中部・協働コーディネーター所属団体 
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【第２回中部地方 ESD活動支援センター企画運営会資料より】 

 
 

(ウ) パッケージ化したツールの公開 

⚫ SDGs チェックリストをワークショップ等で活用するためのツール一式をパッケージ化し、中

部地方 ESD 活動支援センターWeb サイトにおいて、セミナーの様子を録画した YouTube 動画

と共に公開した。 

⚫ リニューアル後の EPO中部 Webサイトでも SDGsツールとして紹介・掲載した。 

⚫ これまでに、自治体、企業等から活用したい、使用許可を得たいなどの問合せが入っている。 

 

【公開したパッケージツール（中部地方 ESD活動支援センターWebサイト）】 
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(エ) SDGsチェックリスト等公開ツールへの反応 

⚫ SDGs チェックリスト等のパッケージツールについては、公開後、研修やワークショップで使

用したいといった問合せが、自治体や企業等から寄せられている。 

【中部地方 ESD活動支援センター企画運営会議への報告資料】 
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 学生等を対象としたコンテンツ等の開発 

⚫ 岐阜県の委託でエコツアーを行っている旅行会社と協働し、体験ツアー対象地の自然や、

人々と SDGsとの関わりについて理解するためのガイドシートを作成した。 

【中部地方 ESD活動支援センター企画運営会議への報告資料】 

 
 

【作成したコンテンツ】 

A) 清流を見つめて編 ガイドシートⅠ ～はじめに～ 

B) 清流を見つめて編 ガイドシートⅡ ～ふりかえり～ 

C) 森のやくわり編 ガイドシートⅠ ～はじめに～ 

D) 森のやくわり編 ガイドシートⅡ ～ふりかえり～ 

 

※ 作成したコンテンツ４種の原稿を次頁に掲載。 
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【清流を見つめて編 ガイドシートⅠ ～はじめに～】 
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【清流を見つめて編 ガイドシートⅡ ～ふりかえり～】 
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【森のやくわり編 ガイドシートⅠ ～はじめに～】 
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【森のやくわり編 ガイドシートⅡ ～ふりかえり～】 
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(2)ESD活動の支援等 

⚫ 前項「2 運営会議の設置・開催」の章を参照。 

 

(3)ESD活動のネットワーク形成に係る業務 

 全国 ESDセンターが開催する会議・イベントへの出席 

⚫ 全国 ESDセンターが主催する全ての会合等に出席等した。 

⚫ 12月 19日開催の全国フォーラムでは、分科会にてコーディネーターとして登壇した。 

区分 回/開催日 対応状況 

企画運営 

委員会 

第 1 回 

2020 年 7 月 27 日 

  Web 会議に出席。 

  ESD 活動支援センター2020 年度事業計画等について協議。 

第 2 回 

2021 年 3 月 8 日 

  Web 会議に出席。 

  各センターの 2020 年度の取組状況等を紹介。 

連絡会 

第 1 回 

2020 年 6 月 2 日 

  オンライン会議に出席。 

  活動方針案（企画運営委員会資料のたたき台）まとめについて協議。 

第 2 回 

2020 年 8 月 28 日 

  オンライン会議に出席。 

  2020 年度の活動方針の確認、2021 年度以降の ESD 推進ネットワークの方向

性について協議。 

第 3 回 

2021 年 2 月 8 日 

  オンライン会議に出席。 

  2020 年度の活動状況の報告、地域 ESD 拠点登録団体対象の年次アンケート

の内容、実施方法等について協議。 

全国 

フォーラム 
2020 年 12 月 19 日 

  分科会の企画進行として参画、参加。 

  当日も登壇、及びオンライン開催に視聴参加。 

その他 
全国センターヒアリング 

2020 年 6 月 11 日 

  全国センターによる各地方センター個別ヒアリング（オンライン）に対応。 

  中部センターの取組状況、特色などを説明した。 

【オンライン開催された全国フォーラム】（全国センターWebサイトの開催報告より） 
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【中部地方 ESD活動支援センターが企画進行を担当した分科会①-2】 

（全国センターWebサイトの開催報告より） 
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 ESD 推進のためのダイアログ（対話の場）の開催 

① 日時 

⚫ 2020年 11月 15日（日）13：30～16：30 

 

② 方法 

⚫ オンライン開催（Web 会議システム使用）、開催後 YouTubeで録画を公開 

 

③ 出席者 

⚫ 当日参加 29名（zoom 接続数）、YouTubeの視聴者 40名（2021年 2月現在） 

 

④ プログラム 

 第 1部 白山ユネスコエコパークから ESDの取組を考える 

＜話題提供＞ 

①ユネスコエコパークと ESD/SDGs 

信州 ESDコンソーシアム（信州大学）水谷 瑞希 氏 

②白山ユネスコエコパークについて 

白山ユネスコエコパーク協議会事務局（白山市）和田 巌 氏 

③白山国立公園について 

環境省白山自然保護官事務所 自然保護官 迫 裕樹 氏 

 第 2部 ユネスコエコパークを活用した ESDの実践 

＜事例報告＞ 

①白山ユネスコエコパーク    高山市立荘川中学校 奥原 陽子 氏 

②志賀高原ユネスコエコパーク  山ノ内町立南小学校 菅原 勇介 氏 

③南アルプスユネスコエコパーク 飯田市立上村小学校 松崎 和美 氏 

 ディスカッション 

コメンテーター： 

ESD/ユネスコスクール・東北コンソーシアム 小金澤 孝昭 氏（宮城教育大学 名誉教授）

 北陸 ESD推進コンソーシアム 加藤 隆弘 氏（金沢大学） 

コーディネーター：信州 ESDコンソーシアム 水谷 瑞希 氏（信州大学） 
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⑤ 開催案内チラシ 

 
 

⑥ 参加者アンケート結果 

⚫ 回答者数が少なかった（8 名のみの）ため、他のイベントの参加者アンケートとあわせて集計

した結果を「11.今後に向けて／エ．イベント参加者アンケート結果より」に整理した。 
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 ESD／SDGs 推進ネットワーク地域フォーラムの開催 

① 日時 

⚫ 2021年２月 14日（日）13：00～16：30 

 

② 方法 

⚫ オンライン開催（Web 会議システム使用）、開催後 YouTubeで録画公開 

 

③ 出席者 

⚫ コア参加者・事務局（zoom接続数）35名、YouTube 視聴者 32名 

 

④ プログラム 

挨拶・趣旨説明 

第 1部 話題提供：地域と若者、SDGsへのアプローチ 

SDGs未来都市の取組～自治体の SDGsの施策や取組について～ 

〇SDGs未来都市なごやの取り組み 

 尾上 圭氏（名古屋市環境局環境企画部環境企画課） 

〇持続可能な付加価値創造都市を目指して～SDGs未来都市とやまの取組～ 

 東福 光晴氏（富山市環境部環境政策課） 

〇世界の交流拠点都市金沢の実現～市民と来街者が「しあわせ」を共創するまち～ 

 東 正彰氏（金沢市都市政策局企画調整課） 

若者にとっての SDGs～学習活動等の取組紹介や展望など～ 

〇地域をテーマにした課題解決演習を受講して 

 富山大学 学生グループ 

〇道の駅めぐみ白山 SDGsプロモート活動 

 金沢星稜大学 新広昭先生ゼミグループ 

〇SDGsフォーラム 

 名古屋市立大学 三浦哲司先生ゼミグループ 

〇学生主体の標準化教育 

 中部大学 伊藤佳世先生ゼミグループ 

第 2部 ディスカッション「ローカル SDGs達成のために。すべきこと、できること！」 

 ファシリテーター：原 理史（中部地方 ESD活動支援センター責任者） 

 総 括：伊藤 恭彦氏（中部地方 ESD活動支援センター企画運営会議 座長） 
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⑤ 開催案内チラシ 

 
 

⑥ 参加者アンケート結果 

⚫ YouTube視聴者からのアンケートへの回答はゼロであった。 
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 SDGsへ向けた ESD推進のための教育現場の実態把握と連携強化 

⚫ SDGs を推進する教育関者等にヒアリングを実施し、今後の事業展開に向けた実施手法、連携

の可能性について検討を行った。 

【調査結果：ケース 1】 

分類 高校教育現場：富山県高校教員向け ESDセミナー 

取材、ヒ

アリング

調査概要 

日時：2020年８月 20日 13:30～16：30 

場所：富山県富山市富山県民共生センターサンフォルテ 

方法：高校教職員向け ESDセミナーにおける取材、ヒアリング 

対象：「高等学校教員向け SDGs 教育セミナー・『総合的な 探究の時間』における SDGs 教

育」参加の教職員 

取材、ヒ

アリング

調査結果 

・ ワークショップで同席した高校の教職員との対話の結果 

・ 対象教員は普通科高校で「総合的な探究の授業」を担当。 

・ 対象を設定して探究を十分に行うには 1年間の中では時間が十分でない。 

・ SDGsの導入を模索しているが教職員自身の理解が十分ではない。 

・ こうしたセミナーがあると参加者にとっては非常に有用。 

・ 他の教職員にも ESDと SDGsを浸透させることが必要。 

課題と現

状評価 
・ 持続可能性の概念理解と ESD の「はぐくみたい力」を伸ばすには高校教育における

「総合的な探究の授業」が大きな役割を果たす。 

・ ただし、ESD との連携や実施手法が十分確立されているとは言えない。 

・ また実施時間数を確保することが非常に困難であり、現場は苦労している。 

・ こうした中で志ある教職員は個別に ESDの実現として「総合的な探究の授業」の実践

と研究を進めている。 

今後の連

携方向に

関する検

討 

・ ESD の実現として「総合的な探究の授業」の実践と研究の推進における情報提供や連

携 

・ 教職員を含む学習現場の関係者に ESDの概念を伝える講座、研修の充実における人材

紹介や情報提供等の支援 

 

【調査結果：ケース 2】 

分類 学校行政・教育現場：愛知県ユネスコスクール交流会 

取材、ヒ

アリング

調査概要 

日時：2020年 10 月 17日 12：00～15：00 

場所：愛知県名古屋市ウィルあいち 

方法：休憩中のヒアリング 

対象：愛知県教育委員会生涯学習課 担当課長 

取材、ヒ

アリング

調査結果 

愛知県教育行政で ESDを担当する教職員・行政担当者に ESDの現状をヒアリングした結果 

・ ESD は持続可能性のための人づくりと言う意味で最重要であるにも関わらず、教職員

自身の認知が足りないのが最大の問題。例えば講習会などで聞くと 100 人が 100 人

ESDや SDGs の言葉は知っているにも関わらず、説明できるものはほとんどいない。 

・ ○○学習、○○学習と名付けて各分野で学校教育現場に下ろしているのは 380種もあ

り（ガン教育など）、ESD はその一つと捉えられて埋没してしまう。このため校長先

生が注目しないと現場の先生に展開しにくい。 

・ 社会や企業から SDGs と生の横文字で入ってくることもあり、学校現場に言葉として

入りにくい。学べば理解は難しくないのに学ばないから難しいと感じてしまう現状

がある。 
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・ ESD は SDGs を目指しエリアマネジメント教育ということで言えば、分野すべてを包

含しており、イコール社会教育と言える。自分の担当課は ESD課と言っていい。 

・ 問題の一つは教職員研修の中に「社会教育＝ESD」の研修が非常に少ないことにあ

る。 

課題と現

状評価 
・ ESD が社会全体を包含しているという概念の教職員に対して周知が十分でないことが

教育現場における最大の課題と考えられる。 

・ 学校現場は多忙を極め優先順位の中で具体性が理解しづらい横文字の ESD、SDGsは後

回しにされる懸念がある。 

・ ESD が社会（地球）教育全体の包含概念であることを学校現場に伝える必要がある

が、社会教育の研修機会自体が十分でない。 

今後の連

携方向に

関する検

討 

・ ESD が社会（地球）教育全体の包含概念であることを示すキャッチコピーの作成やツ

ールの開発 

・ 教職員を含む学習現場の関係者に ESDの概念を伝える講座、研修の充実における人材

紹介や情報提供等の支援 

・ 学校教育活動の地域社会活動連携の SDGs 上の位置づけの習慣化促進における支援や

連携 

 

(4)全国 ESDセンター等との連携、地域 ESD 拠点登録支援等 

 全国 ESDセンター及び地方 ESD 活動支援センターとの連携 

(ア) センターとの連携取組 

⚫ 全国センターが地方センターを対象に個別ヒアリング（オンライン）を実施し、中部地方

ESD 活動支援センターは６月 11 日に実施されたヒアリングに対応し、センターの取組内容や

特色等を説明・紹介した。 

⚫ 全国センターによる、地域 ESD拠点を対象にした年次アンケートがオンライン上で 2021年３

月に実施され（回答期日：３月 12 日）、各地方センターはアンケートの設問内容等について

メール協議を行ったほか、必要に応じて地域 ESD拠点登録団体へのフォローを行った。 

 

(イ) 後援申請手続 

⚫ 中部地方 ESD 活動支援センターの後援名義使用に関する届出が、下記の団体・イベントから

全国センターに申請されており、照会対応等を行った。 

申請主体 申請日 
申請行事 

名称 開催日 開催場所 

名古屋市 7 月 14 日 
なごや環境大学 SDGs 未来創造クラブ 

SDGs まちづくりプロジェクト 

8 月 19 日 

8 月 26 日 

オンライン、名古屋

市中区錦二丁目内 

名古屋市 7 月 14 日 
なごや環境大学 SDGs 未来創造クラブ 

まちづくりプロジェクト SDGs セミナー 
9 月 2 日 オンライン 

NPO 法人エコネット近畿 8 月 11 日 NPO の資金調達まるわかりセミナー 10 月 4 日 オンライン 

中部 ESD 社会教育研究所 10 月 28 日 ESD 社会教育講座 
10 月 3 日～ 

2 月 27 日 

名古屋市緑区緑生

涯学習センター 

北陸 ESD 推進コンソーシアム 11 月 20 日 2020 年度北陸ユネスコスクール交流会 12 月 13 日 オンライン 

信州 ESD コンソーシアム 12 月 9 日 
信州 ESD コンソーシアム成果発表＆ 

交流会 
2 月 6 日 オンライン 

株式会社朝日新聞社総合プ

ロデュース本部 ※ 
12 月 23 日 大学 SDGs ACTION! AWARDS 2021 3 月 5 日 東京国際フォーラム 

北陸 ESD 推進コンソーシアム 1 月 25 日 
2020 年度北陸 ESD 推進コンソーシアム 

成果報告会 
2 月 7 日 オンライン 

※：全ての地方センターに後援申請 
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 地域 ESD拠点登録支援等 

⚫ 今年度に新たに登録申請があった地域 ESD拠点は１団体であり、中部エリアは計 18団体が地

域 ESD拠点となっている。 

⚫ 団体による登録申請手続きが行われた際には、団体からの問合せや全国 ESD センターからの

登録照会などに対し、該当資料の送付、回答を行うなどの対応を行った。 

⚫ また、地域 ESD 拠点の主催イベント、発行資料等については、中部地方 ESD 活動支援センタ

ーWebサイトに「中部の地域 ESD拠点」コーナーを設置し、掲載・紹介を行っている。 

 

【2020年度に新規登録された中部エリアの地域 ESD拠点】 

一般社団法人グローバル愛知 2020 年 6 月登録 

※ グローバル愛知は、SDGs チェックリストについての問合せをきっかけに、SDGs チェックリス

ト活用セミナーに参加のうえ、自主企画ワークショップを実施した団体である。 

 

【中部地方 ESD活動支援センターWebサイト掲載による地域 ESD拠点のＰＲ協力】 
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６ 地域循環共生圏の創造に資するための推進業務 

(1)地域循環共生圏づくりプラットフォーム構築事業 

 地域プラットフォーム支援等業務 

⚫ 中部エリアのプラットフォーム構築事業（PF 事業）に採択された５団体に対し、次表の通り、

支援等を行った。（以下、PF事業、PF団体等と表記。） 

【PF５団体への主な支援等実施状況】 
実施日等 支援内容 協議・実施事項等 

5 月 18 日 

～22 日 
（初会合ヒアリン

グに併せて実

施） 

第 1 回事務局

打合せ（Web） 

 

対象：PF5 団体

それぞれ 

事務局打合せ 

  中部地方環境事務所挨拶（今年度の PF 事業について等） 

  PF のこれまでの取組や現状、今後の展開についての概略報告 

  事務局確認（役割分担、事業のスケジュール、成果物など） 

事業展開ヒアリング 

6 月 22 日～

6 月 24 日 

第 2 回事務局

打合せ（各現

地） 

 

対象：PF5 団体

それぞれ 

  事業展開スケジュール（近日の予定など）について 

  成果品 4 点セット作成の見通しについて 

➢ マンダラの作成方法と EPO の意見交換会のタイミング 

  前回提示した EPO のお願い事項について 

➢ 【小布施】【根羽】：自治体職員向け地域循環共生圏セミナーを長

野県北部（長野市・佐久市周辺エリア）で開催予定。PF 事業採択事

例としての取組発表の依頼。 

➢ 【共通】「活動見える化プログラム」への協力（作成と公開の可

否）・活用方法についての確認 

  意見交換、環境省からの情報提供など 

7 月 28 日～

7 月 29 日 

新規 2 団体と

の事務局打合

せ（越前、郡上

の各現地） 

  意見交換会の開催方法と定期会合の展開について 

➢ 越前：事業アイデアを抽出する意見交換会に決定 

➢ 郡上：地域の未来像を共有する意見交換会に決定 

  そのほか意見交換、環境省からの情報提供など 

8 月中旬～ 

9 月初旬 

5 団体に電話

連絡等 

  意見交換会の実施日・内容についての PF 内部での検討状況について確認 

  新規 2 団体については、年度内の全ての定期会合の開催スケジュールを

設定していただくよう依頼 

8 月 28 日 

PF 郡上の第 1

回研究会の運

営支援（現地） 

  会合全体の流れ等のタイムスケジュール等を作成し、事務局で共有 

  研究会の様子の録画、及び録画動画のオンライン共有ファイル化（不参

加ステークホルダーに視聴してもらうツールとして活用） 

  研究会後半のディスカッションのファシリテーター：EPO が担う 
研究会終了後

の事務局打合

せ（現地） 

  10 月 28 日意見交換会の実施内容について確認 

  11 月 25 日基盤強化ミーティングのプログラム案を紹介 

9 月 14 日 
PF 小布施との

打合せ（Web） 

  意見交換会の開催日時、実施内容等について協議 

  意見交換会を定例ミーティングにおけるプロジェクトの我がごと化とミ

ーティング実施結果のアウトプットの作成を行う場とすることを確認 

9 月 16 日 
PF 尾鷲との打

合せ（現地） 

  意見交換会の開催日時、参加企業、実施内容等について協議 

  登壇者、及び東海財務局への協力依頼についても確認 

9 月 29 日 

PF 郡上の第 2

回研究会の運

営支援（現地） 
  研究会の様子の録画、及び録画動画のオンライン共有ファイル化 

PF 郡上・研究

会終了後の事

務局打合せ（現

地） 

  10 月 28 日意見交換会の実施内容について確認 

  11 月 25 日基盤強化ミーティングのプログラム・トークセッションの地元

経済主体等の登壇について協議 

10 月 6 日 

PF 越前・第 1

回研究会に参

加 
  PF による初回会合に出席し、今後の進め方等について意見提示 

10 月 12 日 
PF 根羽・意見

交換会の事前
  意見交換会の実施内容等について協議、確認 
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実施日等 支援内容 協議・実施事項等 

打合せ（Web） 

10 月 14 日 
PF 根羽・意見

交換会 

  意見交換会で「フォレストガーデン構想」と各参加者の活動・取組との

関連性を認識するワークショップを企画運営 

10 月 16 日 

PF 越前・意見

交換会の事前

打合せ 
  意見交換会でディスカッションを行う内容について協議 

10 月 21 日 
PF 小布施・意

見交換会 

  意見交換会で対象テーマとなるプロジェクトの「活動見える化プログラ

ム」チャート図を作成 

  ワークショップに必要な模造紙等を準備 

  意見交換会のファシリテーターとして進行 

10 月 27 日 

PF 越前・意見

交換会（第 2 回

研究会） 

  意見交換会のファシリテーターとして進行 

  ワークショップ形式で実施するにあたり、必要な模造紙、記入用シート

等必要なツールを作成、準備 

10 月 28 日 

PF 郡上・意見

交換会（第 3 回

勉強会） 

  意見交換会のファシリテーターとして進行 

  ワークショップ形式で実施するにあたり、必要な模造紙、記入用シート

等必要なツールを作成、準備 

11 月 5 日 
PF 尾鷲・意見

交換会 

  意見交換会のファシリテーターとして進行 

  時間管理の関係により、質問記入票を作成・準備（参加者配布用） 

11 月 18 日 

PF 越前・第 3

回研究会の事

前打合せ 
  第 3 回研究会で議論する事項について協議 

11 月 25 日 

PF 郡上で基盤

強化ミーティン

グ開催 ※ 

  地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化ミーティング(郡上エリア会

合)をフォーラム形式で開催 

  PF 勉強会メンバーも参加するワークショップの部で地域ビジネスをテー

マにしたアイデア抽出ワーキングを企画運営（及び進行） 

11 月 27 日 

PF 越前・第 3

回研究会に参

加 

  PF による会合に出席し、活動対象エリアにおける取組のあり方等につい

て意見提示 

PF 越前との今

後の方向性等

についての事

務局打合せ 

  意見交換会での指摘事項等を鑑み、今後、PF がどのように事業展開を行

うか、方向性の調整等は可能かなどを協議、確認 

12 月 16 日 

PF 郡上との今

後の方向性等

についての事

務局打合せ 

  中間報告の内容をもとに、今後、PF がどのように事業展開を行うか、方

向性の調整等は可能かなどを協議、確認 

12 月 17 日 

PF 越前・第 4

回研究会に参

加 

  PF による会合に出席し、活動対象エリアにおける取組のあり方等につい

て意見提示 

1 月～２月 

PF 郡上、PF 越

前から次年度

事業継続に関

する問合せ・連

絡等 

  PF 郡上から次年度継続希望申請と成果品提出物について問合せがあり、

回答対等 

  PF 越前から関係者等との協議の結果、次年度は PF 事業への継続申請は行

わないことについて連絡あり 

【前年度 PF採択団体への協力等の実施】 
実施日等 催事 登壇依頼した PF 実施内容等 

11 月 10 日 信州の地域循環共生圏セミナー 
⚫ PF 小布施 

⚫ PF 根羽 
➢➢  地域循環共生圏づくりの事例紹介において、登

壇して取組内容等について発表 

12 月 7 日 
伊勢志摩国立公園エコツーリズム

推進協議会意見交換会（第１回） 
⚫ PF 尾鷲 

➢➢  地域循環共生圏づくりの事例として関連プロジ

ェクト等を登壇して紹介 

2 月 14 日 

ESD ネットワーク地域フォーラム 
ユースと自治体による SDGs オンライ

ンフォーラム「ローカル SDGs を目指し

た地域づくり！若い力を結集しよう！」 

⚫ PF 富山大学
（前年度採択

団体） 

➢➢  SDGs 未来都市の所在大学、過年度採択 PF と

して登壇、学生が SDGs 関連の取組を発表 
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 地域循環共生圏プラットフォーム意見交換会等の支援業務 

(ア) 採択時ヒアリングの実施 

① 実施概要（いずれもオンラインで実施） 

⚫ 事業着手にあたってのヒアリングを PF５団体個別に実施し、所定の項目についてのヒアリン

グを実施したほか、事務局打合せを実施し、団体・活動の現状、事業の進め方等について確

認を行った。 

活動団体名 実施日時 ヒアリング項目 

【新規】PF郡上 

郡上市地域共生圏協議会 

5月21日 

10:00～12:00 

Q.0：事業内容の概要の整理と共有 

Q.1：本事業によって将来目指すこと／今年度目指す

こととは 

Q.2：ビジョンの実現に向けて今年度何をどこまで取り

組むか 

Q.3：事業を進める上での資源や強み 

Q.4：事業を進める上での課題やそれを解決するため

の方策 

Q.5：事業を進める上での懸念点や定義を明確にした

い用語・概念等 

Q.6：今後の進め方、スケジュールに関する要望 

【新規】PF越前 

越前市イノベーション研究会 

5月21日 

14:00～16:00 

【継続】PF根羽 

長野県根羽村 

5月18日 

14:00～16:00 

【継続】PF小布施 

（一社）スマート・テロワール協会 

5月20日 

10:00～12:00 

【継続】PF尾鷲 

おわせSEAモデル協議会 

5月22日 

14:00～16:00 

 

② ヒアリングシート、支援計画シートの作成 

⚫ ヒアリング実施後、所定のヒアリングシート及び支援計画シート（いずれも GEOC提示のフォ

ーマット）に聴取内容を整理、記入し、中部地方環境事務所と共有のうえ、GEOC に提出した

（6月 25日開催・第１回全国 EPO連絡会で各地方 EPOが報告）。 

【作成・提出したヒアリングシート】 
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(イ) 実施時ヒアリング（いずれも現地で面接） 

⚫ 事業着手ヒアリング（及び事務局打合せ）後に、PF５団体それぞれの拠点（活動地）を訪問

し、２回目となる事務局打合せを実施し、採択時ヒアリングを踏まえて、事業スケジュール

等について確認、協議を行った。 

活動団体名 実施日・場所 実施内容 

【新規】PF郡上 

郡上市地域共生圏協議会 

6月16日 

岐阜県郡上市 

 スケジュールや成果品作成の進め方等を確認 

 意見交換会の実施方法について協議 

【新規】PF越前 

越前市イノベーション研究会 

6月23日 

福井県越前市 

 スケジュールや成果品作成の進め方等を確認 

 意見交換会の実施方法について協議 

 事業対象エリアや地域資源の視察 

【継続】PF根羽 

長野県根羽村 

6月22日 

長野県根羽村 

 事業の前年度からの実施状況の確認 

 スケジュールや意見交換会の実施方法について協議 

【継続】PF小布施 

（一社）スマート・テロワール協会 

6月17日 

長野県小布施町 

 事業の前年度からの実施状況の確認 

 スケジュールや意見交換会の実施方法について協議 

【継続】PF尾鷲 

おわせSEAモデル協議会 

6月24日 

三重県尾鷲市 

 事業の前年度からの実施状況の確認 

 スケジュールや意見交換会の実施方法について協議 

 

(ウ) 意見交換会の実施 

⚫ プラットフォーム５団体の意見交換会を下記の通り実施した。 

⚫ いずれの実施結果も所定の「現地意見交換会開催結果報告」シートに整理し、中部地方環境

事務所と共有・確認のうえ、11月末に支援本部事務局へ提出した。 

PF採択団体 実施日・場所 実施内容 

【新規】PF郡上 

郡上市地域共生圏協議会 

10月28日 

岐阜県郡上市 
ローカルSDGs（地域の未来像）のアイデア出しワークショップ 
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PF採択団体 実施日・場所 実施内容 

【新規】PF越前 

越前市イノベーション研究会 

10月27日 

福井県福井市 

スマートシティ実現に取り組む上での強み・弱みの整理、エ

リアマネジメントのあり方についてディスカッション 

【継続】PF根羽 

長野県根羽村 

10月14日 

長野県根羽村 

矢作川下流地域（安城市）の自治体・企業による視察 

「フォレストガーデン構想」我がごと化ディスカッション 

【継続】PF小布施 

（一社）スマート・テロワール協会 

10月21日 

長野県小布施・

及びオンライン 

「種の図書館」プロジェクトの今後の展開アイデア出しディ

スカッション 

（活動見える化プログラムを活用） 

【継続】PF尾鷲 

おわせSEAモデル協議会 

11月5日 

三重県尾鷲市 

協議会と企業等による意見・情報交換会 

（活動見える化プログラムを活用） 

 

【作成・提出した現地意見交換会開催結果報告シート（「実施内容」項目の部分を抜粋）】 

PF郡上 

開催日：10 月 28 日（水） 開催場所：白鳥ふれあい創造館 

参加者： 

ステークホルダー9 名、郡上市職員 2 名、PF 事務局 3 名、環境省 2 名、EPO 中部 3 名 

意見交換会実施内容の概要 

 
⚫ A0 サイズ模造紙上の SDGs ウェディングケーキの上で、それぞれの参加者が考えた「なりたい地域の

未来像」「そのために必要な取組」「活用する地域資源」「解決すべき地域課題」を付箋に書いて、その

つながりをストーリー仕立てにした内容で、一人ひとり発表を行った。 
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PF越前 

開催日：10 月 27 日（火） 開催場所：：福井市地域交流プラザ AOSSA 

参加者： 

研究会メンバー 

意見交換会実施内容の概要 

⚫ 意見交換会では、A4 サイズ個人用シート（各自の考えを整理していただくための記入シート）と、個々に

考えたこと・考えていたことを発表していただきながら、ファシリテーターが整理を行っていくための A0 サ

イズ模造紙シートなどを EPO で準備した。 

⚫ 各シートにより参加者から意見の「具体性」を引き出すと同時に、出てきた意見を「整理」するファシリテ

ーションを目指した。 

【議論のテーマ】 

 〇新駅周辺エリアの方向性について 

 〇エリアマネジメントの必要性と役割について 

① 個人シート（2 題／A4・2 枚） 

 
▼▼▼ 

② 発表用シート（A0 サイズ模造紙上に付箋を貼り付け） 

 
▼▼▼ 

③ ファシリテーターによる模造紙上の付箋の整理 
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PF越前 

開催日：10 月 14 日（水） 開催場所：根羽村役場 

参加者：  

前半の視察：安城市企画部企画政策課 2 名、株式会社スノーピークビジネスソリューションズ 1 名 

後半の意見交換：PF 事務局 2 名、KINOF プロジェクトチームのメンバー7 名、中部地方環境事務所 1 名、

EPO 中部 3 名 

意見交換会実施内容の概要 

※ 前半に矢作川下流の安城市職員と PF による視察を実施。後半に EPO 運営による意見交換会を実施し

た。 

【前半】 

⚫ 村内 3 カ所の視察に同行しつつ、根羽村と安城市の矢作川上下流域の地域交流の今後のあり方につ

いて車中で PF 側が意見交換を行い、その内容を後半の意見交換会で報告を行った。 

⚫ 視察箇所 

① 安城市茶臼山高原野外センター（根羽村内にある市の自然体験宿泊施設。老朽化による改築にあ

わせ、上下流域交流を意義づける施設名称の命名、宿泊する安城市の市民・児童たちと村民の交

流を目指した自然体験プログラムの立案などが検討されている。） 

② 矢作川の源流 

③ 山地エリアにおける酪農と共にある森づくりの見学 

【後半】 

⚫ PF の「木布（KINOFU）」プロジェクトのメンバーが集まり、EPO 中部のファシリテーションによるワークショ

ップ形式で意見交換を実施した。 

⚫ 参加者それぞれが関わっている「フォレストガーデン構想」の取組や、森林資源に関わる取組や暮らし

方を抽出し、それがどのような価値・効果につながるかを参加者一人ひとりが発表を行った。 

① PF 事務局による「フォレストガーデン構想」の説明と、前半・視察の際の安城市の流域連携のあり

方に対する意見・意向の報告。 

② 「フォレストガーデン構想」と自分たちの取組、暮らしとのつながりの抽出。 

③ 抽出した取組等がもたらす価値・効果等を「環境」「社会」「経済」別に整理。 

④ ワーキング結果のまとめ 

 

PF小布施 

開催日：10 月 21 日（水） 開催場所：小布施町役場及びオンライン 

参加者：  

PF 事務局 2 名、ステークホルダー（プロジェクトミーティング参加者）5 名、小布施町役場職員 2 名、環境省環

境計画課 1 名、中部地方環境事務所 1 名、支援事務局（パシフィックコンサルタンツ、MURC）2 名、EPO 中部

3 名 

意見交換会実施内容の概要 

⚫ 日時調整等行った結果、10 月の定例ミーティングを今回の意見交換会の場として実施することになり、

10 月ミーティングは「種の図書館プロジェクト」の報告会であったことから、同プロジェクトのリーダーと

EPO 中部で、事前に活動内容のチャート図作成を行った。 

⚫ 当日のファシリテーションは EPO 中部が務め、次の流れで進行した。 

【実施内容】 

１．「種の図書館プロジェクト」とは 

 プロジェクトリーダー：竹内淳子さんによる内容紹介 

２．「種の図書館プロジェクト」の「活動見える化」分析を検討する 

 ・EPO 中部よる分析結果の紹介と確認 



 

121 

 

 ・活動内容の整理に関わる意見交換 

３．「種の図書館プロジェクト」の推進に向けた意見交換 

 

PF尾鷲 

開催日：11 月 5 日（木） 開催場所：尾鷲商工会議所 

参加者：おわせ SEA モデル協議会、企業 30 社等 

意見交換会実施内容の概要 

⚫ 当日は、尾鷲市長、三十三総研調査部（東海財務局津財務事務所紹介）、三重県庁（地域連携部）、三

重大学（地域創生推進チーム）、環境本省（佐々木室長）、中部事務所が参画。企業を対象とした意見

交換会を実施。 

⚫ 参加企業は、竹中工務店、イオンリテール等大企業、地域の企業計 30 社が参加した。 

⚫ 意見交換会に入る前に、地域循環共生圏についての概説（佐々木室長）、東紀州エリアの経済状況の

概説（三十三総研）を行ったほか、尾鷲市による「おわせ SEA モデル構想」の説明と過去に行われたア

ンケート・ヒアリング結果による市民・企業等の構想への意向や声などの紹介、EPO 中部の「見える化プ

ログラム」を活用した「おわせ SEA モデル構想」の SDGs、地域循環共生圏づくりへの具体の貢献性・関

連性について紹介を行った。 

⚫ また、昨年度作成した地域版マンダラを今年度版にブラッシュアップしたものを手持ち資料として配布、

及びＡ０サイズに拡大掲示し、「おわせ SEA モデル」の全体像や関連する地域要素（地域課題・地域資

源等）の説明に活用した。 

⚫ ディスカッションでは参加企業に対し、事前に「質問票」へ記入していただき、そこに書かれていた質疑を

もとに、企業と協議会の間の意見交換・情報交換を進行した。 

 

【ディスカッションの進め方】 

  

  
 

 



 

122 

 

 意見交換会での「活動見える化プログラム」の活用 

⚫ 意見交換会の実施方法について各 PF団体と事務局打合せを行う中で、「活動見える化プログラ

ム」の活用についても確認を行ったところ、PF 尾鷲、PF 小布施が意見交換会で活動分析チャ

ート図の活用を希望し、この２団体のチャート図を作成した。 

※ 残りの PF３団体は「活動見える化プログラム」の活用を希望しなかったことから、作成

ニーズのあった SDGs 未来都市３自治体（ESD ネットワーク地域フォーラムに登壇）の

SDGs 実践取組のチャートを作成した。（実際に作成したチャートはすべて、前項「４．

協働取組の促進のための業務／(4)活動の見える化」に掲載。） 

⚫ 具体的には、PF 尾鷲の場合は、意見交換会の参加企業に対し、PF による取組「おわせ SEA プ

ロジェクト」が SDGs・地域循環共生圏に対しどのような貢献性があるか説明する資料として

チャート図を活用した。 

⚫ PF 小布施は、意見交換会のディスカッション・テーマとした「種の図書館」プロジェクトの

取組要素を明確化する資料としてチャート図を作成し、プロジェクトの今後の展開について

ディスカッションするための検討材料として活用した。 

【PF尾鷲のプラットフォーム構築事業の全国中間報告会資料より】 

 

【PF小布施のプラットフォーム構築事業の全国中間報告会資料より】 

 
 

PF 尾鷲の意見交換会で

は、SDGs・地域循環共

生圏への貢献性の説明

において、「活動見え

る化プログラム」のチ

ャート図を用いた。 

PF 小布施は、意見交換会で

「活動見える化プログラム」

のチャート図を用いたことに

ついて、議論の対象テーマで

あった「種の図書館プロジェ

クト」について、今後の展開

のあり方等を具体的に掘り下

げることができたとの成果を

報告していた。 
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 環境省主催の情報交換会等への出席 

⚫ 環境省が主催した下記の地域循環共生圏づくり関連の行事・会議等に参加した。 

⚫ なお、会合はすべてオンライン参加（または YouTube 視聴）となっていた。 

開催日 名称 実施内容等 

4 月 23 日 

令和２年度地域循環共生圏づく

りプラットフォーム事業会議 

（オンライン開催） 

  令和 2 年度プラットフォーム事業における支援の目標について 

  活動団体のヒアリングについて 

  基盤強化ネットワーク事業について 

  その他 

6 月 30 日 EPO 研修会 

  地域経済循環分析の内容の説明やツール活用や地域プラットフォーム

事業への活用 

  環境計画課で検討している自治体単位の指標について 

7 月 2 日～7

月 3 日 

第１回情報交換会（キックオフミ

ーティング） 

（オンライン開催） 

  事業説明 

  講演「地域循環共生圏の取組みについて」一般社団法人 INSPIRE 代表

理事 谷中 修吾 氏 

  事務的な手続き等の説明 

  各活動団体取組予定の発表 

  ネットワーキングイベント 

8 月 3 日 

第１回プラットフォームのあり方

に関する検討ワーキンググルー

プ 

  プラットフォームの構成と機能（昨年度ふりかえり等） 

  地域と企業、省庁とのマッチングについて（グループワーク） 等 

9 月 1 日 PF 事業 情報共有会議 

  活動団体への成果物作成方法の説明の仕方について 

  中間報告・最終報告に係る活動団体へのアナウンス内容について 

  意見交換会の企画支援に係る情報共有 

9 月 9 日 PF 相談会 

  WEB 相談会について 

  経費精算について 

  今後のスケジュールについて 

  中間報告について 

  全体質疑 

9 月 24 日 

シンポジウム 

ローカル SDGs のデザイン 

～地域循環共生圏のつくり方～ 

  地域循環共生圏ビジネスの先進事例とその成功要因について 

  食と農林水産業のサステナビリティ 

  話題提供 

II..  MONET Technologies における地域と連携した取り組み 

IIII..  ぶどうの樹のこれまでとこれから 

IIIIII..  持続可能な社会づくりに挑む。小松マテーレの事例 

IIVV..  横濱が創発するウイズコロナ時代のサーキュラーエコノミー 

  パネルディスカッション  

テーマ：「持続可能な地域循環共生圏ビジネスの創造に向けて、企業とし

て果たせる役割、企業に期待すること」 

10 月 8 日 
パートナーシップ基盤強化事業

の情報共有会 

  財務省地方課（財務局の地域循環エコシステムの取組・状況等）より

説明・質疑応答 

  共有会 

10 月 26 日 地域循環共生圏フォーラム 

  オープニングセッション「With コロナ、アフターコロナと地域循環共生

圏」 

  分科会 

  ネットワーキング 

11 月 17 日 
ＰＦ事業 アドバイザリー委員会

（第 2 回） 

  地域循環共生圏 PF 事業環境整備支援における現状報告 

  参加 EPO からの補足 

  意見交換 

11 月 26 日 ローカル SDGs セミナー（第１回）   講演会 

12 月 8 日～

12 月 9 日 
PF 事業中間報告会   プラットフォーム事業採択団体・計 32 団体による中間報告の発表 

12 月 9 日 
PF 事業中間報告会振り返りミー

ティング 

  中間報告時点での振り返り 

  支援チーム派遣の概要について 

12 月 14 日 

プラットフォームのあり方に関す

る検討ワーキンググループ 第3 

回ワーキング 

  議題 1：第２回 WG（支援スキームに係る議論）の振り返り 

  議題 2：地域循環共生圏の実現に必要な「資金」について 

  総括 

12 月 15 日 ローカル SDGs セミナー（第２回）   講演会 

12 月 21 日 PF 事業 有識者会議② 
  令和 2 年度プラットフォーム構築の取組状況について 

  地域循環共生圏創造の手引きについて 
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開催日 名称 実施内容等 

  環境整備の進捗に関する報告 

  次年度の新規団体と継続団体の選定方針(案)について 

2 月 16 日 

シンポジウム「ポストコロナ社会

を生き抜く地域の知恵と持続可

能性−新たな地域循環共生圏

（ローカル SDGs）の創造」 

  鼎談「持続可能な地域づくり×DX（デジタルトランスフォーメーション）」  

  事例発表 

2 月 19 日 

グリーンスローモビリティを活用

した地域活性化の推進と脱炭素

社会の実現に向けた情報連絡

会（第１回） 

  地球温暖化対策の現状について（環境省） 

  グリーンスローモビリティの推進について（国土交通省） 

  事例の紹介：①島根県松江市、②島根県大田市、③広島県福山市、

④東京都豊島区 

3 月 2 日 

プラットフォームのあり方に関す

る検討ワーキンググループ 第 3 

回ワーキング 

  議題 1：第 3 回 WG（共生圏の実現に必要な資金に関する議論）の振

り返り 

  議題 2：地域循環共生圏づくりプラットフォームのあり方に関する今後

の検討方針と検討内容について 

3 月 9 日～ 

3 月 10 日 
PF 事業全国成果発表会   プラットフォーム事業採択団体による成果発表 

※ GEOC（及び全国 ESD センター）主催の会合等については「９ 関係主体との連携及び協働に関す

る業務」に整理した。 

 

 地域循環共生圏の担い手主体（団体等）の把握及びネットワーク形成 

⚫ 地域循環共生圏プラットフォーム事業に応募を検討している団体に対し、情報交換及び応募

の対象となる活動・取組についてのヒアリングを実施した。 

⚫ 20201 年 1 月時点で令和３年度プラットフォーム事業への応募を検討していた２団体を対象に

ヒアリングを実施し、下記の通りとりまとめ、中部地方環境事務所と共有した。 

 

【ヒアリング結果とりまとめ】 

№１ 

対象 芋井地区住民自治協議会（長野県長野市芋井地区） 

実施日 2021年 2月 4日 

【ヒアリング結果】 

①
取
組
の
概
要 

(1)取組・活

動・事業の

概要 

 任意団体の住民組織（事務局：長野市芋井支所）による地域資源を活用した再エネと

エリア内の移動手段確保の交通システムづくり、国立公園（戸隠・妙高）の自然資源

を活用した学びのフィールドづくりとワーケーション事業等の展開を検討している。 

(2) 取組事

例の地域 
 長野県長野市芋井地区 

(3) 主な関

係主体／

ステークホ

ルダー 等 

 現在は協議会、長野市芋井支所など。 

 今後、再エネ先進地の新電力会社等から勉強していきたいと考えている。 

②
地
域
循
環
共
生
圏
づ
く
り
事
例
と
し
て

の「
概
要
」（
循
環
要
素
） 

(1) 地域内

に 循 環 す

るもの・こ

と 

 再エネで稼ぐ機能をもち、その資金、エネルギーを活用して地域内の交通の確保に取

り組む。 

 関係人口・移住者を増やし、ワーケーションその他の地域ビジネスの働く場の創出

と、さらにそうした新たな人材により新しいビジネスアイデアを生み出す。 

 豊かな自然資源を活かし、オリンピック開催地というブランドを活かしたビジネス・

事業を展開する。 

(2) 対 象 と

なる主な地

域資源 

 再エネの取組では、森林資源、既存のバイオマス発電所などが活用できると考えてい

る。 

 災害に強い地域づくりでは、2019 年の台風 19 号による被災・復興の経験、その時に

構築した支援ネットワーク、ノウハウを活用する仕組づくりに取り組みたい。 
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 自然資源のワイズユースでは、国立公園の麓地域にあるという立地、豊かな自然、地

域性を活かした事業展開が可能である。 

 新たな交通システムづくりとして、既存の福祉輸送事業の発展的活用が考えられるう

え、担い手となる住民の協力が得られやすい。 

 応募団体が住民の自治組織であり、防災、福祉などで既に横連携できる体制がある。

これまでにもドローンを活用した防災マップづくりでワークショップ開催を積み重ね

るなど、地域側には地域づくりの素地があり、地域の持続可能性に対する住民の問題

意識も高い。 

(3) 対 象 と

なる主な地

域課題 

 高齢化、人口減少に歯止めをかける必要がある。 

 地域づくりに取り組む素地はあるが、地域ビジョンを作成し、共有することまでには

至っていない。 

 芋井地区で実施したい再エネ等の取組は、外部の専門家等の協力が必要となってい

る。 

(4) 地域の

自立促進

の た め の

取組 

※PF 事業応募申請書「事業実施計画書」の【実現したい事業】の記載事項 

 エネルギー自立 

 災害に強い地域強靭化 

 国立公園など豊かな自然環境との共存活用 

 地域主導の次世代交通システム 

 住民参加のまちづくり 

(5) 経済性

の確保（企

業、金融機

関等の巻

き込み） 

 金融機関では、八十二銀行と長野県 NPO センター（山室氏の所属先）が SDGs の取組

で連携したことがあり、八十二銀行は SDGs に積極的であるため、協力を期待した

い。 

 経済分野、特に中小企業との連携、関係構築を進めたいと考えている。 

 Ｊクレジットやクラウドファンディングなどによる資金調達も活用していきたい。 

(6) その他

の 特 徴 な

ど 

 中山間地域の住民自治コミュニティ単位で取り組もうとしており、取組において規模

感等が自分たちで認識しやすく、地に足の着いた事業展開が可能である。 

 国内に多くある中山間地域のコミュニティによる地域循環共生圏づくりのモデルにな

ることができるのではないかと考えている。 

③ステークホルダ

ーとの関係づくり

の状況 

 県や市とのつながりは既にあり、今後も維持していきたい。また、行政に依存するの

みでないつながり方も構築していければと考えている。 

 交通システムづくりでは、福祉輸送を既に社協の事業で実施しており、これを発展さ

せる形になればと考えているため、社協の協力も得ていきたい。 

 企業等の経済分野の主体とは連携が少ないため、巻き込みを図っていきたい。特に再

エネや交通システムづくりの取組では、新電力会社やグリーンモビリティに取り組む

企業等から学ぶことからはじめたい。 

 バイオマス発電施設などの既存のものがエリア内にあり、そうした施設の協力も得て

いきたい。 

 エリア内で自然保育に長年取り組む教育法人の学校もあるため、自然資源を活用した

地域づくりで連携していきたいと考えている。 

④プラットフォーム

構築の可能性 
 芋井地区住民自治協議会を核に、上記の関係する行政機関、事業者、そのほか既存の

発電施設、教育施設・機関等の協力を得て構築していきたい。 

⑤環境省・EPO 中

部に対する支援

ニーズ（連携イベ

ント、勉強会等に

対するニーズ） 

 環境省、EPO には先進的に取り組む地域・主体の事例を紹介してほしい。また、そう

した事例をどのようにアレンジすると良いかなどのアドバイスもいただきたい。 

 関係する助成金、資金調達の方法などの情報提供も期待したい。 

⑥次年度プラット

フォーム構築事業
 PF 事業に応募予定である。 
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への応募の可能

性（応募の障壁と

なるもの） 

 芋井地区のコミュニティ単位であれば、地域が実施したいことなどの応募申請書に書

くべきことが明確であるため、記入・作成がしやすかった。 

 

※ 自治体との協定について、支所と協議会の協力締結は過去に行っているが、本 PF 事

業についての協定ではないため、有効になるかどうかは念のため、環境省側に確認い

ただく。 

 

№２ 

対象 WACおばま（鳥居理事長、中嶌理事） 

実施日 2021年 2月 6日 

【ヒアリング結果】 

①
取
組
の
概
要 

(1)取組・活

動・事業の

概要 

 小浜市では平成 14 年から「食のまちづくり条例」が施行されている。 

 ワークショップでの分析により、食を核にした環境・社会・経済の地域循環を謳う食

のまちづくりは、現在の SDGs や地域循環共生圏に準じる内容であることが分かっ

た。 

 それによりある意味では地域循環共生圏を小浜市では既に 20 年近く取り組んできた

とも捉えることができるようになったが、同時に依然として様々な課題があり、地域

循環が達成されているとは言い難い現状にある。 

 現実としては持続可能性を支える人そのものが減少し疲弊しているため、地域の在り

方を根本から見直し、従来的な活性化による地域づくりとは別に「人口減少社会に適

応する地域づくり」の可能性を探るフォーラムと協議会を開催した。 

(2) 取組事

例の地域 
小浜市  

(3) 主な関

係主体／

ステークホ

ルダー 等 

 NPO 法人 WAC おばま 

 小浜市役所 

 小浜市 12 地区まちづくり推進協議会 

②
地
域
循
環
共
生
圏
づ
く
り
事
例
と
し
て
の「
概
要
」（
循
環
要
素
） 

(1) 地域内

に 循 環 す

るもの・こ

と 

 すべての地域資源 

 地域循環に関与していく前提となる取組 

(2) 対 象 と

なる主な地

域資源 

 人材、農地や林地などの土地、自然環境 

(3) 対 象 と

なる主な地

域課題 

 少子高齢化 

 人口流出 

 土地の放棄荒廃（一次産業の不振や獣害） 

(4) 地域の

自立促進

の た め の

取組 

 地区単位での地域の自立運用を目指すコミュニティセンターが進められているが、停

滞中である。 

(5) 経済性

の確保（企

業、金融機

関等の巻

き込み） 

 現状なし 

(6) その他

の 特 徴 な

ど 

 従来型の一辺倒な上向きの活性化による地域づくりとは別の形の地域づくりの可能性

を掲示し、意識づけができたことで、今後の地域づくりにおいて選択肢が広がり柔軟

性や多様性を確保できるようになった。 

③ステークホルダ

ーとの関係づくり

の状況 

 フォーラムや協議会では「人口減少社会に適応する地域づくり」を選択肢の１つとし

て持つことについて、現場レベルにおいて肯定的に捉える意見が多い。 
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 地区活動の現場では、担い手が少なく特定の個人に役務が集中して疲弊している実情

があり、事業や組織のスリム化を求める声もある。 

 また、活性化に向けて活動的な地区であっても域内のマンパワーに限界を感じてお

り、外部との繋がりを受け入れていきたいという要望も出てきている。 

④プラットフォーム

構築の可能性 
 プラットフォーム構築の可能性はある。 

 特に地域の撤退的シナリオの方は非常にセンシティブな内容を含み、慎重且つ丁寧に

議論を進める必要があるため、地区内で自発的に口火を切るのは困難と想定される。 

 そのため、外部からのきっかけづくりや緩衝材になる組織が求められる。 

 また、幅広く横断的・専門的な知見が必要とされるため、そのような知識や技術を蓄

積して共有する器になる。 

⑤環境省・EPO 中

部に対する支援

ニーズ（連携イベ

ント、勉強会等に

対するニーズ） 

 先進事例の紹介や講師派遣 

 ワークショップのファシリテーターやコーディネーターの派遣 

 ワークショップツールの開発など。 

⑥次年度プラット

フォーム構築事業

への応募の可能

性（応募の障壁と

なるもの） 

 現段階において市内の全ての地区を見ることは難しいが、プラットフォーム構築事業

を行う可能性として既に幾つかの地区（まちづくり推進協議会）が協力する旨を表明

している。 

 そのような地区からモデル的に始めることは可能であると考えられる。 

 また行政としても地区のコミュニティセンターが停滞している現状を打破できる可能

性がある事業のため関係部署の理解は得られている。 

 

 プラットフォーム事業採択団体のオンライン化のサポート 

⚫ 地域循環共生圏づくりプラットフォーム構築事業の新規採択団体については、プラットフォ

ームの会合等実施の際に、Web 会議システム等が使用できない（有料アカウントを取得してい

ない）ため、EPO中部側でオンライン開催・運営を行った。 

【EPO中部によるオンライン支援の実施】 

団体 支援した会合 EPO 中部の支援 

PF 郡上 
8 月 28 日・第１回勉強会 

9 月 29 日・第２回勉強会 
後日 YouTube に限定公開し、欠席者、参画を呼びかけたい関係者と共有 

PF 越前 7 月 28 日・第１回研究会 後日 YouTube に限定公開し、欠席者、参画を呼びかけたい関係者と共有 

このほか事務局打合せにおいても、現地会合が不可となった場合、及び欠席者対応が必要となった場

合などに、EPO 側で Web 会議を開設しオンライン打合せを実施した。 

➢ 7 月 28 日 PF 越前の打合せ 

➢ 7 月 29 日 PF 郡上の打合せ 

➢ 9 月 14 日 PF 小布施の打合せ 

➢ 10 月 12 日 PF 根羽の打合せ 
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(2)地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業 

 森里川海推進ネットワーク形成会合の開催 

(ア) 企画検討会合の実施 

⚫ ４月 27日に中部地方環境事務所の伊勢志摩国立公園事務所担当者との Web会議を実施し、伊

勢志摩国立公園における展開方法についての検討を行うとともに、伊勢志摩国立公園エコツ

ーリズム推進協議会の事務局を紹介いただいた。 

⚫ ６月３日に伊勢志摩国立公園エコツーリズム推進協議会の実質事務局である三重県緑共生推

進課を訪問し、業務についての説明と協力依頼を行った。 

⚫ ９月 10日に、伊勢志摩国立公園エコツーリズム推進協議会と打合せを行い、地域側の意向確

認を行った。また、次回打合せ（10 月７日設定）にて、具体の内容について協議を行うこと

になった。 

 

(イ) 第１回情報交換会の実施 

① 日時 

⚫ 2020年 12月７日（月）14：00～17：00 

 

② 開催方法 

⚫ オンライン開催（Web会議システム使用） 

 

③ 参加者 

⚫ 計 30名 

⚫ 伊勢志摩国立公園エコツーリズム推進協議会の構成員などオンライン参加 計 27 名 

⚫ 財務省東海財務局によるオブザーバー参加 2名 

⚫ 中部地方環境事務所 1名 

 

④ プログラム 

 〇話題提供・情報提供 

 〇三重県における SDGsの推進について 

  三重県戦略企画部企画課長 山本 秀典 氏 

 〇国立公園満喫プロジェクトとワーケーション 

  環境省伊勢志摩国立公園管理事務所 国立公園保護管理企画官 内田 清隆 氏 

 〇地域循環共生圏プラットフォーム事業の採択事例の紹介 

  おわせ SEAモデル協議会 濱田 一多朗 氏 

  (尾鷲市政策調整課 課長補佐兼企画調整係長) 

 〇伊勢志摩国立公園エコツーリズム推進協議会の取組紹介 

  伊勢志摩国立公園エコツーリズム推進協議会 東 友章 氏 

  (志摩自然学校 代表理事) 

 〇ワークショップ 

  ①「SDGs、実は身近な世界へのつながり」ワークショップ 

  ②「伊勢志摩へそして地球へ、地元活動の SDGsの芽を考える」ワークショップ 

  ファシリテーター：EPO中部 原 理史 
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⑤ 開催後 

⚫ 開催後、録画した動画を YouTubeに限定公開し、欠席者及び関係者に案内した。 

 
※上記画像では（カメラ OFFではなく）ビデオなし接続者が非表示設定になっている。 

 

⑥ 作成した開催案内（第１回・第２回を同時に作成・配布） 
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(ウ) 第２回情報交換会の実施 

① 日時 

⚫ 2021年１月 18日（月）14：00～17：00 

 

② 開催方法 

⚫ オンライン開催（Web会議システム使用） 

 

③ 出席者 

⚫ 42 名(伊勢志摩国立公園エコツーリズム推進協議会、財務省東海財務局、三重県等 33 名、

YouTube録画視聴９名） 

 

④ プログラム 

 〇話題提供 

 〇地方創生（笑いの力で地域を元気に！）と SDGs 

吉本興業 HD・（株）よしもとエリアアクション 

 〇講演 

 〇ファンドレイジングとは～共感を集める資金調達の可能性～ 

  日本ファンドレイジング協会 プログラム・オフィサー 久保 匠 氏 

 〇地域におけるクラウドファンディング活用事例 

  株式会社 CAMPFIRE 高橋 あゆみ 氏 

 〇ワークショップ 

  自身の取組と SDGsの関わりについて共感をもって聞いてもらえる物語を考える 

  ファシリテーター：EPO中部 原 理史 

 

⑤ 開催後 

⚫ 開催後、録画した動画を YouTubeに限定公開し、欠席者及び関係者に案内した。 

 

 

⑥ 参加者アンケート結果 

⚫ 回答者数が少なかった（５名のみの）ため、他のイベントの参加者アンケートとあわせて集

計した結果を「11.今後に向けて／エ．イベント参加者アンケート結果より」に整理した。 
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(エ) 今後の展開に向けたヒアリングの実施 

⚫ 森里川海推進ネットワーク形成会合、及び地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業の

今後の展開（金融機関の関与の可能性）についての情報収集のため、日本政策投資銀行との

情報交換を次の通り、実施した。 

実施日 2 月 10 日 13：00～15：00 

実施方法 オンライン 

参加者 

株式会社日本政策投資銀行 北陸支店・企画調査課 2 名 

環境省環境計画課 2 名、金融室 2 名、中部地方環境事務所 2 名 

EPO 中部 3 名 

内容 

【環境省側からの情報提供】 

 北陸地域の自治体関連の動きについて 

 地域循環共生圏、中部地域の取組について 

【情報・意見交換】 

 地域循環共生圏づくりにおける金融機関の巻き込み方について 

 日本政策投資銀行全体の取組状況、自治体との連携状況 

 金融機関と自治体のマッチングの機会設置ニーズについて 

 

 地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業 

(ア) 企画検討会合の実施 

⚫ 本業務への協力依頼等を行うために、財務省東海財務局と下記の通り、打合せを実施した。 

9 月 8 日 
東海財務局 

財務部総務課 

 地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業への協力、登

壇依頼 

 PF 郡上の取組状況等についての情報共有 など 

10 月 5 日 
東海財務局 

津財務事務所 

 地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業への協力、登

壇者等の照会依頼 

 PF 尾鷲の取組状況等についての情報共有 など 

 

(イ) 郡上エリア会合の開催 

① 日時 

⚫ 2020年 11月 25日（水）13：30～16：00 

 

② 開催場所・開催方法 

⚫ 会場：白鳥ふれあい創造館 交流ホール 

（210号室）（岐阜県郡上市） 

⚫ オンライン視聴：一部を YouTubeでライブ配信 

 

③ 出席者 

⚫ 49名（現地参加者数 37名、YouTube視聴者数 12名） 

 

④ プログラム 

○ごあいさつ 

環境省中部地方環境事務所 

○講演：縄文型 SDGs の超絶まちづくり～自然と共存共生する１万年の奥義とは～ 

谷中 修吾 氏 

（地方創生イノベータープラネットフォーム INSPIRE 代表理事/BBT 大学経営学部グローバ

ル経営学科 学科長・教授） 



 

132 

 

○話題提供：岐阜県下における最近の経済情勢について 

高橋 成守 氏 

（財政省東海財務局岐阜財務事務所 財務課長） 

○地域ビジネスのアイデア共有ワーキング：ローカル SDGsの共有と地域ビジネスの創発へ 

（※会場現地での実施のみ） 

 

⑤ 開催案内チラシ 

 
 

⑥ 参加者アンケート結果 

⚫ 回答者数が少なかった（18 名のみの）ため、他のイベントの参加者アンケートとあわせて集

計した結果を「11.今後に向けて／エ．イベント参加者アンケート結果より」に整理した。 
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(ウ) 越前エリア会合の開催 

① 日時 

⚫ 2021年１月 26日（火）13：00～16：30 

 

② 開催方法 

⚫ オンライン開催（YouTube でライブ配信／登壇者は Web会議システムでオンライン登壇） 

 

③ 出席者 

⚫ 56名（登壇者 6名、事務局 3名、環境省 1名、YouTube視聴 46名） 

 

④ プログラム 

 〇開会・ごあいさつ 越前市長 奈良 俊幸氏 

 〇「地域環境共生圏」について 

  地域循環共生圏とは～気候危機・コロナ禍の地域づくり～ 

        金井 信宏氏（環境省中部地方環境事務所資源循環課長） 

 〇テーマ① 福井県内の経済情勢等について 

    山岸 賢一氏（北陸財務局福井財務事務所長） 

 〇テーマ② 北陸新幹線敦賀開業による経済波及効果について 

    鈴木 英介氏（株式会社日本政策投資銀行北陸支店企画調査課長） 

 〇テーマ③ 越前市の「地域経済循環分析」をみる 

      山崎 清氏（株式会社価値総合研究所パブリックコンサルティング 

第４事業部事業部長） 

 〇トークセッション 

      地域循環共生圏づくりと新駅整備から越前エリアの未来を考えてみる 

    コーディネーター： 

加藤 義人氏（岐阜大学客員教授） 

       パネリスト： 

       山岸 賢一氏（北陸財務局福井財務事務所長） 

       鈴木 英介氏（株式会社日本政策投資銀行北陸支店企画調査課長） 

       山崎 清氏（株式会社価値総合研究所パブリックコンサルティング第４事業部事業部長） 

        山内 誠氏（福井県銀行地域創生チームサブリーダー/越前イノベーション研究会） 

          平野 賢治氏（越前市建設部理事） 
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⑤ 開催案内チラシ 

 
 

⑥ 参加者アンケート結果 

⚫ 回答者数が少なかった（４名のみの）ため、他のイベントの参加者アンケートとあわせて集

計した結果を「11.今後に向けて／エ．イベント参加者アンケート結果より」に整理した。 
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７ EPO中部のこれまで集積したネットワーク及びノウハウの整理 

⚫ 第５期業務において作成した、中間支援に資する情報、及び EPO 中部のネットワーク、ノウ

ハウ等に関わるツール、コンテンツを、中間支援組織、地域活動主体、行政等が活用できる

よう、EPO中部の Webサイトに公開した。 

⚫ 作成・公開したツール、コンテンツは、次表の通りであり、12 月に EPO 中部 Web サイトをリ

ニューアル公開した際、協働取組や地域循環共生圏づくり、SDGs 推進に取り組むための「お

役立ちツール」コーナーを新設した 

【公開したツール、コンテンツ】 

活動見える化プログラム 
活動見える化プログラムの概説、チャート図による事例の紹介、チャート図

作成過程で記入する分析表など 

EPO 中部・協働コーディネーターの 

リスト 

協働コーディネーターのリスト（名前、所属先、専門・得意分野）、コーディネ

ーターの取組事例集（2019 年度作成パンフレット） 

SDGs チェックリスト 
SDGs チェックリスト、ワークショップで活用可能なパッケージツール

一式、2020 年 6 月に実施したチェックリスト活用セミナーの動画 

中部の環境イベントリスト 
中部 7 県の自治体が主催する環境イベントで、NPO 等による出展が可能

なイベントを活動ＰＲの機会の場として情報提供 

EPO 中部関連業務報告書アーカイブ 
平成 17 年度（2005 年度）からこれまでにＥＰＯ中部が作成・関連した業務・

事業の報告書をリストと共に公開、順次最新報告書も掲載予定 

【お役立ちツールのコーナー】https://www.epo-chubu.jp/tool 

 

自治体主催の出展可能

な環境イベントのリス

トを公開 

過去の業務報告書のリ

スト及び各報告書ファ

イルを公開 

中部 ESD活動支援センターWeb

サイトに公開した SDGsチェッ

クリストのパッケージツール

を EPOサイトでも紹介 

活動見える化プログラムの概

説と、作成したチャート図

（協働取組、地域循環共生圏

づくりの事例）を紹介 
（具体のコンテンツは前項「４．協働取組

の推進のための業務」参照） 

2019年度に作成した EPO

中部・協働コーディネ

ーターのリストと、コ

ーディネーターによる

取組事例集（パンフレ

ット）を公開 

https://www.epo-chubu.jp/tool
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【EPO中部ウェブサイトの「EPO中部・協働コーディネーターのリスト」ページ】 

https://www.epo-chubu.jp/tool/coordinator 

 

協働コーディネーター

のリスト 

協働コーディネーター

による取組事例集（パ

ンフレット） 

https://www.epo-chubu.jp/tool/coordinator
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【EPO中部ウェブサイトの「SDGsチェックリスト」ページ】 

https://www.epo-chubu.jp/help/sdgs 

 

公開中の SDGs チェックリスト

のパッケージツールの資料リ

スト 

SDGs チェックリスト 

パッケージツールの一つであ

るグループワーク用シート 

SDGs チェックリスト、パッケー

ジツールを活用したセミナー、

ワークショップの事例集にリン

ク 

https://www.epo-chubu.jp/help/sdgs
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【EPO中部ウェブサイトの「中部の環境イベントリスト」ページ】 

https://www.epo-chubu.jp/tool/event-list 

 

 

環境イベントリストを県別に

掲載 

環境イベントリストの長野

県の例 

https://www.epo-chubu.jp/tool/event-list
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【EPO中部ウェブサイトの「EPO中部関連業務報告書アーカイブ」ページ】 

https://www.epo-chubu.jp/tool/report-archives 

 
 

ESD 業務や、環境省事業（同

時解決事業、協働加速化事

業）の過去報告書もタブを開

くとリスト展開し閲覧可能 

平成 17 年度（2005 年度）から

の EPO 中部運営業務関連の

報告書ファイル 

上記の報告書の中から、イベ

ントを抽出し、登壇者と登壇タ

イトル等をリスト化したものを

参考資料として公開 

https://www.epo-chubu.jp/tool/report-archives
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８ 環境基本計画に沿った環境教育支援業務 

(1)地域住民・市民等向けのワークショップ開催 

① 日時 

⚫ 2020年 11月 14日（土）13：30～16：30 

 

② 開催場所 

⚫ 片平ふれあいセンター(名古屋市緑区鳴海町天白 90) 

 

③ 出席者 

⚫ 62名 

 

④ プログラム 

  第一部 おとなも子どもも、いっしょに学ぼう！「SDGsってなんだ？」 

 〇オープニング X博士のクイズゲーム「あなたは地球にやさしい？」実施 

 〇紹介 みんなの地元、片平学区の環境活動：杉野 友昭氏（片平学区連絡協議会長） 

 〇解説 未来の地元を考えるために：千頭 聡氏（日本福祉大学教授） 

第二部 今から始まる明日への取組 

 〇ワークインプット「ローカル SDGsとは」：西田 清紀氏（環境省中部地方環境事務所） 

 〇ワークショップ 「SDGs地元から世界へ」実施 

 〇まとめ、講評：千頭 聡氏（日本福祉大学教授） 
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⑤ 開催案内チラシ 

 
 

⑥ 参加者アンケート結果 

⚫ 回答者数が少なかった（16 名のみの）ため、他のイベントの参加者アンケートとあわせて集

計した結果を「11.今後に向けて／エ．イベント参加者アンケート結果より」に整理した。 
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９ 関係主体との連携及び協働に関する業務 

(1)中部地方環境事務所との情報共有及び意見交換 

 定期打合せと日々の業務報告の提出 

(ア) 定期打合せ 

⚫ 中部地方環境事務所の担当官との定期的な打合せを月１回以上実施し、業務の進捗状況、方

向性などについて協議を行った。 

 実施日 主な打合せ協議事項 

第

１

回 

4 月 

10 日 

１．業務実施計画について 

２．個別のイベント展開案について 

３．運営会議の日程設定とウェブ会議の設営について 

４．ウェブサイトのリニューアルについて（ドメインの件など） 

５．その他 

（１）次回打合せ 

（２）ビル管理会社からの「現況調査票」 

（３）その他 

第

２

回 

5 月 

11 日 

・第 1 回 EPO 中部運営会議の進行と会議資料について 

・第 1 回中部地方 ESD 活動支援センター企画運営会議の進行と会議資料について 

第

３

回 

6 月 

19 日 

１．ＰＦ事業・採択団体との第 2 回打合せについて 

２．イベント関係の業務状況について（報告） 

 ・信州での協働フォーラム開催 

 ・ESD ネットワークフォーラム SDGs 学生サミット（仮）の段取り 

 ・ESD ダイアログ白山開催の段取り 

 ・森里川海（伊勢志摩）、基盤強化（3PF 支援） 

 ・名古屋市の 2 ワークショップ 

 ・6 月 29 日開催・SDGs チェックリスト活用セミナー（ライブ配信テストの実施） 

３．その他 

（１）次回打合せ／第 1 四半期報告書の提出 

（２）その他 

第

４

回 

7 月 

13 日 

１．ＰＦ事業・採択団体との第 3 回打合せについて 

２．イベント関係の業務状況について（報告） 

３．ウェブのリニューアル案（既存サイトの整理）について 

４．第 1 四半期報告書について 

５．その他 

（１）次回打合せ／第 1 四半期報告書の提出 

（２）その他 

第

５

回 

8 月 

26 日 

１．ＰＦ事業 5 団体の進捗状況、今後の進め方について 

２．イベント関係の業務状況について 

３．Web サイトのリニューアル後の必要経費について 

４．変更契約に向けた作業について  

５．その他 

（１）次回打合せ 

（２）その他 

第

６

回 

9 月 

18 日 

１．ＰＦ事業 5 団体の進捗状況、今後の進め方について 

２．そのほかイベント関係の業務状況について 

３．行政レビューの GEOC 提示共有化資料について  

４．第 5 期 3 カ年度中間報告書について 

５．その他 

（１）次回打合せ／第 2 四半期報告書の提出 

（２）その他 

第

７

回 

10 月 

13 日 

１．ＰＦ事業 5 団体の進捗状況、今後の進め方について 

２．そのほかイベント関係の業務状況について 

３．第 2 四半期報告書とその納品 

４．協働コーディネーターの EPO 事業ニーズ（回答状況） 

５．その他 
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 実施日 主な打合せ協議事項 

第

８

回 

11 月 

18 日 

１．ＰＦ事業 5 団体の進捗状況、今後の進め方について 

２．そのほかイベント関係の業務状況について 

３．第 5 期中間報告について 

４．Web リニューアルについて 

５．そのほか業務全体の実施状況、要提出物等について 

６．運営会議について 

７．その他 

第

９

回 

12 月 

22 日 

１．ＰＦ事業 5 団体の進捗状況、今後の進め方について 

２．そのほかイベント関係の業務状況について 

３．Web リニューアルについて 

４．運営会議の資料について 

５．その他 

第

10

回 

1 月 

15 日 

１．地域循環共生圏事業について 

２．そのほかのイベント関係の準備について 

３．運営会議の資料等について 

４．第 3 四半期報告書について 

５．その他 

第

11

回 

2 月 

17 日 

１．地域循環共生圏事業について 

 ・PF 事業についての共有 

 ・応募予定２団体のヒアリング結果 

２．そのほかの今年度業務の実施状況の確認 

３．年間報告書・概要版の提出スケジュールについて 

４．その他 

第

12

回 

3 月 

12 日 

・年間報告書、概要版の原稿確認 

・その他要提出資料等について 

 

(イ) 日々の業務報告提出 

⚫ 日々の業務について、毎月、所定の様式の報告書を作成し、中部地方環境事務所へ提出した。 

 

 中部地方環境事務所が開催する外部評価委員ヒアリングへの対応等 

(ア) 外部評価委員ヒアリングへの出席 

⚫ 中部地方環境事務所が実施した外部評価委員へのヒアリングに下記の通り出席した。 

行事等 実施日 EPO 中部による対応 

外部評価委員ヒアリング 
2 月 10 日 

オンライン 

⚫ EPO中部スタッフ 3名が同席し、第５期中間報告書

の説明、質疑応答などを行った。 

 

(イ) 第５期中間報告書（2020 年 12月時点作成）の作成・提出 

⚫ 外部評価委員ヒアリングの実施にあたり、EPO 中部運営業務の「第５期中間報告書」を作成し、

12 月初旬に中部地方環境事務所へ提出した。（提出した報告書は中部地方環境事務所の Web サ

イトに公開されている：http://chubu.env.go.jp/earth/mat/m_2_2.html） 

※ 定量的な目標設定、達成結果については、「１．業務実施計画の作成及び公表／(２)定

量的な達成目標の設定」参照。 

http://chubu.env.go.jp/earth/mat/m_2_2.html
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 中部地方環境事務所主催行事等への参加 

⚫ 中部地方環境事務所の主催行事である「白書を読む会」「中部カンファレンス（２回）」に参

加（オンライン視聴）した。 

⚫ 全国ユース環境活動発表大会・中部大会の審査委員として、EPO 中部運営会議委員であり、

EPO 中部・協働コーディネーターの山室秀俊氏（長野県 NPO センター事務局長）を中部地方

環境事務所、大会事務局（環境保全機構）に推薦した。 

行事等 実施日 EPO 中部による対応 

白書を読む会 
7 月 10 日 

オンライン 
⚫ EPO 中部スタッフ 2 名が視聴参加した。 

中部カンファレンス 
12 月 9 日 

オンライン 
⚫ EPO 中部スタッフ 1 名が視聴参加した。 

全国ユース環境活動発

表大会（中部大会） 

（12 月 19 日オン

ライン開催） 

⚫ 審査委員として長野県 NPO センター事務局長・

山室秀俊氏を中部地方環境事務所に推薦した。 

中部カンファレンス 
2 月 27 日 

オンライン 
⚫ EPO 中部スタッフ 2 名が視聴参加した。 

 

 報道対応等 

⚫ 今年度に実施した主催２イベントで報道機関による取材があり、記者対応を行った。 

⚫ 8 月 20 日に富山県富山市で開催した、高等学校教員向け SDGs 教育セミナー『総合的な探究の

時間』における SDGs 教育」は、地元テレビ局（富山テレビ）の取材があり、ニュース番組で

放映された。 

⚫ 11月 14日に名古屋市緑区の片平学区で開催した「みんなあつまれ SDGs！「今」から始まる明

日への取組～片平学区 50 周年記念「環境学習会」によせて」も新聞取材があり、中日新聞市

民版に記事が掲載された。 

 

【富山テレビの Webサイトより】 
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【2020年 11月 16日付の中日新聞・市民版】 

 

 

 学生参画における関連校の登壇への考慮 

⚫ EPO／ESD 行事への学生参加の企画について、今年度は新型コロナウイルス感染症の拡大防止

の観点から学生を集めたイベント企画が難しく、2 月 14 日開催・中部地方 ESD／SDGs 推進ネ

ットワーク地域フォーラムに大学生と自治体がオンライン登壇する企画を行った。 

⚫ 登壇学生は、SDGs 未来都市に選定された自治体に所在する大学の学生であり、EPO 中部運営

委員、中部地方 ESD 活動支援センター企画運営委員の協力を得て、登壇に向けた調整を実施

した。 

【ESDネットワーク地域フォーラムの企画資料より】 
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(2)全国の地方 EPO・GEOC・ESD 活動支援センターのネットワークの

活用及び連携の確保・強化 

⚫ 全国の地方 EPO・GEOC・ESD活動支援センター等から招請のあった下記の会議・イベント等に

出席した。 

会議名 開催日 場所/方法 概要 

EPO 情報共有会議 
4 月 

14 日 
オンライン 

地域循環共生圏 PF 事業支援を含む EPO ネットワーク事業の全体的なスケジ

ュールの確認や直近の予定など 

EPO ネットワーク発

信・発掘 WG 

6 月 

2 日 
オンライン 行政事業レビュー向上について 

全国 ESD センター

会議 

6 月 

2 日 
オンライン 活動方針案まとめ 

EPO ネットワーク

PF 支援 WG 

6 月 

3 日 
オンライン 

EPO ネットワークのあり方検討 

プラットフォーム支援・地域力強化 WG 

全国 ESD センター

による各地方センタ

ー個別ヒアリング 

6 月 

11 日 
オンライン 

・これまで力を入れて取り組んで来られたこと 

・今後の目標（1 年後～5 年後) 

・現在抱えている問題点・課題 

・全国センター、ESD 推進ネットワークに期待すること 

・前回提示した「2020 年度の取組について(案)」へのご意見 

全国 EPO 連絡会 

（第１回） 

6 月 

25 日 
オンライン 

・各 EPO の特徴や今年度重点の紹介（地方ごとに 5 分程度） 

・Green Gift 地球元気プログラム 

・地球環境基金 

・セブンイレブン記念財団 

・共生圏 PF 事業支援 

・基盤強化（地域経済エコシステム） 

・森里川海 など 



 

170 

 

会議名 開催日 場所/方法 概要 

EPO ネットワーク発

信・発掘 WG 

6 月 

26 日 
オンライン 

セッション①発信・発掘 WG どうしましょ!? 

セッション②行政評価、ピンチをチャンスに!! 

セッション③その他 

EPO 受託者会議 
6 月 

30 日 
オンライン 

・今後のスケジュール 

・地球環境基金、グリーンギフト、セブンイレブン等外部資金業務について 

・森里川海業務、PF 事業など業務の取組状況に関わる情報共有 

地域循環共生圏Ｐ

Ｆ構築事業キックオ

フミーティング振り

返りミーティング 

7 月 

3 日 
オンライン ・振り返りグループワーク・ディスカッション 

EPO スタッフ会議 
7 月 

22 日 
オンライン 

・EPO 事業評価指標についてのセッション報告 

・共生圏 PF 事業について 

・パートナーシップ基盤強化事業について 

・森里川海について 

・その他 8 月 5 日の仙台会議について確認 

全国 ESD センター

企画運営委員会 

7 月 

27 日 

東京都 

港区 

・ESD 活動支援センター2019 年度事業報告について 

・ESD 活動支援センター2020 年度事業計画について 

・その他 

全国 EPO 会議 

（第１回の補足会

議） 

8 月 

5 日 

宮城県 

仙台市 

【議題 1】EPO 事業の全体像とこれまでに獲得してきた強みについて  

・これまでの EPO 業務の全体像と獲得してきた強みを確認  

①これからの EPO の基盤業務 （※ESD センター業務含む）  

②これからの外部連携事業（グリーンギフト、地球環境基金、セブン・イレブン

記念財団）  

【議題 2】EPO 事業評価について  

・今後どのように EPO 業務を評価していくか  

・定性的評価について  

・定量的評価について  

【議題 3】本年度の各事業に基づいて認識すり合わせと協議  

・地域循環共生圏プラットフォーム構築事業  

・パートナーシップ基盤強化事業  

・森里川海  

地球環境基金連絡

会 

8 月 

27 日 

神奈川県

川崎市 

（１）新型コロナウイルス感染症による助成事業への影響と対応状況について 

（２）２０２０年度助成金募集及び結果について  

（３）２０２１年度助成金募集にかかるスケジュールについて  

（４）今年度の助成金説明会について 

（５）全国及び地方ユース環境活動発表大会について 

（６）コロナ禍における環境市民活動の現状について(GEOC) 

グリーンギフト打合

せ 

8 月 

27 日 

神奈川県

川崎市 
グリーンギフトイベントの開催方法についての確認 

全国 ESD 連絡会 

（第１回） 

8 月 

28 日 
オンライン 

(1)開会 

(2)2020 年度方針の確認 

(3)2021 年度以降の ESD 推進ネットワークの方向性について 

(4)全国・地方センターが連携して行う 2020 年度の具体的なアクションについ

て 

ＰＦ事業 アドバイ

ザリー委員会 

9 月 

4 日 
オンライン 

・地域循環共生圏を目指すプロセスとしての“環境整備”について  

-“環境整備”とは何か  

-事業の成果物 4 点について  

-“環境整備で目指す地域循環共生圏”像について（GEOC 整理）  

・本日の主な論点  

-地域循環共生圏へのプロセスとして、“環境整備”をどの様に捉えるべきか  

-環境整備のプロセスを可視化するものとしての“環境整備プロセスチェックシ

ート”について 

地域循環共生圏パ

ートナーシップ基盤

強化事業に係る講

演 

9 月 

15 日 
オンライン 

講演① 

・地域での起業、創業までの流れ、ビジネス的メリットと社会的意義  

・起業家が求める支援、ネットワークに欲しい人材  

・「にっぽんの宝物」、地域における観光と環境  

講演②（30 分）  

・地方創生における公庫の役割と支援制度  
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会議名 開催日 場所/方法 概要 

・「ビジネスプラン見える化 BOOK」の活用事例  

・「ソーシャルビジネス支援ネットワーク」と活動  

全体ディスカッション 

全国検討会（日本

ファンドレイジング

協会） 

9 月 

30 日 
オンライン 

地域循環共生圏づくりにおける GEOC の取組 

 ・EPO ネットワークについて  

 ・「地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業」における環境整備支援 

 ・その他共生圏関連事業の取組 

日本ファンドレイジング協会より 

 ・ファンドレイジングとは 

 ・地域循環共生圏づくりにおけるファンドレイジングの可能性 

 ・日本ファンドレイジング協会について 

各相談事項に基づいて協議 

 ①地域循環共生圏づくりに資するファンドレイジングの考え方をどう整理する

か 

 ②地域循環共生圏づくりのプロセスにファンドレイジングの考え方を活用する

具体的な方法やツールについて 

 ③地域循環共生圏づくりのプロセスにファンドレイジングの考え方を活用する

上での、恒常的な仕組みについて 

まとめ 

PF 事業 作業部会

（第１回） 

10 月 

23 日 
オンライン 

環境整備支援を通じて EPO 全体として目指す価値について 

各地方 EPO による環境整備支援の進捗共有 

 ①各活動団体の状況をどの様に捉えていたかという仮説（見立て） 

 ②その仮説を基にどの様に関与したか（打ち手） 

各 EPO、アドバイザリー委員からフィードバック 

意見交換 

アドバイザリー委員からフィードバック 

EPO カタログ合宿 

11 月 

9 日 

～11 日 

岡山県 

岡山市 

・EPO ネットワークの紹介ブック制作 

※主催イベントが 11 月 10 日にあったため、11 月 11 日のみ出席。 

PF 事業 作業部会

（第２回） 

12 月 

1 日 
オンライン 

・オリエンテーション 

・環境整備支援を通じて EPO 全体として目指す価値について 

 各地方 EPO による環境整備支援の進捗共有 

 ①各活動団体の状況をどの様に捉えていたかという仮説（見立て） 

 ②その仮説を基にどの様に関与したか（打ち手） 

・各 EPO、アドバイザリー委員からフィードバック 

・意見交換 

 各地域で生じたエラーと PF 事業全体へのフィードバック 

・アドバイザリー委員からフィードバック 

・今後の予定やその他確認事項 

PF 事業中間報告

会振り返りミーティ

ング 

12 月 

9 日 
オンライン 

中間報告時点での振り返り 

・現時点であがっている課題等の確認 

・中間報告を聞いてのコメント 

支援チーム派遣の概要について 

・請負業者からの説明・質疑応答 

地域循環共生圏パ

ートナーシップ基盤

強化事業に係る共

有会 

12 月 

16 日 
オンライン 

講演「よろず支援拠点とその活用状況等について」 

講演「クラウドファンディング活用と地域での留意点」 

ESD 推進ネットワ

ーク全国フォーラム

2020 

12 月 

19 日 
オンライン 

基調講演 

・持続可能な社会の創り手の育成に向けて 

・SDGs 実現社会に期待される人材育成の取組 

・SDGs が創る世界と作り手を育む ESD 

・ESD を通した授業づくりと地域連携 

・ESD for 2030 のさらなる推進に向けた市民社会からの期待 

・分科会① 

 ①-1 次世代を対象とした SDGs 人材育成活動の探究と実践 

 ①-2 SDGs の取り組みを社会実装するための ESD 

・分科会② 

 ②-1 学校と地域が連携して SDGs の人材育成を進める 
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会議名 開催日 場所/方法 概要 

 ②-2 地域のレジリエンスと ESD 

・全体ふりかえり 

全国 EPO 連絡会

（第 2 回／1 日目） 

1 月 

15 日 
オンライン 

【議題 1】令和 2 年度事業進捗共有 

【議題 2】その他令和 2 年度事業の進捗共有 

全国 EPO 連絡会

（第 2 回／２日目） 

1 月 

19 日 
オンライン 

＜午前の部＞ 

【議題 1】令和 3 年度 EPO 事業について 

【議題 2】環境省・事務所等からのトピックス 

【議題３】令和 3 年度 EPO 事業について 

【議題４】環境省・事務所等からのトピックス 

分科会（事務所会議・EPO 連絡会をそれぞれ実施） 

ＥＳＤセンター実務

担当者打合せ 

2 月 

2 日 
オンライン 

１．趣旨説明、議題の確認 

２．次年度仕様書について 

３．分科会について 

４．今後の ESD 展開・方針など 

５．ESD センター連絡会に向けて 

地域循環共生圏Ｐ

Ｆ事業等実務担当

者打合せ 

2 月 

2 日 
オンライン 

１．趣旨説明、議題の確認 

２．次年度仕様書について 

３．基盤強化事業について 

４．今年度業務のゴール、成果共有会までの動きなど 

全国 ESD 連絡会

（第２回） 

2 月 

8 日 
オンライン 

(1) 開会 

(2) 2020 年度活動状況(地方センター) 

(3) 2020 年度活動状況(全国センター) 

(4) 2021 年度の活動について 

(5) ESD を巡る動向 

全国 ESD 連絡会

の振り返り会議 

2 月 

8 日 
オンライン ・今後の対応の確認等 

ＰＦ事業 アドバイ

ザリー委員会（第３

回） 

3 月 

4 日 
オンライン 

令和 2 年度 PF 事業振り返り 

アドバイザリー委員会と作業部会の振り返り 

令和 2 年度環境整備の進捗と GEOC の仮説 

意見交換 

PF 事業全国成果

発表会 振り返りミ

ーティング 

3 月 

10 日 
オンライン 

・地方事務所、EPO からの所感共有 

・令和 2 年度の PF 事業 環境整備支援の課題 

・来年度の PF 事業について 

※ 地域循環共生圏関連会合のうち環境省主催会合は「６．地域循環共生圏の創造に資するため

の推進業務」の章に掲載。 

※ ESD業務関連会議については、「５．中部地方ESD活動支援センター運営業務」の章に掲載。 
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１０ 外部資金を活用した事業 

(1)グリーン・ギフト・地球元気プロジェクト 

⚫ 予算：900,000円 

⚫ 今年度のプロジェクトでは、三重県の団体（特定非営利活動法人 Joint Plus）によるイベン

ト２回、福井県の団体（小原 ECO プロジェクト）によるイベント１回が開催され、それぞれ

EPO中部が支援を行った。 

⚫ このほか、愛知県の団体によるイベントの開催予定もあったが、新型コロナ感染拡大防止の

観点から中止となった。 

 

【提出された実施報告シート①】 

主催団体名 特定非営利活動法人 Joint Plus 

イベント 
タイトル 

河川環境を学習し、ストーンペインティングに挑戦しよう！ 

開催日 2020 年 7 月 18 日(土曜日) 9:00～12:00 (活動実施時間数 計 3.5 時間) 

開催場所 農泊：JointHouse 三重県多気郡大台町小切畑 295 番地 

イベント概要 

今回イベントの概要(ねらい、タイムテーブル)をご記入ください 

（ねらい）河川を通して、宮川がつくる自然について、またその成り立ち・仕組みを理解し、河川
環境保全、地域生態系の保全に向けて行動できるようになる。 

（タイムテーブル） 

受付開始 9：00 ➡ プログラム説明等  ➡ 薗川へ移動 ➡ 河川体験プログラム ➡ ス

トーンペインティング ➡ 振り返りまとめ ➡ 終了 12：30 

イベント結果 

イベントの内容を子どもたちの様子（エピソード）と合わせてご記入ください 
（300 字程度・文体は「です・ます」調） 

Joint Plus が運営する民泊 Joint House を集合・受付場所とし、1 名の方に参加頂きました。開
催にあたり、プログラムの趣旨と、工程を説明しました。その後、河川学習として薗川に移動し、
河川環境について説明しました。その後、民泊 Joint House にもどり、大台町の河川から集めた
石を使用して、ストーンペインティングを行いまいた。講師から、事前にペイントをした石をもと
に、デザインの方法と、塗り方について説明をして頂きました。ペイントにはアクリル絵の具と絵
筆を使用しました。最後に、振り返りまとめとして、参加者から感想と講師から講評を頂き、終了
となりました。 

成果 

プログラムの成果として、数値にできるものがあればご記入ください 

河川学習：30 分 
採集した石：60 個 
ストーンペインティング：14 個 

参加者の声 

イベント当日に聞いた声、アンケート結果からご記入ください（形式自由・５つ以上） 

宮川がきれいな理由がわかった。 

宮川の成り立ちを理解することができた。 

石にも様々な種類があることがわかった。 

自然から感じたことをストーンペインティングとして表現することが楽しかった。 

また参加したいと思います。 

参加人数 

一般参加者 人数 合計 

子ども(乳幼児から中学生まで) 0 名 

1 名 子どものご家族または保護者など 0 名 

その他の参加者(地域住民、学生など)  1 名 

協働関係者 人数 合計 

実施 NPO スタッフ 4 名 

7 名 

その他団体スタッフ（協力者・協力団体スタッフ） 0 名 

東京海上日動 社員ボランティア（代理店社員ボランティア含む） 1 名 

EPO スタッフ 2 名 

日本 NPO センタースタッフ 0 名 
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イベント協力 

イベントの協力者・協力団体について具体的にご記入ください（箇条書き） 

宮川上流漁業協同組合 

東京海上日動「代理店」の協力についてご記入ください（選択式） 

東京海上日動 「代理店」ボランティア 有 人数 1 名 

東京海上日動 「代理店」一般参加者 無 人数 0 名 

イベント 

振り返り 

以下 3 つの視点から、よかったこと・今後につながることを中心にご記入ください。 

1. 次世代へのギフト（子どもたちがどのような気づきが得られたか等） 

大台町の複雑な地形や温暖多雨な気候などの地域的な特徴により、河川が形成され、森と

川の循環から環境が維持されている仕組みを知る事によって、子供たちが、自分自身の特徴

や他者との関係を認識し、その特徴を将来の職業、生き方に活かしていくことが大切であるこ

とに気づいてもらうことができました。 

 

2. ステークホルダーへのギフト（協力者・協力団体とどんなことができたか等） 

協力者である宮川上流漁業協同組合は、今回開催場所となった薗川を含め、河川環境の維

持に努めて頂いており、イベントを通じて、清流形成する水や石、地質など自然のしくみを学

ぶことで、河川への関心が高まり、将来的な河川環境の保全、利用の促進につながりまし

た。 

 

3. 地域へのギフト（地域にたいしてどんな貢献ができたか等） 

大台町の河川の特徴、自然のしくみを知って頂くことで、自分自身の故郷も含め、環境を保

全すること、地域を大切することの重要性を感じていただきました。 

全体の感想 

宮川は清流日本一にも選出される河川であり、町外の参加者にその特徴を感じて頂くことがで

き、河川環境の保全の必要性を学ぶ良い機会を作ることができました。ストーンペインティング

においても、自分が感じたことを表現する一つの手段として、参加者も楽しみながら、実施するこ

とができました。 

 

【提出された実施報告シート②】 

主催団体名 小原 ECOプロジェクト 

イベント 
タイトル 

小さな山里の「夏・探険隊」 

開催日 令和２年８月１日(土曜日) 09:45～15:00 (活動実施時間数 計 4 時間) 

開催場所 福井県勝山市北谷町小原地区 

イベント概要 

今回イベントの概要(ねらい、タイムテーブル)をご記入ください 

（ねらい） 
親子で楽しむ自然体験（川遊び（生物調査）、まき割り（カーボンオフセット）、自然の豊かさ・恵
み、命の大切さを感じてもらう） 
（タイムテーブル） 
９：４５ 小原集落 集合（受付） 
１０：００ スケジュール説明、連絡等 着替え 
１０：３０ 自然体験活動 
            川遊び（川辺の生物観察） 魚つかみ（命の学習） 
１１：３０ 午前の部終了 
 
１３：００ （午後の部）自然体験活動 
          薪割り 
          ドラム缶風呂  
１４：３０ プログラム終了 （着替え・片付け） 
１５：００ 午後の部終了 解散 

イベント結果 

イベントの内容を子どもたちの様子（エピソード）と合わせてご記入ください 
（300 字程度・文体は「です・ます」調） 

どれも良い経験・体験を得た様子です。 
また、コロナ禍の中でストレスから解放された様子です。 
川の生き物調査、化石発掘体験、川遊びでは 
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・レッドデータの貴重な魚を発見でき、みんなで大喜びです。 
 私も 20 年ぶりに見ました。 
・川にオタマジャクシがいたことが驚きの子供もいました。 
 
薪割り、ドラム缶風呂 
・薪割りが楽しい様子で、帰りたくないとグズル子供もいました。 
・親子の触れ合いとして、家にもドラムか缶風呂を設置したいという家族もいます。 
 

成果 

プログラムの成果として、数値にできるものがあればご記入ください 

生物観察：12 種類 
薪（間伐材）：１００㎏ 

参加者の声 

イベント当日に聞いた声、アンケート結果からご記入ください（形式自由・５つ以上） 

・環境教育面について指導者の準備が行き届いていた。スタッフのスキルが申し分ない。 

・豊かな自然との触れ合いは子供たちにとって多くの学びになる。 

・川の美しさや生きものに触れてとても癒された。 

・大自然に触れ合う中で子供たちがいつもと違う遊びができ、魚・虫など新たなことを発見してい

た。 

・自然の豊かさ（厳しさ）、命の大切さを感じられるような活動を今後もさせたい。 

・いつもゲームばかりしている子供を外に連れ出せて良かった。 

 

参加人数 

一般参加者 人数 合計 

子ども(乳幼児から中学生まで) １５名 

２５名 子どものご家族または保護者など １０名 

その他の参加者(地域住民、学生など)  名 

協働関係者 人数 合計 

実施 NPO スタッフ ４名 

６名 

その他団体スタッフ（協力者・協力団体スタッフ） １名 

東京海上日動 社員ボランティア（代理店社員ボランティア含む） １名 

EPO スタッフ 名 

日本 NPO センタースタッフ 名 

イベント協力 

イベントの協力者・協力団体について具体的にご記入ください（箇条書き） 

えちぜん鉄道㈱ 、小原生産森林組合、福井県、勝山市 

東京海上日動「代理店」の協力についてご記入ください（選択式） 

東京海上日動 「代理店」ボランティア 有 人数 １名 

東京海上日動 「代理店」一般参加者 無 人数 ０名 

イベント 

振り返り 

以下 3 つの視点から、よかったこと・今後につながることを中心にご記入ください。 

1.次世代へのギフト（子どもたちがどのような気づきが得られたか等） 

いずれのプログラム内容も子供たちはどれも満足したように感じられた。 

中でも生き物調査での絶滅危惧種の発見は自然環境の豊かさや川の美しさ、川を汚さないこと

への気づきにつながりそれらの生態系を守り伝えたいという行動につながることへの期待がうか

がえた。 

 

2.ステークホルダーへのギフト（協力者・協力団体とどんなことができたか等） 

 新型コロナの影響下で組織として人的応援等ができない中で、物資の提供やアドバイザリー

的役割を担う中で協働へのパイプが太くなったと感じることができた。今後、他の困難に直面し

た時にも協力して乗り越えるこができると感じる。 

  

3.地域へのギフト（地域にたいしてどんな貢献ができたか等） 

 生き物調査で貴重な魚を発見でき、改めてきれいな川を守り伝えることの意義・大切を実感で

きた。また、それらを参加者、スタッフ、地域住民が共有できたことは今後の活動や社会生活の

中で生かされることと思う。 

 

全体の感想 
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新型コロナウイルスの影響や豪雨、梅雨の長雨の中でイベント開催も危ぶまれたが、多くの

人々の協力下で開催できたことは貴重な経験になりました。 

感染防止対策を徹底する中でアンケートや親御さんからの感謝の言葉と合わせイベントが無

事に開催できたことは何よりうれしいことです。そんな中での開催の経験は地域活動の幅が広

がったと感じます。 

 

 

【提出された実施報告シート③】 

主催団体名 特定非営利活動法人 Joint Plus 

イベント 
タイトル 

森に入り、木の種類や野生動物の形跡を探り、 
多様な樹木による森づくりを学ぼう！ 

開催日 2020 年 9 月 26 日(土曜日) 9:00～12:00 (活動実施時間数 計 3.5 時間) 

開催場所 農泊：JointHouse 三重県多気郡大台町小切畑 295 番地 

イベント概要 

今回イベントの概要(ねらい、タイムテーブル)をご記入ください 

（ねらい）森林を通して、大台の自然について、また動物との関わり・育てる方法を理解し、森林
環境保全、地域生態系の保全に向けて行動できるようになる。 

（タイムテーブル） 

受付開始 9：00 ➡ プログラム説明等 ➡ 総門の森へ移動 ➡ 森林体験プログラム ➡ 

森の恵みアート ➡ 振り返りまとめ  ➡ 終了 12：30 

イベント結果 

イベントの内容を子どもたちの様子（エピソード）と合わせてご記入ください 
（300 字程度・文体は「です・ます」調） 

Joint Plus が運営する民泊 Joint House を集合・受付場所とし、1 名の方に参加頂きました。開
催にあたり、プログラムの趣旨と、工程を説明しました。その後、森林学習として総門の森に移
動し、森林環境について説明しました。その後、民泊 Joint House にもどり、大台町の森林から
集めた木の実や葉を使用して、森の恵みアートを行いました。木の板に木の実や葉を木工用ボ
ンドで貼付けました。最後に、振り返りまとめとして、参加者から感想を頂き、終了となりました。 

成果 

プログラムの成果として、数値にできるものがあればご記入ください 

河川学習：60 分 
採集した木の実、葉：30 種類 
森の恵みアート：3 枚 

参加者の声 

イベント当日に聞いた声、アンケート結果からご記入ください（形式自由・５つ以上） 

山に登れてよかった。 

虫を捕まえることができてよかった。 

枝や葉を取ってきて作品が作れてよかった。 

山を登って疲れたけど、楽しかった。 

子供たちが楽しんでいる様子を見ることができてよかった。 

参加人数 

一般参加者 人数 合計 

子ども(乳幼児から中学生まで) 4 名 

5 名 子どものご家族または保護者など 1 名 

その他の参加者(地域住民、学生など)  0 名 

協働関係者 人数 合計 

実施 NPO スタッフ 4 名 

7 名 

その他団体スタッフ（協力者・協力団体スタッフ） 0 名 

東京海上日動 社員ボランティア（代理店社員ボランティア含む） 1 名 

EPO スタッフ 2 名 

日本 NPO センタースタッフ 0 名 

イベント協力 

イベントの協力者・協力団体について具体的にご記入ください（箇条書き） 

宮川森林組合 

東京海上日動「代理店」の協力についてご記入ください（選択式） 

東京海上日動 「代理店」ボランティア 有 人数 1 名 

東京海上日動 「代理店」一般参加者 無 人数 0 名 
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イベント 

振り返り 

以下 3 つの視点から、よかったこと・今後につながることを中心にご記入ください。 

1. 次世代へのギフト（子どもたちがどのような気づきが得られたか等） 

大台町の複雑な地形や温暖多雨な気候などの地域的な特徴により、森林が形成され、多様

な樹木、また樹木どうしの組合せによって環境が維持されている仕組みを知る事によって、子

供たちおよび親が、普段当たり前にあることのしくみやつながりに気づいてもらうことができま

した。 

 

2. ステークホルダーへのギフト（協力者・協力団体とどんなことができたか等） 

協力者である宮川森林組合は、今回開催場所となった総門山を含め、森林環境の維持に努

めて頂いており、イベントを通じて、豊かな森林資源を体感することで、森林への関心が高ま

り、森林環境の保全、利用の促進につながりました。 

 

3. 地域へのギフト（地域にたいしてどんな貢献ができたか等） 

大台町の森林の特徴、自然のしくみを知って頂くことで、環境を保全すること、自分たちが

生まれた地域を誇りに思うことの重要性を感じていただきました。 

全体の感想 

今回の参加者は地域内に居住されている方でしたが、大台町の自然の特徴について、改めて

認識してもらい、森林環境の保全の必要性を学ぶ良い機会を作ることができました。森の恵み

のアートにおいても、実際に自然に触れ、形や絵を作っていくことで、より肌で感じることができ、

参加者も楽しみながら、森林資源について学ぶことができました。 
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(2)地球環境基金 

⚫ 予算：300,000円 

 

(ア) 地球環境基金 EPO連絡会への出席 

⚫ 8 月 27 日に地球環境基金 EPO 連絡会に出席し、新型コロナウイルス感染症による助成事業へ

の影響と対応状況、2020 年度助成金募集及び結果、2021 年度助成金募集スケジュールや今年

度の助成金説明会、ユース環境活動発表大会について協議、確認を行った。 

 

(イ) 「全国ユース環境活動発表大会」中部地方大会への協力 

⚫ 中部地方大会の審査委員として、EPO 中部運営会議委員であり、EPO 中部・協働コーディネー

ターである、山室秀俊氏（長野県 NPOセンター事務局長）を推薦した。 

 

(ウ) 説明会の開催 

⚫ 基金担当者と調整し、「2021 年度地球環境基金説明会」の中部エリア説明会を 10 月 22 日にオ

ンライン開催した。 

 

【地球環境基金説明会の開催案内チラシ】 
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⚫ 開催後に、実施報告書を作成し、環境再生保全機構に提出した。 

【地球環境基金・中部エリア説明会の実施報告書】 

 



 

180 
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(3)愛知県コーディネート業務 

⚫ 年間予算：450,000円 

⚫ 愛知県委託業務として、環境学習に関する学校等からの依頼に対し、相談業務 5件、コーディネート業務 5件を下記の通り実施した。 

 
 

相談業務

No. No. 実施日 講師等

1 5月13日 西尾市交流共創部佐久島 行政 三矢由紀子氏
生命、自然への愛
着、生態系・生物

多様性

三河・佐久島アートプラン２１　令和２年度事業
自然観察会（磯の生き物）の講師の紹介

① 9月20日
蒲郡市竹島水族館学芸
員（戸館真人氏）

2 5月22日 西尾市環境保全課 行政 手嶌和弘氏
生態系・生物多様
性、自然への愛着

小学生の夏休み期間中における環境学習講
座の講師の紹介

①
（8/13：コ
ロナのた
め中止）

水谷　央氏（NPO法人も
りの学舎自然学校）

3 6月8日 豊田市立浄水小学校 学校 孕石しのぶ氏 食品ロス
総合的な学習における食品ロスに関する講師
の紹介

②
（コロナの
ため授業
は中止）

浅野智恵美氏（NACS消
費生活研究所）

4 6月12日 名古屋市立中根小学校 学校 河嶋小百合氏
生態系・生物多様
性、水、ごみ・資源

循環・3R
環境学習プログラムの紹介 ③

5 7月8日 change our next decade 民間 王愛里氏 生態系・生物多様性 訪問先の中学校の紹介 ② 9月7日 刈谷市小垣江東小学校

6 8月19日
公益財団法人　愛知県都
市整備協会

公益財
団

井高　氏
自然への愛着、生態
系・生物多様性、ご
み・資源循環・3R

清掃活動イベント時に実施する環境学習の講
師紹介等について

③
（2021年5

月）

鈴木吉春氏（田原市在
住、「環境ボランティア
サークル 亀の子隊」代
表、愛知環境カウンセ
ラー協会会員 ）に依
頼。

7 8月28日 日進市立東小学校 学校 高橋明美氏 地球温暖化
小学校における環境学習を実施する講師との
調整

④ 10月21日
村瀬政彦氏（地球温暖
化防止活動推進員）

8 8月28日 〃 学校 高橋明美氏
新エネルギー（持
続可能な社会）

〃 ⑤ 10月29日
原理史氏（中部地方
ESD活動支援センター）

9 9月30日 大府市市民協働部環境課 行政 近藤祐生氏
地球温暖化、エネ

ルギー
職員向け環境講座の講師の紹介 ④

10 10月30日 豊橋市環境部環境課 行政 杉浦夕紀子
ごみ・資源循環・

3R、地球温暖化、
エネルギー

イベントにおける講師・パネリストの候補者に関
する情報提供

⑤

5 5合    計

No. 受付日 依頼先 区分 担当 分野 依頼内容
コーディネート業務
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１１ 今後に向けて 

 基本業務について 

(ア) EPO施設利用・相談対応 

① 課題の整理 

⚫ EPO 中部における年間の相談件数、来館者数などは伸び悩んでおり、第５期３カ年において、

EPOの「施設」の利用向上が課題となっていた。 

⚫ 2020年度業務に着手するにあたり、EPO施設を会場として活用した小規模イベントを実施する

ことにより、EPO の場所、施設としての利用方法について認知度を向上させる企画を立案して

いたが、新型コロナの影響によりオンラインでの開催に変更となった。 

② 今後の展開 

⚫ EPO 施設を活用した小規模イベントの実施が可能な社会情勢になった折には、EPO を会場にし

た企画立案を進め、実際に EPOを来訪していただく機会を企図していくことが考えられる。 

⚫ アフターコロナ、或いは with コロナの状況下においても EPO の施設利用を促進する方策につ

いては、運営会議等の場などで引き続き検討していく必要がある。 

 

(イ) ウェブサイト、SNS による情報発信 

① 課題の整理 

⚫ 2020 年 12 月に全面リニューアルを行った EPO 中部 web サイトは、不必要な情報（過去のイベ

ント告知情報等）を削除し、新デザイン、新構成でスタートした。 

⚫ リニューアル公開後は、不要な過去情報をなくしてわかりやすい構成とした一方で、本サイ

トが外部検索サイトでヒットする機会が少しでも多くなるよう、記事投稿を意識的に増やす

対応を行っているところである。 

⚫ 2019 年度に開設した SNS（Facebook ページ）と連動する機能も Web サイトに付加しており、

閲覧者が記事を SNSでシェアしたくなる工夫等も必要とされている。 

② 今後の展開 

⚫ リニューアル後の EPO中部 webサイトにおけるコンテンツの充実化、ポータルサイトとしての

機能性の確保など、今後、日頃の維持管理の中で意識し、拡充に努める必要がある。 

⚫ SNS のシェアでは、記事の画像がポイントとなるため、Web サイト、Facebook ページともに、

画像の掲載方法等については工夫し、記事がより多くシェア（拡散）される投稿を積み重ね

ていく必要がある。 

 

 EPO 業務について 

(ア) 協働コーディネーターとの連携 

① 課題の整理 

⚫ 第５期開始時に 16 名の協働コーディネーターによる協力が得られていたが、その後、コーデ

ィネーター側の事情等により、第５期終盤時点では協力可能なコーディネーターの数がリス

ト上では 12名（連絡が取れなくなったコーディネーターも除くと 10名）となっている。 

⚫ コーディネーターの数が県によってばらつきが生じており、EPO 業務への積極的な協力が得ら

れているコーディネーターも固定化がみられる。 

⚫ 一方で、第５期に開催した多くの主催イベントの中で、協働コーディネーターとの連携・協

力を得て開催したイベントは地域ニーズに即した内容となり、自治体の協力が得られやすく、

参加者数も EPO単独企画のイベントよりも多くなる傾向がみられるため、引き続き、地域イベ

ント等の業務では協働コーディネーターの連携・協力が重要になるものと考えられる。 
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② 今後の展開 

⚫ 今後の主催イベントの企画等では、協働コーディネーターに加えて、（過去の）環境省事業の

採択団体との連携・協力や、新たな人材・団体・自治体とのつながりを活用するなど、多様

なネットワークで積極的に地域と連携し、地域ニーズに即したイベント等の業務立案を行っ

ていく必要がある。 

⚫ 特に協働コーディネーターの数が少なく、第５期の中で EPO連携イベント等の開催実績が少な

くなっている石川県、岐阜県、三重県（東海エリア）は、地域ニーズの拾い上げを意識的・

積極的に行う必要があり、またそのために地域活動者等と何らかの形でネットワークを構築

する必要があると考える。 

 

(イ) 「活動見える化プログラム」の構築 

① 課題の整理 

⚫ 「活動見える化プログラム」は、EPO 中部が地域支援や事例蓄積を行う上で有用なツールとな

っているが、広く地域活動主体に活用されるツールとはなっていない。 

⚫ 地域循環共生圏づくりプラットフォーム構築事業での採択団体支援などの地域支援の実践業

務では、引き続き「活動見える化プログラム」を活用することが有用と考えられる。 

⚫ Web サイトのリニューアルにあたっては、サイト内で「活動見える化プログラム」の事例等を

公開し、「活動見える化プログラム」のチャート図を用いることで、協働取組や地域循環共生

圏づくりの事例を Webサイトに蓄積することを可能とした。 

② 今後の展開 

⚫ 「活動見える化プログラム」は、EPO 中部独自ツールとして、様々な地域支援業務の中で活用

することが可能であり、今後も、SDGs 活用・地域循環共生圏づくりの事例の蓄積と体系的な

整理、新たな事例の掘り起こしなどにおいて、活用していくことが有用である。 

⚫ EPO 中部 Web サイトで「活動見える化プログラム」の概説、事例の公開を行っているが、構築

者側の視点での概説等となっており、地域主体側にとって理解しやすい解説となるよう、工

夫や改善が必要である。 

 

(ウ) EPO中部主催イベントの開催 

① 課題の整理 

⚫ 今年度は新型コロナ感染拡大防止の観点から、オンライン開催・運営（または会場現地とオ

ンライン両設営のハイブリッド開催・運営）となったイベントが多く、運営方法やシステム

の取り扱い等に慣れず、手間取る場面も多々あった。 

⚫ 第５期３カ年をかけて、中部７県のいずれにおいても主催イベントを実施することができた

が、岐阜県、三重県は他県に比べて開催回数が少ない結果となっている。 

⚫ 名古屋でイベントを行う際に、その告知ＰＲを行うと、Web サイトのアクセス数、SNS へのリ

ーチ数が伸びる傾向がみられ、名古屋圏でのイベント開催が「EPO 中部」の認知度向上、広報

戦略にも寄与していることがうかがえる。 

② 今後の展開 

⚫ 第５期で主催イベントの開催回数が比較的少なかった岐阜県・三重県については、今後のイ

ベント開催地として優先して意識するエリアであると捉えられる。 

⚫ 同時に、中部の中心都市であり、地域活動者人口の多い愛知県の県庁所在地である名古屋で

のイベント開催は、その告知自体が Web サイトのアクセス数増加、或いは「EPO 中部」の認知

度向上につながることが考えられるため、岐阜県・三重県を含めた東海３県を名古屋圏域と

捉え、名古屋市では戦略的にイベントを実施していくことが考えられる。 
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⚫ また、EPO 及び ESD センターによるイベント開催では、グループワーク（ワークショップ、デ

ィスカッション）が参加者から重視される傾向がみられることから、今後の主催イベントで

のオンライン、ハイブリッド開催では、グループワークの運営・進行のしやすさの工夫や、

それを可能とするシステム探し（システム採用）にも留意していく必要がある。 

 

 ESD 業務について 

(ア) ｢SDGsチェックリスト｣の作成 

① 課題の整理 

⚫ 「SDGsチェックリスト」については、Web等での公開後、企業や自治体その他から研修・イベ

ント等で活用したいとの問合せが多数ある。 

⚫ イベントの開催結果の記事を SNSで紹介した際、グループワーキング結果（書き込みがされた

パッケージツールのシート）を掲載すると、リーチ数、リアクション数等が伸びる傾向もみ

られる。 

⚫ 一方で、第５期に「SDGs チェックリスト」は２種類（①基本段階版、②事業所活用版）を作

成したが、①基本段階版は主催イベント等での活用が多かったが、②事業所活用版について

は活用実績が少なくなっている。 

② 今後の展開 

⚫ 今後も SDGs 推進と ESD 等における地域支援において、「SDGs チェックリスト」を積極的に活

用すると同時に、中部地方 ESD活動支援センターの宣材ツールとして活用し、当センター（及

び EPO中部）のＰＲにも活用を図る。 

⚫ 「SDGs チェックリスト」の②事業所活用版についても活用を図り、特に SDGs 実践への対応が

難しいと想定される中小企業や小規模自治体等を対象にした SDGs 推進支援の取組等での活用

を積極的に展開することが考えられる。 

⚫ 一方で、既に SDGs 推進を積極的に進めている自治体等からは、SDGs の取組評価の方法、SDGs

を活用した目標設定の手法等に関わるニーズが聞かれるようになっており、「SDGs チェックリ

スト」活用の次段階のあり方の提示が必要とされている。 

 

(イ) 中部地方 ESD活動支援センター主催イベントの開催 

① 課題の整理 

⚫ ESD 業務のイベントでは、第５期３年間で、ESD ダイアログ：ユネスコエコパークを活用した

ESD のあり方、ESD ネットワーク地域フォーラムでの学生登壇、SDGs 未来都市との連携など、

シリーズ化しつつあるテーマでの開催イベントに対し、参加者・関係者から高い評価を得て

いる。 

⚫ 今年度は新型コロナ感染症対策の影響により、ESD イベントは全てオンライン開催となり、特

に学校・教育関係者は感染症対策に敏感であることから、ESD イベントはオンライン開催が望

まれる傾向は続く可能性がある。 

⚫ 一方で、オンライン開催と、開催後に録画のオンライン配信を行ったことで、参加者数（視

聴者数）が従来のリアル会場参加型のイベントよりも多くなっている。 

⚫ しかし、オンライン開催のイベントでは、参加者アンケートの回答数が全般的に少なくなる

傾向もみられる。 

② 今後の展開 

⚫ ESD ダイアログ：ユネスコエコパークを活用した ESD のあり方、ESD ネットワーク地域フォー

ラムにおける SDGs 未来都市同士のセッションなどは、関係者等から継続開催を望む声が多く

聞かれ、今後も継続開催が期待されている。 
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⚫ オンラインの活用、会場現地でのグループワーク（ワークショップ）運営など、開催方法に

ついては企画内容や社会情勢に応じた選択と、プログラムにおける工夫が必要となる。 

⚫ 特に ESDイベントは、グループ・ディスカッションへのニーズが高いことから、オンライン・

ファシリテーションに留意した時間配分や登壇者・参加者の発言機会の確保の方法などのプ

ログラムの工夫や、オンライン・ツールなどの積極的な活用を図る必要がある。 

 

(ウ) センターによる地域団体の支援（地域 ESD拠点への支援） 

① 課題の整理 

⚫ 新型コロナ感染症の影響で、特に今年度前半は、地域 ESD拠点をはじめとする地域活動者もイ

ベント等を自粛する傾向があり、中部エリアの地域 ESD 拠点への 2020 年度の新規の団体登録

は１件のみとなった。 

⚫ 全国センターと地方センターで役割分担が明確でなく、地域活動団体による ESDの取組への支

援のあり方を中部センターとして明示できていない状況にある。 

② 今後の展開 

⚫ 中部センターとして ESDのための地域支援のあり方を整理した上で、主なターゲットの設定、

各セグメントへの支援方法などを明示し、それを実践していくことが求められている。 

⚫ 特に、本年度の中部地方 ESD 活動支援センター企画運営会議、EPO 中部運営会議の両会議の委

員から、SDGs 推進においては今後、中小規模の企業、小規模自治体への支援が重要になると

の指摘があり、「SDGs チェックリスト」の活用も含めた中部センターの支援の展開において、

特に中小規模の主体・団体を対象にした支援を積極的に進める必要があるものと考える。 

 

 イベント参加者アンケート結果より 

⚫ EPO業務、ESD業務の全てのイベントにおいて参加者アンケートを実施している。 

⚫ しかし、今年度は多くのイベントをオンライン開催、ハイブリッド開催で実施しており、参

加者の参加方法をオンライン視聴となった場合には、参加者アンケートへの回答が少ない回

収結果となっている。 

⚫ 中には、回答ゼロのイベントもあり、今後、参加者アンケートの実施については、プログラ

ム中に盛り込むなどの工夫が必要と考えらえる。 

⚫ 回答を得られた参加者アンケートの集計結果をみると、全体的にどのイベントに対する評価

も高く、役立つ情報・事例があったか否かの設問でも「あった」の回答が比較的多い。 

 

５／５段階 ４／５段階 ３／５段階 ２／５段階 １／５段階 無回答
201110信州セミナー
(n=6)

3 1 1 0 1 0

201114片平学区ワーク
ショップ(n=16)

5 8 1 1 0 1

ESD
業務

201115ESDダイアログ
（白山）(n=8)

4 3 1 0 0 0

201125郡上ミーティング
(n=18)

6 5 5 2 0 0

210118伊勢志摩情報交
換会②(n=5)

2 3 0 0 0 0

210126越前フォーラム
(n=4)

3 0 0 0 1 0

EPO業務・計(n=22) 8 9 2 1 1 1

ESD業務・計(n=8) 4 3 1 0 0 0

基盤強化業務・計(n=27) 11 8 5 2 1 0

●今回の催事はいかがでしたか（５段階評価）

EPO
業務

基盤強
化業務
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【具体的に役立つ情報・事例の内容とは】 

201110信州

セミナー 

地域循環共生圏の考え方が少しわかった気がした 

地域循環共生圏についての知識を深めることができました。 

根羽・小布施の例 

201114片平

学区WS 

SDGsという言葉は知らなかったが、すでに貢献している事があったと思います。 

学校や女性、外国人への協力、協働をしていきたい。 

SDGsについて勉強になった 

地域の安全―消防団の活動 安全・安心な町づくり―花いっぱい運動 関連があったかな 

全ての行動がSDGsにつながっている 

どの事例もよかった 続けることが大事だなと、健康であればこそ地域の方々と接したい 

皆さんの意見がとても参考になりました 

SDGsの考え方が良くわかった。 

積極的な取り組み 

SDGsと日常のつながりがよく理解できた 

201115ESD

ダイアログ 

地域づくりとどう絡めていくかということ 

山ノ内南小学校の取組 

どのような取り組みがされて、どのような成果がら出ているのか、また、今後の課題についての情報が得られた。 

エコパークでの実際 

具体的な活動内容をお聞きし参考になりました。ありがとうございました。 

各学校の取り組み。 

 ユネスコ関係の各取組と屋久島町の学校教育の関係は，内容では共有されているが，枠組みとしては，本町

はユネスコスクールには加盟していないため，関連が強化されていないという課題があるということが明確になっ

た。 

 各校の充実した取組の内容は，可能ならば活用させてほしい。多くの示唆にとんでいました。すばらしいです。 

 地域でできることと地域だけではできないことがあると感じます。地域でできることが地域以外でもできるとめ

に、より広い視野で、繋がるという視点も大切だという学びがあった。 

・他校の取り組み内容や取り組み方がよくわかりました。勉強になりました。 

・ESD、SDGSとのかかわりについても勉強になりました。 

・今後、自校が取り組むべきこともわかってきました。 

・他中学校の事例も知りたくなりました。 

201125郡上

ミーティング 

縄文型ビジネス 

事業の取り組み方法 

各自すでに取り組めている事柄がきけたこと。 

縄文型まちづくりの仕組み 

絵をかくこと。可視化の大切さ。 

ビジネスデザイン 

あった なかった
どちらともい
えない

無回答

201110信州セミナー
(n=6)

3 0 3 0

201114片平学区ワーク
ショップ(n=16)

12 0 4 0

ESD
業務

201115ESDダイアログ
（白山）(n=8)

8 0 0 0

201125郡上ミーティング
(n=18)

15 1 2 0

210118伊勢志摩情報交
換会②(n=5)

5 0 0 0

210126越前フォーラム
(n=4)

3 1 0 0

EPO業務・計(n=22) 15 0 7 0

ESD業務・計(n=8) 8 0 0 0

基盤強化業務・計(n=27) 23 2 2 0

●今後のあなたの活動や取組で役立つ情
報や事例などがありましたか

EPO
業務

基盤強
化業務
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直観的に動いてから、課題を後付けするイノベーター型の手案があることがわかった。 

ふたつのレクチャー 

「やるべきは地域の中でイノベーターを発掘してアクセラレートするプラットフォームを作ること」という部分は共感

できました。 

縄文型と弥生型の違い 

郡上市内のネットワーク・人脈に先が見えた。 

縄文式でビジネス化というキーワードは参考になった。儲かるものは弥生式というイメージだったため。 

210118伊勢

志摩会合② 

最新の外部団体の事例 

ファンドレイジングの理論と実際 

共感を集めるためのSDGｓストーリーづくり 

ファンドレイジングの考え方や、キャンプファイアでのクラウドファンディング手法、ワークショップでの物語の作り

方 

ファンドレイジングについて 

210126越前

会合 

山崎先生の講演が特に 

いろいろな事例や考え方を知ることができた 

地域企業が主人公としてどのようにイノベーション化出来るか。また企業誘致の在り方や地域内で所得が増える

方策の考え方や手段等々。 

 

⚫ 今後の活動への積極性が喚起されたか否かの設問でも肯定的な回答が多くなっている。 

⚫ 一方、参加者の殆どが教師であった ESD ダイアログ（白山）では、「これまでの取組で充分と

思えた」という回答が比較的多く、自身の授業等でその内容の妥当性に悩むことが多い参加

者が、ESD ダイアログを聴講したことによって「やってきたことに間違いがないことがわかり

安心しました（自由記入欄のコメント）」とあるように、悩みを共有し、取組に自信を持つこ

とができた参加者が少なくなかったものと考えられる。 

 

【末尾・自由記入欄の感想など】 

201110信州

セミナー 

住民が事業に参画していていただけるテクニック、方法は？ 

行政の再生可能エネルギー担当として聴講させていただきました。演題のとおり「地域循環共生圏づくりへの取

組」の内容がメインでしたので、自分には難しい内容が多かったです（勉強不足でした）。 

ただ、根羽村さんや一般社団法人スマート・テロワール協会さんの事例紹介（取組内容）はどの職種にも、どの

分野にも共通して活かせる内容ではないかと思いました。と同時に、「持続可能な」というフレーズがあまりにも

抽象的過ぎて、受け手側それぞれに温度差が生じるのでは、と思いました。 

自然と人間の共生について考える機会となりました。人、モノ、カネをいかに回していくか地域の中で完結できる

仕組み作りをしていきたいです。 

貴重な機会をありがとうございました。 

もっと協働に
積極的に取り
組んでいきた
いと感じられ
る内容だった

これまでの取
組方を続けて
いけば充分だ
と思える内容
だった

協働に取り組
む必要性・重
要性をあまり
感じられない
内容だった

よくわからな
い

無回答

201110信州セミナー
(n=6)

3 0 0 3 0

201114片平学区ワーク
ショップ(n=16)

11 4 0 0 1

ESD
業務

201115ESDダイアログ
（白山）(n=8)

3 5 0 0 0

201125郡上ミーティング
(n=18)

14 1 1 2 0

210118伊勢志摩情報交
換会②(n=5)

5 0 0 0 0

210126越前フォーラム
(n=4)

3 0 1 0 0

EPO業務・計(n=22) 14 4 0 3 1

ESD業務・計(n=8) 3 5 0 0 0

基盤強化業務・計(n=27) 22 1 2 2 0

●協働に今後も積極的に取り組む必要があると感じさ
せる内容でしたか

EPO
業務

基盤強
化業務
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201114片平

学区WS 

17項目を区別してもっと考えてみたいと思った。 

SDGs―余り興味としてあがらない事で、普段やっている事、又行動してきている事ですので、不足している事

は、今後考えながら行動していきたいと思います。 

片平学区の先進的な活動に大変驚きました。 

時間（考える）が少なく、よく理解出来ていなかった 

地域の課題が解ってきた。SDGsが少し身近になったかな 

新しい発見でした 

参加してよかった。目標に向かって意見を出し合い進めたらよいかなと思いました。まず身近なことから頑張り

ます。 

気にとめていない毎日が、いろんなことに通じているんだなと思った。 

世界の人類が一つと強く思いました 

参加した人達に偏りがあった様な気がします 

SDGs内容は難しいと思ったがみなさんが楽しそうに取り組んでいた。普段の生活の中にSDGsを意識して行動

できることが多くあるので取り組んでいきたい。 

SDGsの言葉から身近な事への関わりへのチャレンジ！そして脳の活性にとても良かったです。 

はじめて聞いた言葉ばかりで勉強になりました。 

初参加でしたが、こんなにも片平学区が質の高い地域貢献活動をやっている街だとは知りませんでした。今後

もっともっと住み良い街づくりに参加しようと思いました。 

良いお話が聞け、初めて知りました事もあって有意義な3時間でした。 

とても楽しかったです。みなさんのパワーに圧倒されました。 

201115ESD

ダイアログ 

今行っている活動を整理し、児童生徒に自分事として考えていけるよう編成しなおせたらと感じました。 

「わかり直しや再認識」その意味付け、意識づけはまだなされていませんが、本校での教育活動は、SDGｓにつ

ながっていると感じました。 

今後来年度に向けて考える上で、つながりを整理することからやっていきたいと思います。 

エコパークとESDの関係により絞った解説と報告が良かったかな 

小規模校の活動であり、大規模校では難しいと思います！先生の児童の活動の取組については、本当にご苦

労様ですが又、地域（公民館等）が主体的に行うSDGｓ活動はありませんでしたが、今後期待したいです。 

屋久島町の小中学校と交流をしませんか。現在奈良の学校と実施中です。いかがでしょう。 

大変勉強になりました。この会に参加させていただくことで、視野が広がりましたし、やってきたことに間違いが

ないことがわかり安心しました。ご指導にもありましたが、今後、体制づくりや内容の整理整頓については職員

で検討していきたいと思います。どうか、今後もご指導よろしくお願い致します。お世話になりました。 

201125郡上

ミーティング 

2部構成は長時間となりしんどかった。 

具体的な取組を展開、行政と一緒になって行えると良い。 

谷中さんのお話をもっと時間を取ってお聞きしたかったです。 

谷中さんの話す時間をもっと長くするのと、谷中さんがそのままワークショップも進行して体験したかった。しか

し、今回、ビジネスアイデアを出す、聞くも面白い組み合わせがたくさんあった。講評が面白かったです。 

210118伊勢

志摩会合② 

報告者の人選が素晴らしかったです。 

クラウドファンディングに興味があったので、参考となりました。関係者をいかに巻き込むかに思いを巡らせてみ

たいと思います。 

210126越前

会合 

先進事例や、仕事の中で感じたことに基づく思いなどに触れることができたり、ひとつのことについても、そうい

う見方があるんだなと発見があったり、楽しい会でした。 

今件における地域循環共生圏づくりで、地域企業、市民、行政（建設部と産業環境部門がしっかり連携の上）、

地銀、経済団体、大学等々としっかりした地域総力戦で臨む必要性（連携が取れるプラットホームを構築の上）

が最も大切と示唆された点等や、資料も充実していてこの資料を基に学習を深めたい。 

今回のフォーラムでどの部分が地域で「循環」し、共生する内容なのか、まったくわからない。新幹線開通によっ

て得られる経済効果などは、今までと変わらず、想定できた効果であり、コロナ禍の影響などもあって候の内

容。循環するために越前市でどうするのか、具体的な提案が全くない。トークセッションでかろうじて高齢化が進

む越前市の課題を山崎氏が述べて方向修正した感があったが、銀行のお二人は「地域循環共生圏」を理解さ

れているのでしょうか？果たしてこれで、地元が地域で循環できる仕組みが作れるのかおおいに疑問。地元企

業が潤うこと ≠ 地域循環共生では？？そこを山崎さんから何度か指摘されていたのでは？どこにイノベーシ

ョンがあり、どこに脱炭素の要素がありましたか？この程度の内容なら、地元のローカルTVがやるもので地域

循環共生圏の事業費をかけてやるものかな、という感想です。 
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